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域に密着した寺院の復興や文化活動、在日朝鮮人•韓国 

人遺骨返還運動などに取り組んだ。そして1979年、イ 

ンドシナ難民支援の道に進む。日本のNGOの先駆者と 

して道なき道を歩み、死の間際まで命を燃やし続けた僧 

侶が見つめていた世界とは一。
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全
曹
青

情
報
局

五
月
三
十
日(
火)

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
 

曹
洞
宗
檀
信
徒
会
館
三
階
桜
の
間
に
於
い
て
、
 

会
員
諸
師
百
二
十
名
の
参
加
を
得
て
、
平
成 

十
八
年
度
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
定
期
総
会
が 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
っ
て
の
前
日
二
十
九
日(

月) 

に
は
、
評

議

員

会(
出
席
三
十
九
名
、
欠
席 

+
 
-

名)

が
開
か
れ
、
建
設
的
な
議
論
が
交 

わ
さ
れ
た
後
、
下
記
議
案
が
そ
れ
ぞ
れ
可
決 

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
当
日
は
、
午
前
十
時
よ
り
、
法
式
委 

員

会

に

よ

る

「萬

燈

供

養•

祈
祷
太
鼓
の
手 

引
き
」
の
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。(

本
誌
、
 

五
頁
抄
録)

そ
の
後
、
休
憩
を
は
さ
ん
で
の
午
後
一
時 

三
十
分
よ
り
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し 

た
。
香
村
一
孝
副
会
長
に
よ
る
開
会
の
辞
の

後
、
第
十
六
期
会
長•

宮
寺
守
正
師
を
導
師 

に
開
会
諷
経
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て 

の
会
長
挨
拶
で
は
、
各
加
盟
曹
青
会
、
会
員 

諸
師
の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
十
七
年 

度
の
会
務
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
へ 

の
謝
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
来 

賓
の
曹
洞
宗
宗
務
庁
人
事
部
長•

荒
井
源
空 

老
師
よ
り
、
ご
挨
拶
と
青
年
僧
へ
の
激
励
を 

頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
長
団
の 

選

出

が

行

わ

れ(

議

長

橘

智

法

師•

宮
城 

県
曹
洞
宗
青
年
会/

副
議
長
日
比
野
泰
英 

師
•

愛
知
県
第
三
曹
洞
宗
青
年
会)

、
迅
速 

な
議
事
進
行
の
結
果
、
左
記
の
議
案
が
そ
れ 

ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案 

会
則
改
正
の
承
認
に
つ
い 

て
第
二
号
議
案 

平
成
十
七
年
度
事
業
お
よ 

び
決
算
報
告
、
監
査
報
告
の
承
認
に
つ
い
て 

第
三
号
議
案
平
成
十
八
年
度
事
業
計
画 

及
び
予
算
の
承
認
に
つ
い
て 

第
四
号
議
案
第
十
七
期
会
長
選
考
の
経 

過
報
告

こ
の
中
の
第
一
号
議
案
で
は
、
会
則
改
正 

に
関
す
る
委
員
会
委
員
長•

山
口
英
寿
師
よ 

り
、
今
回
の
会
則
改
正
ま
で
の
経
緯
報
告
が 

な
さ
れ
ま
し
た
。(

本
誌
、
八
、
九
頁
抄
録) 

ま
た
、
第
四
号
議
案
で
は
、
第
十
七
期
会 

長
選
考
委
員
会
委
員
長•

森

道

輝

師(

関
東 

管
区
理
事)

よ
り
、
次
期
会
長
選
考
に
つ
い 

て
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

『そうせい』アンケート結果報告

広報委員会では、この一年間の編集方針を振り返 

り、また、次年度の編集に読者の声を反映していく 

ために、総会出席者を対象にアンケートを実施いた 

しました。 （有効回答数78） 

①興味を引いた特集記事は？（複数回答可）

130号「エンゲイジド•フ、、ッディズムとは」……13
131号「アニメ世代のための宗教ガイド」..... 20
132号「平成17年度禅文化学林•岐阜大会」……21
133号「仏教者の宗教教育への

かかわり方を考える」……28
②興味を持って読んでいる連載記事は？（複数回答可）

1、EN x EN ぴ一ぷる......................8
2、全曹青情報局............................10
3、青年会モザイク .......................... 9
4、そうせいインフォメーション ............  4
5、精神医療の現場から ..................... 20
6、I T知恵袋..............................10
7、委員会紹介.............................. 5
8、賛助会員名簿............................ 3
9、禅知識まんだら......................... 18
10、寺族の窓................................17
11、そうせい相談室 ......................... 7
12、あまんずそうせい........................ 6
13、菜食健美................................19
14、世界の重層信仰 .......................... 8
15、そうせいサロン ......................... 3
16、そうせい美術館......................... 12
17、広告.................................... 1

③そうせいのデザイン（表紙等）について

大変良い....................................32
良い........................................ 19
普通........................................ 13
悪い........................................ 0
印象にない.................................. 6
無記入...................................... 8

④そうせいの記事は読み易いですか。

はい........................................43
いいえ...................................... 16
どちらでもない.............................. 7
無記入...................................... 12

⑤その他•意見感想等

•法話の材料になるような豆知識•時事ネタなど掲載 

してほしい。

た
。
第
十
七
期
全
曹
青
会
長
に
は
、
芳
村
元 

悟
師(

北
海
道
第
二
宗
務
所
青
年
会)

が
、
副 

会
長
に
は
、
長

井

峰

宗

師(

佐
賀
県
曹
洞
宗 

青
年
会)

、
中
村
嘉
秀
師(

愛
知
県
第
一
曹
洞 

宗
青
年
会)

、
久
間
泰
弘
師(

曹
洞
宗
福
島
県 

青
年
会)

が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
、
満
場
一 

致
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
総
会

難しすぎる。専門用語を少なくし、もっと分かり易 

いものを作ってください。

大変勉強になるが、時々高度過ぎて読むことを途中 

でやめてしまうことがある。不勉強といわれればそ 

れまでだが、もう少し解りやすい言葉で表現してい 

ただけたら助かります。

青年僧の目から見た、宗門への疑問点などをドシド 

シ書いてください。

憲法九条について（改正）アンケート結果が掲載さ 

れていましたが、青年僧としての意見や宗教（仏教） 

ではどうなのか、深く掘り下げ•ていただきたい。

「寺族の窓」は読み易く、寺族も楽しみにしており 

ます。大変良い企画だと思いますので、今後も是非 

継続してください。

の
最
後
に
は
、
執
行
部
事
務
局
よ
り
、
鹿
児 

島
県
曹
洞
宗
青
年
会
が
新
た
に
全
曹
青
へ
加 

盟
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
る
と
、
万
雷
の
拍 

手
に
よ
っ
て
歓
迎
の
意
が
表
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
う
し
て
三
時
間
に
亘
っ
て
お
こ
な
わ
れ 

た
総
会
は
、
門
脇
昌
文
副
会
長
の
閉
会
の
辞 

に
よ
り
無
事
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。
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情報局全曹青

法
式
委
員
会

i
— 

シ mus
l

五
月
三
十
日(
火)

、
曹
洞
宗
檀
信
徒
会
館 

に
て
行
わ
れ
た
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
総
会
の 

中
央
研
修
会
は
、
我
々
法
式
委
員
会
が
、

こ 

れ
ま
で
に
出
し
た
『D I
 G
 

—
そ
う
せ
い
』
を

使
っ
て
勉
強
会
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り 

ま
し
た
。
ご
承
知
の
通
り
、
当
委
員
会
で
は 

前
期
の
第
十
五
期
に
『萬
燈
供
養
の
手
引
き
』 

を
、
そ
し
て
今
期
の
第
十
六
期
で
は
『祈
祷 

太
鼓
の
手
引
き
』
と
、
法
要 

の
差
定
や
進
退
、
作
法
に
つ 

い
て
の
資
料
を
提
供
し
て
参 

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
発
刊
・ 

頒
布
し
た
資
料
は
、
全
曹
青 

の
会
員
諸
師
を
は
じ
め
多
く 

の
皆
さ
ま
に
手
に
し
て
い
た 

だ
き
、
完
売
と
な
っ
て
お
り 

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
そ
の
お 

礼
の
意
味
も
含
め
て
、
皆
さ 

ま
と
一
緒
に
学
び
の
場
を
設 

け
る
こ
と
を
目
的
に
、

一
ケ 

月
を
か
け
て
準
備
し
、
当
日 

に
そ
な
え
ま
し
た
が
、
午
後 

に
総
会
を
控
え
た
当
日
は
、
 

九
十
五
人
と
い
う
多
く
の
青 

年
僧
侶
に
御
随
喜
い
た
だ
き 

ま
し
た
。

内
容
は
前
後
半
に
分
け
て 

行
い
、
前
半
は
菅
原
研
洲
委 

員
(

宮
城
県
曹
青)

が

『萬 

燈
供
養
の
手
引
き
』
を
用
い 

な
が
ら
、
萬
燈
供
養
に
お
け

る
歴
史•

宗
門
で
の
導
入
例•

差

定•

配

役• 

準
備
物
等
の
説
明
を
行
い
、
北
陸
や
東
北
な 

ど
の
一
部
の
地
域
で
は
盛
ん
な
萬
燈
供
養
の 

導
入
を
参
加
者
に
勧
め
ま
し
た
。
多
く
の
宗 

派
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
宗
門
で
は
江
戸 

時
代
末
期
か
ら
明
治
時
代
初
期
に
か
け
て
長 

野
県
茅
野
市
の
頼
岳
寺
で
導
入
さ
れ
、
そ
の 

後
北
陸
を
中
心
に
拡
大
し
た
と
さ
れ
て
い
ま 

す
。
差
定
は
萬
燈
の
と
も
し
び
に
よ
る
道
場 

の
荘
厳
を
行
い
な
が
ら
、
両
班
に
よ
る
経
文 

の
頓
写
供
養
を
塔
婆
供
養
と
組
み
合
わ
せ
た 

も
の
だ
と
の
解
説
を
行
い
ま
し
た
。
 

後
半
は
、
田
中
圭
春
副
委
員
長(

兵
庫
県 

第
二
曹
青)

と

貝

野

元

丈

委

員(

石
川
県
曹 

青)

が
太
鼓
を
持
ち
込
み
、
祈
祷
太
鼓
の
実 

技
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
に
太 

鼓
を
配
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
バ
チ
は 

持
参
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
、
執
行
部

に
用
意
し
て
も
ら
っ
た
座
布
団
を
代
用
に
し

な
が
ら
練
習
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
容 

は
、
た
だ
の
べ
タ
打
ち
か
ら
、
六
十
本
打
ち 

や

ド

ン

ツ

ク

打

ち(

テ
ン
ツ
ク
打
ち)

な
ど 

の
基
本
形
を
練
習
し
て
い
た
だ
き
、
通
し
て 

打
て
る
こ
と
を
試
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
が
、
今 

回
ご
紹
介
し
た
行
持
は
両
方
と
も
宗
門
が
定 

め

る

『行
持
軌
範
』
に
は
載
っ
て
お
り
ま
せ 

ん
。
導
入
の
際
に
は
、
そ
の
点
を
考
慮
に
入 

れ
て
慎
重
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

例
年
は
外
部
講
師
を
お
招
き
し
て
行
っ
て 

い
た
中
央
研
修
会
を
今
年
は
委
員
会
内
で
行 

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
当
初
は
不
安
も
あ 

り
ま
し
た
が
、
無
事
終
わ
っ
て
委
員
一
同
胸 

を
な
で
下
ろ
し
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
 

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
御
礼 

申
し
上
げ
ま
す
。

法

式

委

員

会

合

掌
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全曹青 情報局

厂全国曹洞宗青年会平成17年度特別会計（ボランティア基金）報告j「 平成17年度全国曹洞宗青年会歳入歳出決算書
期間平成17年4月1日〜平成18年3月31日 期間

歳入合計金額 

歳出己言|_金額

平成17年4月1日〜平成18年3月31日

36,248,962 円
32,525,242円

歳入総額 3,340,765円
671,115円歳 出総額

差 引残額 2,669,650円 差引残額 3,723,720 円

歳入の部 （単位：円）

項 目 金 額 備 考

前年度繰越金 3,340,765

合 計 3,340,765

歳出の部 （単位：円）

項 目 金 額 備 考

復興活動助成金 100,000 被災地宮崎青年会へ活動助成

復興支援金 500,000 新潟県被災地へ復興支援金

被災地活動費 25,745 車両費、食材費、燃料費、滞在費、備品費等

交 通 費 45,370 復興活動交通費

通 信 費 0 復興活動通信費

合 計 671,115

差引残額2,669,650円を次年度に繰り越します。

厂全国曹洞宗青年会 平成17年度特別会計（特別事業積立金）報告|

期間平成17年4月1日〜平成18年3月31日

歳入 総額 1,000,000円
歳出総額 0円

差 引 残 額 1,000,000円

歳入の部 （単位：円）

項 目 金 額 備 考

積 立 金 1,000,000

ム 計 1,000,000

歳出の部____________________________________________________________________ （単位：円）

項 目 金 額 備 考

0 摘要項目無し

合 計 0

差引残額1,000,000円を次年度に繰越いたします。

以上の通り報告いたします。

平成18年5月30日

全国曹洞宗青年会会長宮寺守正@ 

会計丹波謙雄@

團査報告1

平成17年度全国曹洞宗青年会、一般会計及び特別会計について、平成18年5 
月17日に東京グランドホテル蘭の間にて、会長、副会長立ち合いのもと、諸 

帳簿•証書•関係書類を監査したところ、収入•支出•残金ともそれぞれ合 

致し、適正かつ正確に処理されていたことを報告いたします。

平成18年5月30日

全国曹洞宗青年会監事北村学爾@ 

監事芳村元悟@

歳入の部 △印は減（単位：円）

款 項 目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 備 考

1•会費 1•会費 14,448,500 14,895,500 447,000

1•会 費 1,448,500 1,467,500 19,000
500円 X 2,931名
1,000円 X 2名

2.賛助会費 13,000,000 13,428,000 428,000
2659件
（そうせい賛助）

2.助成金 1.助成金 15,600,000 15,560,000 △40,000

1.事業助成金 15,000,000 15,000,000 0
宗務庁より

（500万 X 3回）

2.協賛金 600,000 560,000 △40,000 「そうせい」広告料等

3.諸収入 1•諸収入 973,579 3,815,541 2,841,962

1.事業収入 900,000 3,005,140 2,105,140
DVD、花まつ 

り事業収入等

2.雑収入 73,579 810,401 736,822
寄付金•預金利 

息•添菜等

4.繰越金 1.繰越金 1,977,921 1,977,921 0
1.前年度繰越金 1,977,921 1,977,921 0

合 計 33,000,000 36,248,962 3,248,962

歳出の部__________________________________________ △印は減（単位：円）

款 項 目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 備 考

1.事業費 22,750,000 22,616,185 △133,815
1•委員会費 9,850,000 8,961,807 △888,193

1.総務委員会費 1,000,000 540,394 △459,606

2.広報委員会費 4,550,000 4,523,275 △26,725

3.青少年教化 

委員会費
1,000,000 787,788 △212,212

4.ボランティ 

ア委員会費
1,000,000 864,801 △135,199

5.法式委員会費 1,300,000 1,299,498 △502

6. I T委員会費 1,000,000 946,051 △53,949
2.広報費 9,700,000 10,664,466 964,466

1.印刷費 4,500,000 5,438,000 938,000 「そうせい」印刷費

2.封筒印刷費 1,200,000 1,260,000 60,000
「そうせい」発送 

用封筒代2年分

3.発送費 4,000,000 3,966,466 △33,534 「そうせい」郵送代

3.本部事業費 1.本部事業費 2,400,000 2,576,250 176,250
禅文化学林、花 

祭り事業等

4.研修費 800,000 413,662 △386,338

1.研修費 300,000 60,000 △240,000
禅の集い中央冊修会、 

防災ボランティア研修会

2.記念式典費 500,000 353,662 △146,338
30周年記念 

特別事業総括

2.運営費 9,850,000 9,509,057 △340,943

1.会議費 7,600,000 7,656,585 56,585

1.役員会費 3,500,000 3,495,254 △4,746
執行部会•理事 

会•説明会等

2.総会費 4,100,000 4,161,331 61,331
総会•評議員会• 

委員会総会

2.事務費 450,000 362,510 △87,490

1.印刷消耗品費 150,000 131,756 △18,244

2.通信費 250,000 199,220 △50,780 郵送代、手数料等

3.備品費 50,000 31,534 △18,466

3.渉外費 1,750,000 1,469,962 △280,038

1.助成金 700,000 500,000 △200,000
管区大会

10万X 5管区

2.慶弔費 300,000 378,362 78,362
管区大会祝賀 

3万X 5管区等

3.負担金 150,000 100,000 △50,000
全日仏青加盟負 

担金等

4.交通費 600,000 491,600 △108,400
管区大会•全日仏 

青等出向助成等

4.雑費 1.雑 費 50,000 20,000 △30,000
管区檀信徒大会 

智慧のわ出店料

3.予備費 1•予備費 400,000 400,000 0

1.予備費 400,000 400,000 0
「そうせい」

印刷費へ充当

合 計 33,000,000 32,525,242 △474,758

*差引残額3,723,720円を次年度に繰越します。
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局 幸 
W

青 曹 全

平成18年度全国曹洞宗青年会歳入歳出予算書 1
期間平成18年4月1日〜平成19年3月31日

歳入合計金額 34,700,000円
歳出合計金額 34,700,000円

差引残額 0円

歳入の部 △印は減（単位：円）

款 項 目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備 考

1•会費 1.会費 14,448,500 14,467,500 19,000

1•会 費 1,448,500 1,467,500 19,000
500円 X 2,931名
1,000円 X 2名

2.賛助会費 13,000,000 13,000,000 0
2.助成金 1.助成金 15,600,000 15,550,000 △50,000

1•事業助成金 15,000,000 15,000,000 0
宗務庁より

（500万 X 3回）

2.協賛金 600,000 550,000 △50,000 「そうせい」広告料

3.諸収入 1.諸収入 973,579 958,780 △14,799

1.事業収入 900,000 900,000 0
花まつり事業収 

入等

2.雑収入 73,579 58,780 △14,799 寄付金•預金利息等

4.繰越金 1.繰越金 1,977,921 3,723,720 1,745,799
1•前年度繰越金 1,977,921 3,723,720 1,745,799

合 計 33,000,000 34,700,000 1,700,000

歳出の部 ________________________________________________________ △印は減（単位：円）

款 項 目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備 考

1.事業費 22,750,000 23,150,000 400,000
1.委員会費 9,850,000 10,250,000 400,000

1.総務委員会費 1,000,000 1,400,000 400,000
2.広報委員会費 4,550,000 4,600,000 50,000

3.青少年教化 

委員会費
1,000,000 1,000,000 0

4.ボランティ 

ア委員会費
1,000,000 1,200,000 200,000

5.法式委員会費 1,300,000 1,000,000 △300,000
6. I T委員会費 1,000,000 1,050,000 50,000

2.広報費 9,700,000 9,400,000 △300,000
1.印刷費 4,500,000 5,400,000 900,000 「そうせい」印刷費

2.封筒印刷費 1,200,000 0 △1,200,000
「そうせい」発送 

用封筒代2年分

3.発送費 4,000,000 4,000,000 0 「そうせい」郵送代

3.本部事業費 2,400,000 2,500,000 100,000
1.本部事業費 2,400,000 1,000,000 △1,400,000 花まつり事業等

2.禅文化学林 

開催費 一 1,500,000
禅文化学林 

開催助成費

4.研修費 800,000 1,000,000 200,000

1.研修費 300,000 1,000,000 700,000
禅の集い中央研修会、 

坐禅講習会開催費等

2.記念式典費 500,000
2.運営費 9,850,000 11,050,000 1,200,000

1•会議費 7,600,000 8,200,000 600,000

1.役員会費 3,500,000 4,000,000 500,000
執行部会•理事会•次 

期執行部予定者会議

2.総会費 4,100,000 4,200,000 100,000 総会•評議員会

2.事務費 450,000 550,000 100,000
1.印刷消耗品費 150,000 150,000 0
2.通信費 250,000 350,000 100,000
3.備品費 50,000 50,000 0

3.渉外費 1,750,000 2,250,000 500,000

1.助成金 700,000 700,000 0
管区大会

10万X 7管区

2.慶弔費 300,000 400,000 100,000
管区大会祝賀 

3万X7管区等

3.負担金 150,000 150,000 0
全日仏青加盟負 

担金等

4.交通費 600,000 1,000,000 400,000
管区大会•全日 

仏青等出向助成

4.雑費 1.雑 費 50,000 50,000 0
3.予備費 1.予備費 400,000 500,000 100,000

1.予備費 400,000 500,000 100,000
合 計 33,000,000 34,700,000 1,700,000

四
月
二
十
六

日(

水)

に
、
奈

良

県
•

東 

大
寺
大
仏
殿
に
於
い
て
、

「本
願
聖
武
天
皇 

千
二
百
五
十
年
御
遠
忌 

仏
法
興
隆
花
ま
つ 

り
千
僧
大
般
若
法
要
」(

主

催
-

全
日
本
仏 

教

青

年

会•

南
都
二
六
会•

東
大
寺
・
全
曹 

青 

協

力
-

近
畿
曹
洞
宗
連
絡
協
議
会•

全 

曹
青
法
式
委
員
会)

が
、
超
宗
派
の
青
年
僧 

一
四
二
名
の
ご
加
担
を
得
て
厳
修
さ
れ
ま
し 

た
。法

要
で
は
、
宮

寺

守

正•

全
曹
青
会
長
が 

導
師
を
務
め
、
大
分
県
別
府
市
の
和
泉
徹
氏 

が
戦
没
者
供
養
の
た
め
に
約
三
十
年
か
け
て 

浄
写
さ
れ
、
昨
年
東
大
寺
へ
奉
納
さ
れ
た
「大 

般

若

波

羅

蜜

多

経

六

百

巻

」
が
転
読
さ
れ 

ま
し
た
。

「仏
法
興
隆
花
ま
つ
り
千
僧
大
般
若
法
要
を
終
え
て
」
 

南

都

二

六

会

会

長

奈

良

県•

十

輪

院

住

職

橋
本
純
信

こ

の

度

の

「仏
法
興
隆
花
ま
つ
り
千
僧
大
般
若 

法
要
」
が
無
事
、
成
功
裏
に
厳
修
さ
れ
た
こ
と
感 

慨
深
く
存
じ
ま
す
。

こ
の
法
要
は
昭
和
六
十
三
年
か
ら
今
回
ま
で 

十
八
年
間
、
毎
年
欠
か
さ
ず
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
宗
派
を
超
え
て
の
法
要
は
、
と
て
も 

意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
行
動
力
の
あ
る
青 

年

僧

が

「仏
法
興
隆•

人
類
の
福
祉•

世
界
の
平 

和
」
と
い
う
目
的
を
一
つ
に
し
て
、
そ
の
聖
地
で 

あ
る
東
大
寺
に
結
集
す
る
こ
と
は
世
間
に
対
す
る 

ア
ピ
—
ル
と
共
に
、
青
年
僧
た
ち
自
身
の
自
覚
に 

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
自
坊
で
活
動
さ
れ
る
こ
と
も
大

切
で
す
が
、

一
人
の
力
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
 

一
年
に
一
回
、
こ
の
法
要
に
参
加
し
、
そ
こ
で
大 

き
な
連
帯
意
識
を
感
じ
取
る
こ
と
に
よ
り
新
た 

な
発
想
が
生
ま
れ
、
世
の
中
を
動
か
す
も
の
と
な 

り
ま
す
。
こ
う
し
た
法
要
は
他
に
は
な
い
で
し
よ 

う
。
い
つ
ま
で
も
長
く
続
く
こ
と
を
祈
念
し
て
い 

ま
す
。

全
日
本
仏
教
青
年
会
が
主
体
と
な
る
の
は
も
ち 

ろ
ん
で
す
が
、
他
宗
派
よ
り
充
実
し
た
行
動
力
、
 

統
制
力
、
動
員
力
な
ど
を
お
持
ち
の
全
曹
青
の
皆 

さ
ま
が
、
今
後
も
中
心
と
な
っ
て
参
加
し
て
い
た 

だ
き
た
く
願
つ
て
い
ま
す
。
益
々
の
ご
隆
昌
を
お 

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

※尚、各項•目間の流用を認めるものとします。

以上のとおり、予算を提案いたします。

平成18年5月30日

全国曹洞宗青年会会長宮寺守正 

会計丹波謙雄
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情報局全曹青

「
会

則

改

正

の

ご

報

告

」

会
則
改
正
に
関
す
る
委
員
会
委
員
長
山
口 

英

寿

こ
の
度
の
会
則
改
正
の
定
期
総
会
承
認
に 

あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
会
員
各
位
に
対
す
る 

周
知
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
各
加 

盟
青
年
会
会
長
並
び
に
評
議
員
諸
師
に
ま
ず

も
っ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

旧
会
則
は
、
昭
和
五
十
七
年
十 

日
に
施
行
さ
れ
た
後
、
 

昭
和
五
十
七
年
五
月
十
四
日

月
十
四

昭
和
六
十
年

平
成 

平
成 

平
成 

平
成

二
年 

四
年 

七
年 

十
年

平
成
十
一
年 

同

年
 

平
成
十
一
一
年

平
成
十
六
年

五

月

八

日
 

五
月
十
一
日 

五
月
十
三
日 

六

月

一

日
 

六
月
十
六
日 

六
月
十
七
日 

九

月

一

日
 

六
月
二
十
三
日

部
改
正
、
 

部
改
正
、
 

部
改
正
、
 

部
改
正
、
 

部
改
正
、
 

部
改
正
、
 

部
改
正
、
 

施

行

、

一
部
文
字
訂
正
、
 

六

月

四

日

一

部

改

正

、

と
右
記
の
よ
う
に
、
幾
度
も
そ
の
時
代
の
執 

行

部
•

理
事
の
皆
さ
ま
の
叡
智
を
結
集
し
、
 

会
の
発
展
と
共
に
会
則
改
正
が
な
さ
れ
て
参 

り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
全
曹
青
の
現
状
を
み
る 

と
、
当
会
へ
の
加
盟
制
度
が
個
人
加
盟
か 

ら
団
体
加
盟
中
心
に
変
わ
り
、
そ
の
事
業
内 

容
も
青
少
年
教
化
に
特
化
し
た
も
の
か
ら
、
 

多
岐
に
わ
た
る
活
動
へ
と
変
化
し
て
き
ま
し 

た
。
そ
こ
で
、
第
十
五
期
に
お
い
て
、
会
長• 

理

事•

副

会

長•

顧

問•

事
務
局
長•

会

計•

総

務
委
員
長•

監

事
•

事
務
局
次
長
で
構
成 

さ

れ

る

『会
則
改
正
に
関
す
る
委
員
会
』
を 

設
置
し
協
議
を
進
め
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し 

た
。
そ
の
中
で
、
現
在
の
会
の
状
況
に
そ
ぐ 

わ
な
い
部
分
が
あ
る
点
、
本
則
に
盛
り
込
む 

べ
き
細
則
が
あ
る
点
、
会
則
内
で
統
一
さ
れ 

た
文
言
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
点
な
ど
が
指 

摘
さ
れ
、
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
も
会
則
全 

般
に
わ
た
り
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
旨
が
確 

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
五
年
五
月 

に
は
郵
政
事
業
庁
か
ら
、
平
成
十
六
年
八
月 

に
は
宗
務
庁
教
化
部
か
ら
会
則
改
正
を
推
進 

す
る
よ
う
指
導
が
有
り
ま
し
た
の
で
、
平
成 

十
六
年
九
月
二
十
八
日
の
平
成
十
六
年
度
・ 

第
二
回
評
議
員
会
に
お
い
て
、
会
則
改
正
に 

関
し
て
の
議
案
を
提
出
し
、
会
則
全
面
改
正 

の
推
進
と
当
委
員
会
へ
の
会
則
改
正
に
つ
い 

て
の
全
面
的
委
任
が
、
満
場
一
致
に
て
議
決 

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

『
会
則
改
正
に
関
す
る
委
員
会
』 

の
構
成
員
は
一
覧
の
通
り
で
す
が
、
各
加
盟 

青
年
会
の
意
見
を
出
来
得
る
限
り
反
映
さ
せ 

る
た
め
、

理
事
各
位
に
意
見
の
集
約
と
報 

告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
法 

律
の
専
門
家
と
い
う
立
場
か
ら
、
見
野
彰
信 

弁
護
士
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ 

き
、

一
般
社
会
に
も
情
報
開
示
可
能
な
会
則 

を
目
指
し
て
慎
重
に
審
議
を
進
め
ま
し
た
。
 

そ
の
結
果
、

平
成
十
七
年
五
月
十
一
日

の
平
成
十
七
年
度•

第
一
回
評
議
員
会
に
改 

正
案
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
が
、
更
な
る
検 

討
を
望
む
声
が
あ
り
継
続
審
議
と
な
り
ま
し 

た
。
(

委
員
会
に
お
い
て
、
委
員
長
は
第 

十
六
期
も
留
任)

そ
の
後
は
、
会
則
改
正
に 

つ
い
て
説
明
要
請
の
あ
っ
た
、
東

北
•

東 

海
•

九
州
各
管
区
に
於
い
て
説
明
会
を
開
催 

し
、

平
成
十
七
年
十
一
月
三
十
日
の
平
成 

十

七

年

度•

第
二
回
評
議
員
会
に
再
度
改
正 

案
(

修
正
案)

を
提
出
し
可
決
さ
れ
ま
し 

た

。
委
員
会
で
は
、

そ
の
後
も
継
続
し
て 

会
則
の
精
査
を
進
め
、

平
成
十
八
年
五
月 

二
十
九
日
の
平
成
十
八
年
度•

第
一
回
評
議 

員
会
に
修
正
案
を
提
出
し
可
決
。
同
三
十
日 

の
平
成
十
八
年
度
定
期
総
会
に
於
い
て
御
承 

認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

以
上
、

こ
の
度
の
会
則
改
正
ま
で
の
経
緯 

を
縷
々
綿
々
申
し
述
べ
て
参
り
ま
し
た
が
、
 

旧
会
則
が
三
十
年
に
わ
た
り
会
員
に
親
し
ま 

れ
、
会
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
よ
う
に
、
 

新
会
則
も
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
育
ん
で
い
っ
て 

い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
 

最
後
に
、
『
会
則
に
関
す
る
委
員
会
』
各 

委
員
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
委
員
会
報
告 

と
い
た
し
ま
す
。
 

合
掌 

【評
議
員
会
並
び
に
管
区
説
明
会
に
お
け
る 

主
な
質
疑
、
並
び
に
そ
の
回
答
に
於
い
て
質 

疑
の
多
か
っ
た
事
項
】

♦

新
会
則
に
お
け
る
全
体
構
造

現
状
の
会
議
体
の
あ
り
方
と
構
成
員
、
そ 

れ
に
付
随
す
べ
き
規
定
を
整
理
す
べ
き
で
は 

な
い
か
と
の
観
点
か
ら
、
序
列
の
並
び
替
え 

を
し
た
。
旧
会
則
で
は
細
則
と
し
て
重
要
度

の
序
列
な
く
表
記
さ
れ
て
い
た
た
め
、
本
則 

に
盛
り
込
む
べ
き
も
の
は
盛
り
込
み
、
会
議 

体
別
に
整
理
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限
の
大 

小
は
上
か
ら
下
へ
と
流
れ
る
。

8

権限会議体 構成員

総 会ー会員 

評議員会-評議員 

理事会-理事 

委員会ー委員

定 規

則 会

程 規

則 規

則

嫩 

通
内

附

則
•

通
則
が
各
規
定
に
付
く
。

♦

第
三
条
一
会
の
目
的
の
変
更
に
つ
い
て 

旧
会

則
第
三
条
に
は
「青
少
年
教
化
を
主 

た
る
事
業
目
的
と
す
る
」
と
あ
る
が
、
現
在 

は
青
少
年
教
化
の
み
の
活
動
に
と
ど
ま
ら
な 

い
等
、
会
の
現
状
に
そ
ぐ
わ
な
い
部
分
が
あ 

る
こ
と
か
ら
、
改
正
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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当
初
三
つ
の
改
正
案
が
あ
り
、
委
員
会
内
で 

そ
れ
ぞ
れ
書
き
出
し
、

二B

一
句
チ
ェ
ッ
ク 

を
し
、
不
適
切
な
箇
所
を
修
正
、
日
本
語
と 

し
て
理
解
可
能
か
を
書
き
足
し
、
三
案
目
を 

基
に
現
在
の
第
三
条
が
で
き
た
。
北
海
道
苫 

小
牧
駒
澤
大
学
元
学
長•

名
誉
教
授 

近
藤 

聖
欣
老
師(

中
国
禅
宗
史)

に
も
ご
確
認
い
た 

だ
い
た
。

な
お
、
我
々
が
依
拠
す
べ
き
は
法
律
等
の 

世
俗
的
な
概
念
で
は
な
く
、
清
規
で
あ
る
と 

い

う

見

解

か

ら

「古
教
照
心
」
と
い
う
文
言 

を

『
衆
寮
箴
規
』
か
ら
、

「乳
水
和
合
」
と 

い

う

文

言

を

『重
雲
堂
式
』
か
ら
そ
れ
ぞ
れ 

引
用
し
た
。

♦

第

十

八•

十
九
条
、

議

事

運

営

規

程

第 

十
三
条
一
議
決
権
お
よ
び
代
理
権
に
つ
い
て 

我
々
は
も
と
よ
り
曹
洞
宗
の
宗
侶
で
あ 

り
、
人

権
•

平

和•

環
境
の
三
つ
の
ス
ロ
ー 

ガ
ン
を
標
榜
し
て
い
る
団
体
の
構
成
員
で
あ 

る
。
現
行
会
則
に
お
い
て
、
会
費
を
払
っ
て 

い
る
会
員
に
議
決
権
が
な
い
の
は
、
人
権
を 

標
榜
し
て
い
る
団
体
の
構
成
員
と
し
て
本
来 

あ
る
べ
き
姿
で
は
な
い
と
考
え
、
今
回
盛
り 

込
む
こ
と
と
し
た
。

し
か
し
、
現
状
の
総
会
を
見
る
と
、
全
会 

員

の

過

半

数(
き
千
五
百
人
以
上)

が
参
集 

す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
 

代
理
権
を
付
与
す
る
と
い
う
方
法
を
採
択
し 

た
。
こ
こ
数
年
の
平
均
き
百
名
出
席
の
総
会 

を
考
え
る
と
、
総
員
の
過
半
数
を
超
え
る 

票
を
付
与
す
る
に
は
、

一
人
二
十
票
必
要
で 

あ
る
こ
と
か
ら
、

一
人
二
十
票
の
代
理
権
を 

も
つ
て
総
員
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
形
と
し 

た
。
な
お
、

一
人
あ
た
り
の
票
数
に
つ
い
て

は
、
行
使
の
際
に
再
審
議
す
る
こ
と
も
必
要 

で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
代
理
権
の
行
使
に
つ
い
て
は
第 

二
十
三
条
第
二
項
に
基
づ
き
、
評
議
員
会
に 

お
い
て
、
総
会
に
お
け
る
審
議
が
必
要
と
議 

決
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
そ
の
審
議
を
総 

会
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
。

第
十
五
期
全
国
曹
洞
宗
青
年
会

会
則
改
正
に
関
す
る
委
員
会

委

員

長

山

口

英

寿
(

会
長)

委
員 

芳
村
元
悟 

伊
串
泰
純 

森

道

輝
 

志
比
道
栄 

鈴
木
天
章 

葛
城
天
裕 

田
中
証
道 

島
崎
敬
童

(

北
海
道
管
区
理
事) 

(
東
北
管
区
理
事) 

(

関
東
管
区
理
事) 

(
東
海
管
区
理
事) 

(
北
信
越
管
区
理
事) 

(

近
畿
管
区
理
事) 

(
中
国
管
区
理
事) 

(

四
国
管
区
理
事)

葛
籠
貫
喜
昭(

九
州
管
区
理
事)

記
録

宮
寺
守
正 

河
村
康
秀 

和
田
光
史 

池
上
幸
秀 

逸
見
智
孝 

香
村
一
孝 

大
坂
恵
司 

本
土 

一
真 

北
村
学
爾 

中
村
嘉
秀

(

副
会
長) 

(

副
会
長) 

(

副
会
長) 

(

顧
問) 

(

事
務
局
長) 

(
会
計) 

(

総
務
委
員
長) 

籃

事
) 

籃

事
) 

(

事
務
局
次
長)

管
区
理
事
前
任
者

(

平
成
十
五
年
度
迄
委
員) 

小

林

真

悟
(

関
東
管
区
前
理
事)

舟
橋
宗
広 

平
岩
浩
文

弁

護

士

見

野

彰

信

(

東
海
管
区
前
理
事) 

(

近
畿
管
区
前
理
事)

(

野
田
信
彦
法
律
事 

務
所
〔北
海
道
〕)

第
十
六
期
全
国
曹
洞
宗
青
年
会 

会
則
改
正
に
関
す
る
委
員
会

委
員
長 

委
員

記
録

弁
護
士

山
口
英
寿 

大
嶽
俊
行 

葦
原
憲
義 

森

道

輝
 

志
比
道
栄 

高
橋
英
寛 

葛
城
天
裕 

佐
瀬
宏
洋 

舛
田
豊
範 

小
島
宗
彦 

宮
寺
守
正 

門
脇
昌
文 

香
村
一
孝 

大
坂
恵
司 

大
室
俊
英 

丹
波
謙
雄 

北
村
学
爾 

芳
村
元
悟 

池
上
幸
秀 

河
村
康
秀 

中
村
嘉
秀

(

顧
問)

(

北
海
道
管
区
理
事) 

(

東
北
管
区
理
事) 

(

関
東
管
区
理
事) 

(

東
海
管
区
理
事) 

(

北
信
越
管
区
理
事) 

(

近
畿
管
区
理
事) 

(

中
国
管
区
理
事) 

(

四
国
管
区
理
事) 

(

九
州
管
区
理
事) 

(

会
長)

(

副
会
長)

(

副
会
長)

(

副
会
長)

(
事
務
局
長)

(
会
計) 

籃

事)

籃
事)

(

十
五
期
委
員) 

(

十
五
期
委
員) 

(

総
務
委
員
長)

喜

美

候

部

鐵

示
(

事
務
局
次
長)

見

野

彰

信
(

野
田
信
彦
法
律
事 

務
所
〔北
海
道
〕)

申し込み•問い合わせ先

FAX/0297-58-4496 
全曹青 ボランティア委員会

「智慧のわ」は全国曹洞宗青年会 

ウェブサイトからもご注文いただ 

けます。

http://www.sousei.gr.jp

こどそどつ

ちスのわ
おしやかさまと.

でかけよう/
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w
青 曹 全

全

国

曹

洞

宗

青

年

会

会

則

第

一

章

総

則
 

第

一

条
(
会
の
名
称) 

本
会
は
、
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
と
称
す
る
。
 

第

二

条
(
事
務
所
の
所
在
地) 

本
会
は
、
事
務
所
を
東
京
都
港
区
芝
二
丁
目
五
番
二
号 

曹
洞
宗
宗
務
庁
内
に
置
く
。 

第

三

条
(
会
の
目
的) 

本
会
は
、
古
教
照
心
の
示
訓
を
旨
に
自
己
の
研
鑽
に
努 

め
、
互
い
に
乳
水
和
合
し
、
自
由
で
創
造
的
な
活
動
を 

通
じ
、
心
豊
か
な
社
会
の
形
成
を
目
的
と
す
る
。
 

第

四

条
(
会
の
組
織) 

本
会
は
、
 

前
条
の
目
的
に
賛
同
す
る
曹
洞
宗
青
年
宗
侶 

を
も
っ
て
組
織
す
る
。

第

五

条
(
会
の
事
業)

本
会
は
、
第
三
条
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
、
青
年
宗 

侶
及
び
会
員
の
智
と
力
を
結
集
し
て
、
以
下
の
事
業
を 

行
う
。

①

現
代
の
諸
問
題
に
関
す
る
研
究
及
び
そ
の
対 

応
活
動
。

②

各
曹
洞
宗
青
年
会
活
動
と
の
連
携
及
び
支
援
、
 

並
び
に
親
睦
を
図
る
。

③

教
化
活
動
並
び
に
文
化
事
業
推
進
の
研
究
開 

発
及
び
そ
の
方
策
の
実
施
。

④
 

情
報
誌
の
発
刊
並
び
に
図
書•

資
料
の
刊
行 

及
び
紹
介
。

⑤

そ
の
他
本
会
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
。
 

第

六

条
(
事
業
年
度)

本
会
の
事
業
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌 

年
三
月
三
十
一
日
に
終
わ
る
。
 

第

七

条
(
規
程
又
は
規
則
の
制
定) 

一
、
本
会
は
、
こ
の
会
則
を
実
施
す
る
た
め
、
規
程
又 

は
規
則
を
定
め
る
。

規
程
は
評
議
員
会
の
決
議
に
よ
り
、
規
則
は
理
事 

会
の
議
を
経
て
こ
れ
を
定
め
、
又
は
変
更
す
る
も
の 

と
す
る
。

第

二

章

会

員
 

第

八

条
(
会
員
の
種
類) 

本
会
の
会
員
は
、
次
の
三
種
類
と
す
る
。

①

正
会
員

満
年
齢
十
八
歳
以
上
四
十
歳
以
下
の
宗
侶
。
 

た
だ
し
、
事
業
年
度
内
に
四
十
一
歳
に
達
し 

た
場
合
は
、
当
該
事
業
年
度
内
は
正
会
員
と 

す
る
。

な
お
、
団
体
に
て
加
盟
す
る
場
合
は
、
そ
の 

規
定
に
準
ず
る
。

②

賛
助
会
員

本
会
の
目
的
に
賛
同
す
る
者
。

③

特
別
会
員

本
会
が
推
薦
す
る
者
。

第

九

条
(

入
会)

-
'

本
会
に
入
会
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
本
会
が
定
め 

る
入
会
申
込
書
を
本
会
に
提
出
し
て
入
会
の
申
込
を 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
 

本
会
に
入
会
の
申
込
を
し
た
者
は
、
理
事
会
に
お 

い
て
入
会
の
承
認
を
受
け
た
後
、
当
該
年
度
の
会
費 

を
支
払
っ
た
と
き
、
本
会
の
会
員
に
な
っ
た
も
の
と 

す
る
。

第

十

条
(

退
会)

-
'

本
会
を
退
会
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
本
会
が
定
め 

る
退
会
申
込
書
を
本
会
に
提
出
し
て
退
会
の
申
込
を 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-

本
会
に
退
会
の
申
込
を
し
た
者
は
、
理
事
会
に
お 

い
て
退
会
の
承
認
を
受
け
た
と
き
、
本
会
を
退
会
し 

た
も
の
と
す
る
。

第

十

一

条(

会
員
の
権
利
及
び
義
務)

本
会
の
会
員
は
、
本
会
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業
に 

参
加
す
る
権
利
を
有
し
、
会
則
そ
の
他
の
規
定
を
遵
守 

す
る
義
務
を
負
い
、
本
会
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業 

に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

第

三

章

総

会

第

十

二

条(

総
会
の
種
類)

-
'

総
会
は
定
期
総
会
と
臨
時
総
会
と
す
る
。

-

定
期
総
会
は
毎
年
五
月
に
開
き
、
臨
時
総
会
は
必 

要
あ
る
場
合
に
随
時
こ
れ
を
開
く
。
 

第

十

三

条(

総
会
の
組
織)

総
会
は
、
本
会
正
会
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

第

十

四

条(

総
会
の
審
議
事
項)

総
会
に
お
い
て
は
次
の
事
項
を
審
議
す
る
。

①

評
議
員
会
に
お
い
て
総
会
に
付
す
る
こ
と
を 

相
当
と
認
め
た
事
項
。

②

事
業
計
画
及
び
事
業
報
告
に
関
す
る
事
項
。
 

③

予
算
の
議
決
及
び
決
算
の
承
認
に
関
す
る
事

項
。

④

会
則
の
制
定
、
変
更
に
関
す
る
事
項
。

⑤

重
要
な
資
産
の
処
分
に
関
す
る
事
項
。

第

十

五

条(

総
会
の
招
集
手
続)

，

一
、
総
会
は
会
長
が
招
集
す
る
。

-

総
会
を
招
集
す
る
に
は
、
会
日
よ
り
三
十
日
以
前 

に
そ
の
通
知
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

た
だ
し
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
期
間 

を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
前
項
の
通
知
に
は
、
会
議
の
日
時
、
場
所
及
び
会 

議
の
目
的
た
る
事
項
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第

十

六

条(

正
会
員
に
よ
る
招
集
請
求
手
続) 

-
'

正
会
員
は
、
会
議
の
目
的
た
る
事
項
及
び
招
集
を 

必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
面
を
会
長
に
提
出 

し
て
、
臨
時
総
会
の
招
集
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き 

る
。
そ
の
場
合
、
正
会
員
総
数
の
半
数
以
上
の
同
意 

を
要
す
る
。

二
、
 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
会
長
が
そ
の
請
求
を
受 

け
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
招
集
の
手
続
を
し
な
い 

と
き
は
、
請
求
者
自
ら
そ
の
手
続
を
す
る
こ
と
が
で 

き
る
。

第

十

七

条(

議
長)

-
'

総
会
の
議
長
は
、
会
長
又
は
会
長
の
指
名
し
た
者 

が
こ
れ
に
あ
た
る
。

二
、
議
長
は
、
総
会
の
秩
序
を
保
持
し
、
議
事
を
整
理 

す
る
。

総
会
に
お
い
て
、
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
、
副 

会
長
が
議
長
の
職
務
を
行
う
。

四
、
会
長
及
び
副
会
長
と
も
に
事
故
あ
る
と
き
は
、
そ 

の
総
会
に
お
い
て
議
長
を
定
め
る
。

第

十

八

条(

議
決
権)

一
、
総
会
に
お
け
る
正
会
員
の
議
決
権
は
、

一
人
に
つ 

き
一
個
と
す
る
。

二
、
正
会
員
は
、
別
に
定
め
る
規
程
に
よ
っ
て
、
そ
の 

議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第

十

九

条(
議
決
の
方
法)

-
'

総
会
に
お
け
る
議
決
は
、
こ
の
会
則
に
別
段
の
定 

め
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
出
席
し
た
正
会
員
の 

過
半
数
で
決
す
る
。

な
お
、
代
理
人
を
も
っ
て
、
そ
の
議
決
権
を
行
使 

す
る
正
会
員
は
、
総
会
に
出
席
し
た
も
の
と
み
な
す
。
 

-

議
長
は
正
会
員
と
し
て
議
決
に
加
わ
る
こ
と
が
で 

き
な
い
。
可
否
同
数
の
と
き
は
議
長
が
決
す
る
。 

第

二

十

条(

議
事
録)

一
、
総
会
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
議
事
録
を
作
り
、
議 

長
及
び
出
席
し
た
正
会
員
二
人
以
上
が
、
こ
れ
に
署 

名
押
印
し
て
本
会
に
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

二
、
正
会
員
は
、
い
つ
で
も
議
事
録
を
閲
覧
し
、
謄
写 

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
章
評
議
員
会

第

二

十

一

条(

評
議
員
会
の
組
織)

一
、
本
会
に
評
議
員
会
を
置
く
。

二
、
評
議
員
会
は
、
評
議
員
、
 

管
区
理
事
及
び
執
行
部 

を
も
っ
て
構
成
す
る
。

三
、
評
議
員
は
、
各
曹
洞
宗
青
年
会
が
一
名
を
選
出
す 

る
。

四
、
評
議
員
会
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
評
議
員
以
外
の 

者
を
出
席
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第

二

十

二

条(

評
議
員
の
職
務) 

評
議
員
は
、
評
議
員
会
に
お
け
る
審
議
内
容
及
び
結
果 

を
、
そ
の
所
属
す
る
各

曹
洞
宗
青
年
会
に
報
告
す
る
。

第

二

十

三

条(

審
議
事
項)

-
'

評
議
員
会
に
お
い
て
は
、
 

次
の
事
項
を
審
議
す
る
。
 

①

本
会
の
規
程
の
制
定
、
変
更
に
関
す
る
事
項
。
 

②

総
会
又
は
理
事
会
か
ら
委
託
さ
れ
た
事
項
。
 

③

総
会
に
提
出
す
る
議
案
に
関
す
る
事
項
。
 

二
、
前
項
の
審
議
事
項
に
関
し
、
評
議
員
会
に
お
い
て
、
 

総
会
に
お
け
る
審
議
が
必
要
と
議
決
さ
れ
た
議
案
に 

つ
い
て
は
、
そ
の
審
議
を
総
会
に
委
託
す
る
こ
と
が 

で
き
る
。

第

二

十

四

条(

評
議
員
会
の
種
類)

一
、
評
議
員
会
は
定
期
評
議
員
会
と
臨
時
評
議
員
会
と 

す
る
。

二
、
定
期
評
議
員
会
は
毎
年
五
月
に
開
き
、
臨
時
評
議 

員
会
は
必
要
あ
る
場
合
に
随
時
こ
れ
を
開
く
。
 

第

二

十

五

条(

評
議
員
会
の
招
集
手
続) 

一
、
評
議
員
会
は
会
長
が
招
集
す
る
。
 

二
、
評
議
員
会
を
招
集
す
る
に
は
、
会
日
よ
り
三
十
日 

以
前
に
そ
の
通
知
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た 

だ
し
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
期
間
を
短 

縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
前
項
の
通
知
に
は
、
会
議
の
日
時
、
場
所
及
び
会 

議
の
目
的
た
る
事
項
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第

二

十

六

条(

評
議
員
に
よ
る
招
集
請
求
手
続) 

一
、
評
議
員
総
数
の
二
分
の
一
以
上
の
評
議
員
は
、
会 

議
の
目
的
た
る
事
項
及
び
招
集
を
必
要
と
す
る
理
由 

を
記
載
し
た
書
面
を
会
長
に
提
出
し
て
、
臨
時
評
議 

員
会
の
招
集
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

二
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
会
長
が
そ
の
請
求
を
受 

け
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
招
集
の
手
続
を
し
な
い 

と
き
は
、
請
求
者
自
ら
そ
の
手
続
を
す
る
こ
と
が
で 

き
る
。

第

二

十

七

条(
議
決
権
及
び
定
足
数)

一
、
評
議
員
会
に
お
け
る
評
議
員
の
議
決
権
は
、

一
人 

に
つ
き
一
個
と
す
る
。

二
、
評
議
員
は
、
代
理
人
を
も
っ
て
、
そ
の
議
決
権
を 

行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
前
項
の
場
合
、
代
理
人
は
、
正
会
員
に
限
り
、
そ 

の
代
理
権
を
証
す
る
書
面
を
本
会
に
提
出
し
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。

四
、
第
二
項
の
代
理
人
は
、
正
会
員
に
限
り
、
ま
た
一 

名
で
一
名
を
超
え
る
評
議
員
を
代
理
す
る
こ
と
が
で 

き
な
い
。

五
、
評
議
員
会
は
、
全
評
議
員
の
三
分
の
二
以
上
出
席 

し
な
け
れ
ば
開
会
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
 

代
理
人
に
よ
っ
て
出
席
す
る
評
議
員
も
評
議
員
会
に 

出
席
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第

二

十

八

条(
準
用
事
項)

第

十

七

条(
議
長)

、
第

十

八

条

一

項(

議
決
権)

、
第 

十

九

条
(

議
決
の
方
法)

及

び

第
二
十
条(

議
事
録) 

の
規
定
は
、
評
議
員
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
 

第

五

章

理

事

会

第

二

十

九

条(

理
事
会
の
組
織)

一
、
本
会
に
理
事
会
を
置
く
。

二
、
理
事
会
は
、
管
区
理
事
及
び
執
行
理
事
を
も
っ
て 

組
織
す
る
。

三
、
管
区
理
事
は
、
各
管
区
に
お
い
て
一
名
選
出
す
る
。
 

四
、
執
行
理
事
は
、
会
長
及
び
副
会
長
と
す
る
。
 

五
、
理
事
会
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
管
区
理
事
及
び
執 

行
理
事
以
外
の
者
を
出
席
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第

三

十

条(

理
事
の
職
務)

理
事
は
、
理
事
会
を
構
成
し
、
各
管
区
曹
洞
宗
青
年
会 

の
相
互
連
絡
を
図
る
。

第

三

十

一

条(

審
議
事
項)

理
事
会
に
お
い
て
は
、
次
の
事
項
を
審
議
す
る
。
 

①

本
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
。
 

②

総
会
及
び
委
員
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
。
 

③

本
会
の
規
則
の
制
定
、
変
更
に
関
す
る
事
項
。
 

④

評
議
員
会
に
付
す
る
議
案
に
関
す
る
事
項
。
 

⑤

総
会
又
は
評
議
員
会
か
ら
委
託
さ
れ
た
事
項
。
 

⑥

そ
の
他
本
会
の
運
営
に
必
要
と
思
わ
れ
る
事

項
。

第

三

十

二

条(
定
足
数)

理
事
会
は
、
全
理
事
の
過
半
数
出
席
し
な
け
れ
ば
開
会 

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第

三

十

三

条(
準
用
事
項)

第

十

五

条

一

項(
招
集)

、
第

十

八

条

一

項(

議
決
権)

、
 

第
十
九
条(
議
決
の
方
法)

及
び
第
二
十
条(
議
事
録) 

の
規
定
は
、
理
事
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

第

六

章

名

誉

総

裁

、
名
誉
会
長
、
顧
問 

第

三

十

四

条(

名
誉
総
裁
、
名
誉
会
長
、
顧
問
の
設
置) 

-
'

本
会
は
、
両
大
本
山
貫
首
を
名
誉
総
裁
と
す
る
。
 

-

本
会
は
、
宗
務
総
長
を
名
誉
会
長
と
す
る
。
 

本
会
は
、
顧
問
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
顧
問
は 

理
事
会
の
議
を
経
て
選
任
す
る
。

第

七

章

執

行

部

第

三

十

五

条(

執
行
部
の
組
織)

-
'

本
会
に
執
行
部
を
置
く
。

-

執
行
部
は
、
会
長
一
名
、
副
会
長
三
名
、
各
委
員 

会
委
員
長
一
名
、
事
務
局
長
一
名
、
事
務
局
員
若
干 

名
、
会
計
一
名
を
も
っ
て
構
成
す
る
。
 

第

三

十

六

条(

執
行
部
の
職
務) 

一
、
会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統
理
す
る
。
 

二
、
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
が
欠
け
た
と 

き
又
は
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
、
会
長
の
職
務
を 

行
う
。

三
、
副
会
長
が
会
長
の
職
務
を
行
う
順
位
は
、
副
会
長 

の
協
議
に
よ
る
。

四
、
執
行
部
は
、
総
会
、
理
事
会
及
び
評
議
員
会
の
決 

議
を
尊
重
し
て
そ
の
職
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な 

第

三

十

七

条(
執
行
部
の
選
任)

一
、
会
長
、
副
会
長
及
び
執
行
部
は
、
正
会
員
の
中
か 

ら
総
会
で
選
任
す
る
。

二
、
前
項
に
関
す
る
ほ
か
、
会
長
、
副
会
長
及
び
執
行 

部
の
選
任
に
関
す
る
規
定
は
、

「全
国
曹
洞
宗
青
年 

会
執
行
部
選
考
に
関
す
る
規
程
」
に
従
っ
て
選
任
す 

る
。

第

三

十

八

条(

執
行
部
の
任
期)

執
行
部
の
任
期
は
二
年
と
し
、
選
任
さ
れ
た
年
の
定
期 

総
会
開
催
日
を
も
つ
て
始
期
と
す
る
。
 

第

三

十

九

条(

欠
員
の
執
行
部
の
選
任) 

一
、
執
行
部
の
う
ち
欠
員
が
生
じ
た
場
合
は
、
速
や
か 

に
、
そ
の
後
任
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

二
、
後
任
者
の
執
行
部
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期 

間
と
す
る
。

任
期
の
満
了
に
よ
っ
て
退
任
す
る
執
行
部
は
、
新 

た
に
選
任
さ
れ
た
執
行
部
が
就
任
す
る
ま
で
、
引
き 

続
き
そ
の
職
務
を
行
う
。

第

八

章

監

事

第

四

十

条(

監
事)

一
、
本
会
に
監
事
を
置
く
。

-

監
事
は
二
名
と
す
る
。

監
事
は
、
理
事
会
が
推
薦
し
、
総
会
で
選
任
す
る
。
 

四
、
監
事
は
、
本
会
の
会
務
及
び
財
務
を
監
査
し
、
会 

の
運
営
の
健
全
化
を
図
る
。

五
、
監
事
は
、
本
会
の
全
て
の
会
議
に
出
席
す
る
こ
と 

が
で
き
る
。

第

九

章

委

員

会

第

四

十

一

条(

委
員
会
の
設
置)

本
会
は
、
そ
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業
を
調
査
し
、
 

研
究
し
、
又
は
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
委
員
会
を
設 

置
す
る
。

第

四

十

二

条(

委
員
会
の
組
織)

一
、
委
員
会
は
、
委
員
長
一
名
の
ほ
か
、
委
員
若
干
名 

を
も
っ
て
構
成
す
る
。

二
、
委
員
長
は
、
理
事
会
が
指
名
し
、
評
議
員
会
の
議 

を
経
て
選
任

す
る
。委

員
は
、
正
会
員
の
中
か
ら
委
員
長
が
推
薦
し
、
 

理
事
会
の
承
認
を
得
て
、
会
長
が
任
命
す
る
。
 

四
、
各
委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
 

副
委
員
長
若
干
名
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

副
委
員
長
は
、
委
員
が
互
選
す
る
。 

第

四

十

三

条(

委
員
会
の
職
務) 

一
、
委
員
長
は
、
委
員
会
を
主
宰
す
る
。 

二
、
副
委
員
長
は
、
委
員
長
を
補
佐
し
、
委
員
長
が
欠 

け
た
と
き
又
は
委
員
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
、
委
員 

長
の
職
務
を
行
う
。

三
、
副
委
員
長
が
委
員
長
の
職
務
を
行
う
順
位
は
、
副 

委
員
長
の
協
議
に
よ
る
。
 

第

四

十

四

条(

規
則
へ
の
準
用) 

前
二
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
各
委
員
会
の
組
織
、
 

職
務
及
び
議
事
手
続
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
規
則 

を
も
っ
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第

四

十

五

条(

特
別
委
員
会)

-
'

本
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
理 

事
会
の
議
を
経
て
、
特
定
の
事
項
を
行
わ
せ
る
た
め
、
 

特
別
委
員
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

二
、
特
別
委
員
会
の
組
織
、
職
務
及
び
議
事
手
続
に
つ 

い
て
必
要
な
事
項
は
規
則
を
も
っ
て
定
め
る
こ
と
が 

で
き
る
。

第

十

章

事

務

局

第

四

十

六

条(
事
務
局
の
組
織)

一
、
本
会
に
、
事
務
局
を
置
く
。

二
、
事
務
局
は
、
事
務
局
長
一
名
、
事
務
局
次
長
一
名
、
 

庶
務
若
干
名
、
常
任
幹
事
一
名
、
幹
事
若
干
名
を
も
つ 

て
構
成
す
る
。

事
務
局
長
、
事
務
局
次
長
及
び
庶
務
は
、
会
長
が 

指
名
し
、
理
事
会
及
び
評
議
員
会
の
議
を
経
て
選
任 

す
る
。
ま
た
、
常
任
幹
事
は
宗
務
庁
担
当
課
長
と
し
、
 

幹
事
若
干
名
は
宗
務
庁
担
当
課
書
記
が
あ
た
る
。 

第

四

十

七

条(
事
務
局
の
職
務)

-
'

事
務
局
は
、
本
会
の
一
切
の
事
務
を
処
理
す
る
。

-

事
務
局
長
は
、
事
務
局
を
統
括
す
る
。

三
、
事
務
局
次
長
は
、
 

事
務
局
長
を
補
佐
し
、
事
務
局 

長
が
欠
け
た
と
き
又
は
事
務
局
長
に
事
故
あ
る
と
き 

は
、
事
務
局
長
の
職
務
を
行
う
。
 

四
、
庶
務
は
、
事
務
局
長
を
補
佐
す
る
。
 

五
、
常
任
幹
事
は
局
務
を
掌
握
し
、
幹
事
は
会
務
に
従 

事
す
る
。

第

十

一

章

会

計

、
資
産
及
び
会
費 

第

四

十

八

条(
会
計
年
度
及
び
会
計
種
別) 

一
、
本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
 

翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
わ
る
。

-

本
会
の
会
計
は
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基
金
会 

計
と
す
る
。

三
、
本
会
は
、
特
別
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
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局 幸 
W

青 曹 全

が
あ
る
と
き
は
、
理
事
会
の
議
を
経
て
特
別
会
計
を 

設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

四

十

九

条(

経
費)

本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
賛
助
費
、
 

宗
務
庁
助
成
金
及 

び
寄
付
そ
の
他
の
収
入
を
も
つ
て
支
弁
す
る
。
 

第

五

十

条(

会
計)

-
'

本
会
の
資
産
は
、
会
計
が
管
理
す
る
。
 

二
、
会
計
は
、
会
長
が
指
名
し
、
理
事
会
及
び
評
議
員 

会
の
議
を
経
て
選
任
す
る
。

三 < 

監
事
は
、
収
入
及
び
支
出
の
決
算
を
監
視
し
、
定 

期
総
会
に
お
い
て
監
査
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

第

五

十

一

条(
重
要
な
資
産
の
処
分) 

本
会
の
重
要
な
資
産
は
、
総
会
に
お
い
て
出
席
し
た
正 

会
員
の
三
分
の
二
以
上 

の
同
意
が
な
け
れ
ば
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

第

五

十

二

条(
会
費) 

一
、
会
員
は
、
会
費
な
い
し
賛
助
費
を
本
会
に
納
め
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
団
体
に
て
加
盟
し
て
い
る
場
合
に
は
、
 

当
該
団
体
を
構
成
す
る
会
員
の
名
簿
を
添
付
し
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
会
費
は
当
該
年
度
分
を
同
年
度
の
九
月
末
日
ま
で 

に
納
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
規
程
に
定
め
る
と 

こ
ろ
に
よ
る
。

第

十

二

章

改

正

第
五
十
一
一 
ー
条

こ
の
会
則
の
改
正
は
、
総
会
に
お
い
て
出
席
し
た
正
会 

員
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
を
も
っ
て
議
決
し
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
代
理
人
を
も
つ 

て
議
決
権
を
行
使
す
る
正
会
員
も
総
会
に
出
席
し
た
も 

の
と
み
な
す
。

附
則

一
、
こ
の
会
則
は
、
平
成
十
八
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す 

る
。

二
、
こ
の
会
則
施
行
の
た
め
、
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
会
則 

(

昭
和
五
十
年
十
一
月
二
十
六
日
施
行)

は
改
正
さ
れ
、
 

効
力
を
失
う
。

全
国
曹
洞
宗
青
年
会
会
費
に
関
す
る
規
程

第

一

条
(

目
的)

本
会
の
会
費
及
び
賛
助
費
に
つ
い
て
は
、
本
会
会
則
第 

五
十
二
条
に
基
づ
き
、
こ
の
規
程
に
よ
っ
て
行
う
。
 

第

二

条
(
会
費)

一
、
本
会
の
会
費
は
、
年
会
費
一
、00

0
円

と
す
る
。
 

た
だ
し
、
団
体
に
て
加
盟
し
て
い
る
場
合
は
、

一
会 

員
あ
た
り
年
会
費
五0

0
円

と
し
、
当
該
加
盟
団
体 

は
そ
の
当
該
年
度
の
会
員
数
分
の
年
会
費
を
納
入
す 

る
。

二
、
前
項
の
会
費
に
は
「そ
う
せ
い
」
購
読
料
四
回
分 

を
含
む
も
の
と
す
る
。

第

三

条
(
賛
助
費)

一
、
賛
助
費
と
は
本
会
の
目
的
ま
た
は
活
動
に
賛
同
し 

納
入
さ
れ
た
金
員
を
い
う
。

二
、
前
項
の
賛
助
費
の
額
は
、
納
入
者
の
任
意
額
と
す
る
。
 

第

四

条
(
規
則)

一
、
こ
の
規
程
の
施
行
に
必
要
な
そ
の
他
の
事
項
は
、
 

規
則
を
も
っ
て
定
め
る
。

-

規
則
は
、
理
事
会
の
議
を
経
て
こ
れ
を
定
め
る
。 

附
則本

規
程
は
平
成
十
八
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

全
国
曹
洞
宗
青
年
会
執
行
部
の
選
考
に
関
す
る
規
程

第

一

条
(

目
的)

本
会
の
会
長
及
び
副
会
長
の
選
考
は
、
公
平
及
び
中
立

を
旨
と
し
て
、
本
会
会
則
第
三
十
七
条
第
二
項
に
基
づ 

き
、
こ
の
規
程
に
よ
っ
て
行
う
。

第

二

条
(

選
考
委
員
会)

一
、
本
会
は
、
会
長
候
補
者
及
び
副
会
長
候
補
者
の
選 

考
を
行
う
た
め
、
選
考

委
員
会
を
組
織
す
る
。

二
、
選
考
委
員
会
は
、
管
区
理
事
及
び
会
長
を
も
っ
て 

構
成
す
る
。

三
、
選
考
委
員
の
任
期
は
各
期
初
年
度
定
期
総
会
終
了 

時
よ
り
翌
年
の
定
期
総
会
ま
で
と
す
る
。
 

四
、
選
考
委
員
が
欠
け
た
場
合
は
、
当
該
管
区
か
ら
補 

欠
選
任
す
る
。
そ
の
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
と 

す
る
。

五
、
選
考
委
員
会
の
委
員
は
、
そ
の
委
員
会
に
お
い
て 

知
り
得
た
秘
密
を
保
持
す
る
権
利
を
有
し
、
義
務
を 

負
う
。

第

三

条
(

選
考
委
員
会
委
員
長
及
び
副
委
員
長) 

一
、
選
考
委
員
会
に
委
員
長
及
び
副
委
員
長
各
一
名
を 

置
く
。

-

委
員
長
及
び
副
委
員
長
は
委
員
の
互
選
に
よ
る
。
 

第

四

条
(

選
考
委
員
会
の
職
務)

-
'

選
考
委
員
会
は
次
期
会
長
候
補
者
及
び
副
会
長
候 

補
者
の
届
出
の
諸
手
続
を
定
め
る
。
 

二
、
前
項
の
諸
手
続
は
、
当
該
年
度
の
二
月
一
日
ま
で 

公
報
す
る
。

第

五

条
(

選
考
委
員
会
の
招
集) 

一
、
選
考
委
員
会
は
委
員
長
が
招
集
す
る
。 

-

選
考
委
員
会
の
会
議
は
、
委
員
三
分
の
二
以
上
出 

席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

選
考
委
員
会
の
議
事
は
出
席
委
員
の
三
分
の
二
を 

も
っ
て
決
す
る
。

第

六

条
(
委
員
の
立
候
補
及
び
推
薦
の
禁
止) 

選
考
委
員
会
の
委
員
は
、
会
長
ま
た
は
副
会
長
の
候
補 

者
若
し
く
は
そ
の
推
薦
人
と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

第

七

条
(
会
長
候
補
者
の
選
考
と
資
格) 

一
、
会
長
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
本
会
会
則 

第
八
条
に
定
め
る
正
会
員
の
中
か
ら
就
任
年
度
四
月 

一
日
に
満
三
十
九
歳
以
下
の
者
よ
り
選
考
す
る
。
 

二
、
前
項
の
者
は
、
各
管
区
曹
洞
宗
青
年
会
代
表
者
及 

び
所
属
青
年
会
代
表
者
の
推
薦
状
を
添
付
し
た
申
出 

書
を
、
選
考
委
員
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

C  

三
、
選
考
委
員
会
は
、
前
項
の
候
補
者
の
中
か
ら
次
期 

会
長
候
補
者
を
一
名
選
考
す
る
。
選
考
の
手
続
は
第 

五
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

第

八

条
(
副
会
長
候
補
者
の
選
考) 

一
、
副
会
長
候
補
者
は
会
長
候
補
者
選
出
後
に
選
考
す 

る
。

二
、
副
会
長
候
補
者
の
選
考
は
、
選
考
委
員
会
と
次
期 

会
長
候
補
者
が
協
議
の
う
え
選
出
す
る
。
 

副
会
長
候
補
者
選
考
の
手
続
は
第
五
条
に
定
め
る 

と
こ
ろ
に
よ
る
。
た
だ
し
、
次
期
会
長
候
補
者
は
議 

決
権
を
有
し
な
い
。

第

九

条
(

執
行
部
の
資
格)

執
行
部
の
構
成
員
と
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
本
会
会
則 

第
八
条
に
定
め
る
正
会
員
の
中
か
ら
就
任
年
度
四
月
一 

日
に
満
三
十
九
歳
以
下
の
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第

十

条
(
規
則)

一
、
こ
の
規
程
の
施
行
に
必
要
な
そ
の
他
の
事
項
は
、
 

規
則
を
も
っ
て
定
め
る
。

規
則
は
、
理
事
会
の
議
を
経
て
こ
れ
を
定
め
る
。

附 

則

本
規
程
は
平
成
十
八
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

全
国
曹
洞
宗
青
年
会
基
金
運
用
規
程 

第

一

条
(

目
的)

-
'

本
会
は
、
本
会
の
恒
久
運
営
の
た
め
の
財
政
的
基 

礎
の
確
立
を
目
的
と
し
て
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
基
金 

(
以

下

「基
金
」
と
い
う
。)

を
設
け
る
。

二
、
基
金
の
運
用
等
に
つ
い
て
は
、
本
規
程
に
定
め
る 

と
こ
ろ
に
よ
る
。

第

二

条
(

基
金
の
種
類)

基
金
と
は
、
寄
付
金
、
添
菜
、
賛
助
金
、
事
業
等
の
臨 

時
収
入
の
積
立
金
を
言
い
、
そ
の
種
類
は
次
の
と
お
り 

に
定
め
る
。

①

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金

②

周
年
事
業
基
金

③

そ
の
他
の
基
金

第

三

条
(
基
金
の
運
用)

一
、
基
金
の
運
用
は
理
事
会
の
審
議
を
経
て
決
定
す
る 

も
の
と
し
、
運
用
計
画
及
び
運
用
結
果
は
、
当
該
会 

計
年
度
ご
と
に
、
会
長
が
総
会
及
び
評
議
員
会
に
報 

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-

基
金
の
運
用
は
、
原
則
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

事
業
、
周
年
事
業
、
ま
た
は
本
会
の
資
産
と
な
る
も 

の
の
た
め
に
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
金
か 

ら
生
じ
た
果
実
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
経
常
費
と
す 

る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

第

四

条
(
基
金
の
取
り
崩
し)

一
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
一
般
会
計
な
い
し
他
の
特 

別
会
計
に
充
当
す
る
に
は
、
評
議
員
会
の
審
議
を
経 

て
決
定
し
、
総
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
へ 

た
だ
し
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
に
は
理
事
会
の
審
議 

を
経
て
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
基
金
の
取
り
崩
し
及
び
充
当
に
つ
い
て
は
、
会
計 

年
度
ご
と
に
会
長
が
総
会
及
び
評
議
員
会
に
報
告
し 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第

五

条
(

規
則)

一
、
こ
の
規
程
の
施
行
に
必
要
な
そ
の
他
の
事
項
は
、
 

規
則
を
も
っ
て
定
め
る
。

二
、
規
則
は
、
理
事
会
の
議
を
経
て
こ
れ
を
定
め
る
。
 

附
則本

規
程
は
平
成
十
八
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

全
国
曹
洞
宗
青
年
会
議
事
運
営
規
程

第

一

章

総

則

第

一

条
(

目
的)

こ
の
規
程
は
、
会
則
に
基
づ
き
、
総
会
、
評
議
員
会
及 

び
理
事
会
に
お
け
る
議
事
の
進
行
を
円
滑
に
す
る
こ
と 

を
目
的
と
す
る
。

第

二

章

議

長

第

二

条
(
議
長)

総
会
、
評
議
員
会
及
び
理
事
会(
以

下

「各
会
議
」
と 

い
う
。)

の
議
長
は
、
会
則
第
十
七
条
第
一
項
の
定
め 

る
者
と
す
る
。

第

三

条
(
議
長
の
職
務)

-
'

議
長
は
、
各
会
議
に
お
い
て
公
平
な
立
場
に
立
ち
、
 

そ
の
秩
序
を
保
持
し
、
議
事
を
整
理
す
る
。
 

二
、
議
長
は
、
本
規
程
に
定
め
る
ほ
か
、
議
事
の
進
行 

に
関
し
て
以
下
の
行
為
を
行
う
。

①

定
足
数
及
び
議
決
方
法
な
ど
議
事
の
進
行
な 

い
し
審
議
に
関
す
る
説
明 

一②

審
議
事
項
及
び
進
行
次
第
に
関
す
る
説
明 

③

議
事
録
作
成
人
の
指
名 

④

議
事
録
署
名
人
の
指
名

第

四

条
(
定
足
数)

一
、
評
議
員
会
又
は
理
事
会
の
開
会
時
刻
を
経
過
し
て 

も
、
な
お
会
則
に
定
め
る
定
足
数
に
達
し
な
い
と
き 

は
、
議
長
は
開
会
時
刻
の
延
期
ま
た
は
流
会
を
宣
言 

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
評
議
員
会
又
は
理
事
会
の
審
議
中
に
会
則
に
定
め 

る
定
足
数
を
欠
く
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
議
長
は 

休
憩
若
し
く
は
流
会
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

三

章

議

案

第

五

条
(
議
案)

各
会
議
に
お
け
る
議
案
、
修
正
案
又
は
動
議
の
提
出
者 

は
、
当
該
会
議
の
構
成
員
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第

六

条
(
修
正
案)

一
、
議
案
に
つ
い
て
修
正
案
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
者 

は
、
他
の
出
席
者
一
名
以
上(

但
し
、
委
任
状
に
よ 

る
出
席
を
除
く
。)

の
賛
成
を
得
て
修
正
案
を
議
長 

に
提
出
し
、
そ
の
趣
旨
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

二
、
議
案
に
つ
い
て
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
 

議
長
は
、
修
正
案
を
ま
ず
採
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

三
、
同
一
議
案
に
つ
い
て
、
数
個
の
修
正
案
が
提
出
さ 

れ
た
場
合
は
、
議
長
が
、
採
決
の
順
序
を
決
め
る
。
 

四
、
修
正
案
が
全
て
否
決
さ
れ
た
と
き
は
、
原
案
に
つ 

い
て
採
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第

七

条
(

動
議)

一
、
こ
の
規
程
に
お
い
て
「動
議
」
と
は
、
会
議
中
に 

出
席
者
か
ら
出
さ
れ
た
、
予
定
さ
れ
た
議
案
又
は
修 

正
案
以
外
の
議
題
を
い
う
。

二
、
動
議
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
他
の
出
席
者 

の
三
名
以
上(

但
し
、
委
任
状
に
よ
る
出
席
を
除
く
。) 

の
賛
成
を
得
て
動
議
を
議
長
に
提
出
し
、
そ
の
趣
旨 

を
説
明
し
な
け
れ
ざ
な
ら
な
い
。

動
議
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
議
長
が
、
議
案
な 

い
し
修
正
案
と
の
採
決
の
順
序
を
決
め
る
。
 

第

八

条
(

議
案
等
の
説
明) 

各
会
議
に
お
け
る
議
案
、
修
正
案
及
び
動
議
の
提
出
者 

は
、
当
該
会
議
の
出
席
者
に
対
し
、
提
案
の
趣
旨
を
記 

載
し
た
書
面
を
配
布
し
て
同
趣
旨
を
説
明
し
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。

第

四

章

議

事

の

進

行

第

九

条
(
進
行
次
第
の
変
更
等)

議
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
又
は
動
議
が
提
出
さ
れ
た 

と
き
は
、
議
長
は
、
当
該
会
議
の
議
決
を
経
て
進
行
次 

第
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

十

条
(
会
議
時
間
の
延
長
等)

一
、
議
長
は
、
会
議
の
予
定
時
間
内
に
進
行
次
第
に
お 

け
る
全
て
の
議
案
の
審
議
が
終
了
し
な
か
っ
た
場
合 

は
、
当
該
会
議
の
議
決
を
経
て
、
会
議
時
間
を
延
長 

し
又
は
後
日
に
延
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

二
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
会
議
を
後
日
に
延
期
し
た 

と
き
は
、
審
議
が
終
了
し
な
か
っ
た
議
案
を
最
優
先 

し
て
審
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第

五

章

採

決

第

十

三

条(
総
会
に
お
け
る
採
決) 

総
会
に
お
け
る
採
決
に
つ
い
て
は
、
会
則
第
十
八
条
ニ 

項
に
定
め
る
議
決
権
の
行
使
を
以
下
の
と
お
り
定
め
る
。
 

-
'

正
会
員
は
、
代
理
人
を
も
っ
て
、
そ
の
議
決
権
を 

行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
前
項
の
場
合
、
代
理
人
は
、
そ
の
所
属
青
年
会
の 

正
会
員
に
限
り
、
そ
の
代
理
権
を
証
す
る
書
面
を
本 

会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

三
、
前
項
の
代
理
人
は
、
所
属
青
年
会
の
正
会
員
に
限 

り
、
ま
た
一
名
で
二
十
名
を
超
え
る
正
会
員
を
代
理 

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

四
、
第
二
項
の
代
理
権
を
証
す
る
書
面
は
、
そ
の
所
属 

青
年
会
の
会
長
の
認
証
を
受
け
た
も
の
で
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。

五
、
第
二
項
の
代
理
権
を
証
す
る
書
面
の
記
載
内
容
に 

つ
い
て
は
、
別
途
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

第

十

四

条(
採
決
方
法)

一
、
議
長
は
、
採
決
の
際
に
、
採
決
を
行
う
旨
及
び
採 

決
方
法
を
告
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

二
、
前
項
の
採
決
方
法
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
ら
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
採
決
方
法
の
選
択
は
議
長
の
裁
量
に
よ
る
。
 

①

挙
手

②

起
立

③

記
名
投
票

④

無
記
名
投
票

第

六

章

議

事

録

第

十

五

条(

議
事
録
の
作
成)

-
'

各
会
議
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
議
長
か
ら
指
名 

さ
れ
た
議
事
録
作
成
人
に
よ
っ
て
議
事
録
を
作
成
し
、
 

議
長
及
び
当
該
会
議
の
出
席
者
一
名
以
上
が
、
こ
れ 

に
署
名
押
印
し
て
本
会
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

ニ
、
議
事
録
は
、
議
事
に
つ
い
て
忠
実
に
記
載
さ
れ
な 

け
れ
ば
な
ら
笈
い
。

議
事
録
は
、
作
成
後
そ
の
記
載
内
容
を
変
更
す
る 

こ
と
は
で
き
な
い
。
但
し
、
誤
字
脱
字
の
加
除
訂
正 

に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

四
、
正
会
員
は
、
い
つ
で
も
各
会
議
の
議
事
録
を
閲
覧 

し' 

謄
写
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
則本

規
程
は
平
成
十
八
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

全
国
曹
洞
宗
青
年
会
委
員
会
通
則
に
関
す
る
規
程

第

一

条
(

目
的)

こ
の
規
程
は
、
本
会
会
則
第
四
十
二
条
に
基
づ
き
、
本 

会
に
お
け
る
各
種
委
員
会
の
運
営
の
通
則
を
定
め
る
も 

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
各
種
委
員
会
の
規
則
に
お
い
て
、
 

別
段
の
定
め
を
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
 

第

二

条
(
名
称
、
目
的
等
の
定
め) 

委
員
会
の
名
称
、
目
的
、
組
織
、
職
務
及
び
定
数
は
、
 

理
事
会
の
議
を
経
て
評
議
員
会
で
こ
れ
を
定
め
る
。
 

第

三

条
(

組
織) 

• 

一
、
委
員
会
は
、
委
員
長
一
名
の
ほ
か
、
委
員
若
干
名 

を
も
つ
て
構
成
す
る
。

二
、
委
員
長
は
、
理
事
会
が
指
名
し
、
評
議
員
会
の
議 

を
経
て
選
任
す
る
。

委
員
は
、
正
会
員
の
中
か
ら
委
員
長
が
推
薦
し
、
 

理
事
会
の
承
認
を
得
て
、

会
長
が
任
命
す
る
。

四
、
各
委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
 

副
委
員
長
若
干
名
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

副
委
員
長
は
、
委
員
が
互
選
す
る
。
 

五
、
委
員
の
任
期
は
一
期
二
年
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
 

再
任
を
妨
げ
な
い
。

第

四

条
(
招
集)

委
員
会
は
委
員
長
が
招
集
す
る
。
た
だ
し
、
委
員
長
が 

選
任
さ
れ
る
ま
で
は
会
長
が
招
集
す
る
。
 

第

五

条
(

職
務)

-
'

委
員
長
は
、
委
員
会
を
主
宰
す
る
。
 

二
、
副
委
員
長
は
、
委
員
長
を
補
佐
し
、
委
員
長
が
欠 

け
た
と
き
又
は
委
員
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
、
委
員 

長
の
職
務
を
行
う
。

三
、
副
委
員
長
が
委
員
長
の
職
務
を
行
う
順
位
は
、
副 

委
員
長
の
協
議
に
よ
る
。

第

六

条
(

議
決)

委
員
会
の
議
事
は
、
出
席
し
た
委
員
の
過
半
数
で
決
し
、
 

可
否
同
数
の
と
き
は
委
員
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

第

七

条
(

議
事
録)

委
員
会
の
議
事
に
つ
い
て
は
議
事
録
を
作
り
、
出
席
し 

た
委
員
長
及
び
委
員
一
名
が
署
名
押
印
し
て
、
本
会
に 

保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

第

八

条
(

資
料
の
保
管)

-
'

本
会
に
お
け
る
各
種
委
員
会
活
動
を
通
じ
て
作 

成
し
、
そ
の
所
有
権
が
本
会
に
帰
属
す
る
布
教
資
料 

に
つ
い
て
は
、
そ
の
保
存
及
び
管
理
は
本
会
が
行
い
、
 

こ
れ
を
各
種
委
員
会
及
び
事
務
局
に
委
託
す
る
こ
と 

が
で
き
る
。

二
、
前
項
の
布
教
資
料
に
お
け
る
個
人
情
報
に
関
し
て 

は
、
各
種
委
員
会
及
び
事
務
局
が
そ
の
責
任
に
お
い 

て
適
切
に
管
理
す
る
。

附
則本

規
程
は
平
成
十
八
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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情報局全曹青

委
員
会
紹
介

I 
T

委

員

会

金
書IW

癡Q
ム
ペM
部

『般
着
』
廨
、 

新
レ
く
、
便
利
な
な
ゆ
ま
レ
堤

こ
こ
十
年
の
間
に
パ
ソ
コ
ン
は
め
ざ
ま
し 

い
普
及
と
進
歩
を
と
げ
ま
し
た
。

い
ま
や 

会
社
だ
け
で
な
く
各
家
庭
で
も
気
軽
に
使
う 

こ
と
が
で
き
る
時
代
で
す
。
イ
ン
タ
—
ネ
ッ 

ト
も
パ
ソ
コ
ン
の
普
及
と
同
時
に
発
達
し
、
 

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ(

以
下H
P
)

を
介
し
て
全 

世
界
の
情
報
を
手
軽
に
知
る
こ
と
が
出
来
る 

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

I
T
委
員
会
の
主
な
活
動
は
、
全
曹
青
や 

各
曹
青
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
情
報
を
、
 

イ
ン
タ
—
ネ
ッ
ト
や
携
帯
な
ど
を
通
じ
て
一 

般

社

会•

会
員
な
ど
多
く
の
人
に
発
信
し
て 

い
く
こ
と
で
す
。

さ
て
今
回
は
新
し
く
な
っ
た
全
曹
青H
P
 

「般
若
」

に
つ
い
て
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

私
た
ち
は
イ
ン
タ
—
ネ
ッ
ト
の
技
術
が
発 

達
し
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
一
年
間
の
検
討. 

研
究
の
結
果
、
最
新
技
術
を
組
み
込
ん
だH
 

P

「般
若
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
五
月
か
ら 

運
用
を
開
始
し
て
い
る
の
で
お
気
づ
き
の
方 

も
い
ら
つ
し
や
る
と
思
い
ま
す
。
 

1

、
携
帯
電
話
版H
P

「般
若
」
 

大
き
な
特
徴
は
、
携
帯
電
話
か
ら
の
ア
ク 

セ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。 

同
じ
情
報
を
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ 

(

以
下P
C
)

と
携
帯
で
確
認
で
き
る
わ
け 

で
す
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
こ
こ
数
年
災
害
が
多
発 

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
随
時
携
帯
可
能
な 

携
帯
電
話
に
よ
っ
て
、
災
害
時
に
発
信
し
た 

情
報
を
、
よ
り
素
早
く
確
認
で
き
る
利
点
に 

着
目
し
ま
し
た
。

2

、
加
盟
曹
青
会
と
の
連
携

ま
た
日
常
的
に
使
え
る
よ
う
、

「お
知
ら 

せ
」
や

「年
間
行
事
告
報(

六
曜
表
示※
1)

」
 

等
も
設
け
て
あ
り
ま
す
。(
PC
携
帯
共
用) 

こ
れ
は
全
曹
青
の
み
な
ら
ず
、
各
曹
青
会

攀f平載13年農*鋼宗北蕃道青年会西建大会開催
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作成いたしま1
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わたる北奪道の管区大会 
孝氏の記念講演が行われです，総会i 

キす.

TOP

全・病について

そうせい-耿

燮律情報

書少年敕化委i1会から

ポランティア

法式蒙i1会から

ダウンロード

リンク

弱い含わせ

衆侶尊門コーナー

著作権について

大会報鬻予售 

财5委貫强から

お為らせI 

行事予定i

HANNYA : PERFECT WISDOM

の
担
当
者
か
ら
直
接
、
情
報
の
登
録
が
で
き 

る
よ
う
作
っ
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ 

う
に
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
各 

曹
青
会
主
催
の
行
事
を
即
座
に
知
る
こ
と
が 

で
き
ま
す
。

— T
委
員
会
と
し
て
は
、
連
絡
協
議
会
と 

し
て
の
全
曹
青
の
性
格
を
具
体
的
に
反
映
し 

た
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
 

3

、R
S
S

の
導
入

簡
単
に
説
明
し
ま
す
と
更
新
状
況
が
分
か 

る
新
技
術
で
す
。

従
来
は
、
新
し
い
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い 

る
か
否
か
はH
P

を
開
か
な
け
れ
ば
分
か
り 

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
のR
S
S

は
更
新
が

12

«H返藕管区大会 琴学野集い「体験、幾野古道誉 

GJ1
昨年n月i日，近後管区に: 
「体験.健野古道を歩春」ぼ 
で掲栽致します。
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あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
の
で
、

ア 

ク
セ
ス
す
る
機
会
を
少
な
く
し
て
く
れ
ま 

す
。利

用
の
仕
方
は
、H
P
左

下

「RS
S
配 

信
に
つ
い
て
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
下
さ
い
。
 

広

報

誌

「そ
う
せ
い
」I
T
知
恵
ぶ
く
ろ
で 

も
掲
載
予
定
で
す
。

4

、
デ1

タ
の
再
編
集

坐
禅
情
報
や
各
地
の
大
会
報
告
、
過
去
の 

全
曹
青
の
活
動
等
を
項
目
毎
に
分
類
し
ま
し 

た
。

「宗
侶
専
用
コ
ー
ナ
ー
」

は
登
録
会
員 

の
み
の
提
供
と
な
り
ま
す
が
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ 

に

は

広

報

誌

「そ
う
せ
い
」
を
創
刊
号
か
ら 

収
録
す
る
な
ど
多
彩
な
情
報
が
満
載
で
す
。



局 幸 
w

青 曹 全

5

、
そ
の
他
の
機
能

そ
の
他
、
同
一
ア
ド
レ
ス
か
らP
C
 •
携 

帯
へ
の
自
動
振
り
分
け
機
能
の
搭
載
、S
S
 

L
 (
暗
号
化)

に
よ
る
各
送
信
フ
ォ
—
ム
の
セ 

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
向
上
、
宗
侶
専
用
コ
ー
ナ
ー 

がP
C
携
帯
共
用
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
多 

数
の
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
紙
面
で
は 

紹
介
し
切
れ
ま
せ
ん
の
で
、
利
用
し
な
が
ら 

発
見
を
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
 

な
お
携
帯
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
に
際
し
て 

は
、U
R
L

を
打
ち
込
む
手
間
を
省
く
た
め
、
 

H
P
上
か
ら
携
帯
に
送
信
す
る
機
能
を
追
加 

し
て
い
ま
す
。H
P
左
下
「携
帯
へ
の
通
知
」
 

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
下
さ
い
。

ま
たQ
R

コ
ー
ド
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で 

そ
ち
ら
か
ら
の
登
録
も
可
能
で
す
。
 

主
な
特
徴
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し 

た
が
、

こ
れ
だ
け
の
機
能
を
追
加
す
る
に
当 

た
つ
て
は
委
員
さ
ん
の
協
力
あ
っ
て
こ
そ
。
 

普
段
の
活
動
に
加
え
、
サ
ー
バ
ー
の
選
定• 

移
転
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
更
新
、
 

談
話
室
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
選
定
、
ペ
ー
ジ 

の
作
成
等
、
新
し
くH
P

を
立
ち
上
げ
る
数 

倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
し
た
。
紙
面
を 

借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

イ
ラ
ス
ト
募
集

Q
R

コ|

ド 

バ
ー
コ
ー
ド
が
進 

化
し
た
も
の
。U
 

R
L

の
他
、
住
所 

な
ど
の
登
録
も
可

本
年
度
、
寺

報

等

で

使

え

る

「イ
ラ
ス
ト 

集
」
を

「般
若
」

で
公
開
す
る
予
定
で
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
皆
さ
ま
か
ら
の
イ
ラ
ス 

ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。H
P
利
用
者
に
自 

由
に
使
っ
て
い
た
だ
い
て
よ
い
も
の
を
提
供 

し
て
く
だ
さ
い
。

【送
り
先
】

デ

ー

タ

の

場

合_f
@
s
o
u
s
e
.
g

こp

 
(

サ
イ 

ズ
は5
o
o

kb
以
下
に
願
い
ま
す) 

手
書
き
の
場
合

山
口
県
周
南
市
福
川
中
市
町
六
—
二
十
七 

真
福
寺
内I
T
委
員
長
宛 

(

〒
七
四
六
—
〇
〇
六
二) 

注
一
著
作
権
上
他
か
ら
の
転
用
は
ご
遠
慮
下 

さ
い
。
詳
し
く
はH
P

を
ご
覧
下
さ
い
。 

※

ー
ー
六
曜
に
つ
い
て
は
人
権
上
の
配
慮
が 

必
要
で
す
。
詳
し
く
はH
P

の

「著
作
権
等
」
 

を
ご
覧
下
さ
い
。

各

委

員
 

コ

メ

ン

ト

委
員
長

大

野

泰

生
 

(
山
口
県
曹
洞
宗

青
年
会)

多
く
の
人
に
仏
教
に
触
れ
て
欲
し
い
。
そ 

れ
が
— T
と
の
出
会
い
で
す
。
歴
代
仏
祖 

の
法
を
広
め
て
行
く
た
め
、
宗
侶
の
み
な 

さ
ん
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

副
委
員
長 

高

垣

晶

敬
 

(

北
海
道
第
一 

宗
務
所
青
年
会)

—T
委
員
会
の
役
目
は
会
員
の
皆
さ
ま
が

正
し
く
積
極
的
に
活
用
し
て
初
め
て
完
成 

い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、H
P

を
有
効
に 

利
用
し
て
く
だ
さ
い
、
そ
れ
が
我
々
の
喜

び
で
す/

桑

原

正

寿

(

静
岡

第
三
同
志
会)

皆
さ
ま
が
活
用
し
や
す
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を 

委
員
会
で
思
案
し
、
御
意
見
を
少
し
で
も 

多
く
取
り
入
れ
、
よ
り

使

い

や

す

い

「般 

若
」
に
す
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

福

岡

一

哉
 

(

曹
洞
宗
山
梨
県

青
年
会)

本
年
も
僧
侶
活
動
に
役
立
つ
一 T
利
用
に 

つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま 

す
。
提
供
し
ま
し
た
情
報
が
少
し
で
も
皆

さ
ま
の
お
役
に
立
て
ば
幸
い
で
す
。

吉

澤

光

雲
 

(

曹
洞
宗
長
野
県 

第
一
青
年
会)

浅
学
非
才
で
あ
り
ま
す
が
、
今
期
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

T
沢

宏

哉
 

(

秋
田
県
曹
洞
宗 

青
年
会)

見
る
サ
イ
ト
か
ら
参
加
す
る
サ
イ
ト
へ
、
 

何
時
何
処
で
も
気
軽
に
全
国
の
仲
間
と
最 

新
情
報
の
共
有
へ
。

「般
若
」
が
そ
ん
な
身 

近
な
存
在
に
な
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

高

木

一

晃
 

(

四
国
地
区 

曹
洞
宗
青
年
会)

I
T

を
通
じ
て
曹
青
活
動
を
全
世
界
に
発 

信
し
て
理
解
を
深
め
、
人
と
人
と
を
つ
な 

ぐI
T

づ
く
り
に
努
め
た
い
と
思
い
ま 

す
。
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青少年教化委員会レポート

精
神
医
療
の
現
場
か
ら(
最
終
国) 

僧
侶
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワI
ク

全
曹
青
青
少
年
教
化
委
員
会
委
員
秋
吉 

龍

成

最
終
回
の
今
回
は
、
総
括
と
し
て
人
権
と 

福
祉
に
つ
い
て
の
私
見
を
書
き
た
い
と
思
い 

ま
す
。
精
神
保
健
福
祉
領
域
で
は
、
不
当
に 

強
制
入
院
が
行
な
わ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る 

こ
と
な
ど
か
ら
人
権
問
題
に
関
し
て
は
非
常 

に
敏
感
で
す
。
宗
門
に
お
い
て
人
権
は
、
環 

境
•

平
和
と
並
ん
で
実
践
活
動
の
ス
ロ
ー
ガ 

ン
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
が
こ
こ
で
取 

り
上
げ
た
い
人
権
問
題
と
は
、
生
存
権
や
社 

会
権
を
脅
か
す
よ
う
な
人
権
侵
害
問
題
で
は 

な
く
、
誰
も
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
考
え
る
こ 

と
が
で
き
る
福
祉
的
な
視
点
か
ら
の
人
権
問 

題
で
す
。

人
は
誰
で
も
自
由
に
考
え
、
発
言
し
行
動 

す
る
と
い
う
権
利
を
も
っ
て
い
る
は
ず
で 

す
。
私
た
ち
の
多
く
は
そ
の
こ
と
を
至
極
当 

然
の
よ
う
に
考
え
、
ま
た
特
別
意
識
す
る
こ 

と
も
な
く
そ
の
権
利
を
行
使
し
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
健
康
面
な
ど
の
理
由
で
そ
の
権
利
に 

制
限
が
加
え
ら
れ
る
人
が
存
在
し
ま
す
。
し 

か
も
こ
の
制
限
は
、
当
事
者
が
生
活
す
る
環 

境
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。

一
例 

を
出
し
て
み
ま
し
よ
う
。
あ
る
地
方
に
住
む 

あ
る
人
は
移
動
手
段
と
し
て
車
椅
子
を
用
い 

て
い
ま
す
が
、
最
寄
り
の
無
人
駅
は
ホ
ー
ム 

へ
行
く
た
め
に
跨
線
橋
の
階
段
を
使
わ
な
け 

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
人
が
列
車
に
乗
る
た
め

に
は
誰
か
の
手
を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

と
い
う
環
境
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
 

別
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
、
同
じ
よ
う
に
車 

椅
子
が
必
要
な
あ
る
人
は
、
最
寄
り
駅
を
利 

用
す
る
際
に
改
札
や
ホ
ー
ム
へ
は
エ
レ
ベ
ー 

夕
—
で
行
け
る
と
い
う
環
境
に
お
か
れ
て
い 

ま
す
。
両
者
と
も
車
椅
子
と
い
う 

条
件
は
変
わ
ら
な
い
の
で
す
が
、
 

お
か
れ
て
い
る
環
境
が
違
う
こ 

と

に
よ
っ
て
、

前
者
の
場
合
は 

「自
分
の
意
の
ま
ま
に
、
自
分
の 

行
き
た
い
場
所
に
行
く
」
と
い
う 

権
利
が
行
使
で
き
な
い
の
で
す
。
 

通
勤
の
た
め
の
列
車
利
用
で
あ 

れ
ば
、

働
く
権
利
ま
で
も
が
危 

う
く
な
つ
て
い
る
と
い
え
る
で 

し
よ
う
。

私
た
ち
の
周
り
に
も 

「お
寺
に
行
き
た
い
け
れ
ど
、
膝 

が
悪
い
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
参 

詣
を
控
え
て
い
る
方
が
い
ら
つ 

し
や
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う 

か
。
境
内
で
あ
れ
ば
、
段
差
に
ス 

ロ
ー
プ
や
手
す
り
を
設
置
す
る 

こ
と
や
本
堂
に
椅
子
を
用
意
す 

る
こ
と
で
、
参
詣
へ
の
気
兼
ね
を 

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も 

し
れ
ま
せ
ん
。
寺
院
に
至
る
ま
で

の
道
の
り
で
あ
れ
ば
、
公
共 

の
施
設
で
あ
る
寺
院
ま
で
の 

通
行
上
の
障
害
が
取
り
除
か 

れ
安
全
が
確
保
で
き
る
よ
う 

行
政
に
働
き
か
け
る
と
い
う 

よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

こ
こ
ま
で
に
書
き
ま
し
た
こ
と
は
福
祉
の 

視
点
そ
の
も
の
な
の
で
す
。
福
祉
と
は
、
多 

く
の
人
び
と
が
満
足
で
き
る
生
活
を
送
れ
る 

よ
う
に
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
あ
り
、
当 

た
り
前
の
よ
う
に
行
使
で
き
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
基
本
的
人
権
を
誰
も
が
行
使
で
き
る
よ 

う
に
す
る
た
め
の
方
便
な
の
で
す
。
精
神
科

医
療
の
現
場
に
は
、
幻
覚
や
妄
想
と
い
う
精 

神
症
状
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
寛
解
し
て
い 

な
が
ら
も
症
状
が
出
て
い
た
頃
に
周
囲
か 

ら
自
分
に
向
け
ら
れ
て
い
た
冷
た
い
視
線
に 

脅
え
て
い
る
が
た
め
に
、
自
分
の
考
え
や
行 

動
に
自
信
が
持
て
な
く
な
り
人
前
に
出
る
こ 

と
を
極
度
に
恐
れ
て
い
る
方
が
大
勢
い
ら
っ 

し
や
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
人
に
対
し
て 

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
社
会
に
適
応
で 

き
る
よ
う
な
言
動
の
訓
練
指
導
を
行
な
う
こ 

と
の
ほ
か
、
本
人
と
一
緒
に
街
中
に
出
て
そ 

の
成
果
に
自
信
を
つ
け
て
も
ら
う
な
ど
し 

て
、
そ
の
人
が
自
分
の
意
志
を
自
分
で
実
行 

で
き
る
よ
う
福
祉
面
か
ら
の
援
助
を
行
な
い 

ま
す
。

福
祉
や
人
権
問
題
に
取
り
組
む
と
い
う
こ 

と
は
大
き
な
課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
専
門 

家
に
し
か
で
き
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い 

の
で
す
。
私
た
ち
宗
門
の
人
間
に
と
っ
て
、
 

自
分
の
身
の
周
り
に
い
る
、
行
使
で
き
て
当 

然
の
権
利
を
行
使
で
き
て
い
な
い
人
に
対 

し
て
心
を
向
け
る
こ
と
は
、
決
し
て
困
難
な 

こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
に
存
在 

す
る
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
問
題
に
気
づ
き
不 

利
益
を
被
る
人
を
減
ら
そ
う
と
努
め
る
こ
と 

は
、
そ
の
地
域
に
居
な
が
ら
宗
教
に
携
わ
る 

私
た
ち
に
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
で 

は
な
い
で
し
よ
う
か
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
五
回
に
わ
た
る
私 

の
コ
ラ
ム
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ 

ま
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
自
身
、
こ 

の
機
会
に
文
章
に
い
た
し
ま
し
た
こ
と
と
実 

践
が
か
け
離
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

こ
れ 

か
ら
も
怠
る
こ
と
な
く
精
進
し
て
参
り
た
い 

と
思
い
ま
す
。
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〜
自
身
の
虚
し
さ
が
行
動
の
原
点
〜

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
西
福
寺
前
住
職 

社
会
福
祉
法
人
る
ん
び
に
苑
理
事
長

藤

大

慶

師

今

回

の

「ぴ
一
ぷ
る
」
は
、
お
寺
で
悩
み
事
相
談
を
開
設
し
、
地
域
が
抱
え
る
諸
問
題 

に
応
え
な
が
ら
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
低
下
を
憂
い
、
そ
の
結
果
苦
悩
す
る
青
少
年 

た
ち
の
立
ち
直
り
を
支
援
し
て
い
る
藤
大
慶
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
自
分
探
し
を
通
じ
、
 

次
第
に
他
人
の
苦
悩
を
放
っ
て
お
け
な
く
な
っ
た
と
い
う
藤
さ
ん
の
人
生
観•

僧
侶
観
に 

つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

——
念
願
の
児
童
福
祉
施
設
を
開
設
さ
れ
た
と 

お
聞
き
し
ま
し
た
が
。

【藤
】
 

三
年
前
に
京
都
の
綾
部
に
情
緒
障
害 

児
短
期
治
療
施
設
る
ん
び
に
学
園
を
オ
—
プ 

ン
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
は
理
事 

長
と
い
う
形
で
や
つ
て
お
り
ま
す
。
 

※

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
と
は
？ 

保
護
者
等
に
よ
る
虐
待
や
学
校
で
の
人
間 

関
係
等
が
原
因
と
な
っ
て
、
感
情
面
か
ら 

生
活
に
支
障
を
き
た
し
社
会
生
活
が
困
難 

に
な
つ
て
い
る
軽
度
の
情
緒
障
害
児
が
入 

所
、
ま
た
は
保
護
者
の
も
と
か
ら
通
い
、
 

心
理
療
法
及
び
生
活
指
導
等
を
受
け
、
情 

緒
障
害
を
治
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設 

で
す
。

本
当
は
こ
う
い
う
形
で
は
な
く
て
、
誰
で 

も
自
由
に
来
ら
れ
る
よ
う
な
居
場
所
を
目
指 

し
て
い
た
ん
で
す
け
ど
ね
。
子
ど
も
た
ち
を 

お
世
話
す
る
職
員
を
確
保
し
な
き
や
な
ら
な 

ん
と
な
る
と
、
人
件
費
が
掛
か
る
の
で
、
仕 

方
が
な
い
も
の
で
す
か
ら
社
会
福
祉
法
人 

と
い
う
形
で
法
に
定
め
ら
れ
た
施
設
に
シ
フ 

ト
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本
望
で
は
な
か
つ 

た
の
で
す
が
、
行
政
の
力
を
借
り
る
こ
と
に 

な
っ
た
の
で
す(

笑
二 

本
当
は
も
っ
と
ア
バ 

ウ

ト

で

「誰
で
も
お
い
で
よ
」
と
い
う
よ
う 

な
も
の
を
考
え
て
い
た
ん
で
す
け
ど
。
 

——
自
坊
で
は
ど
う
い
っ
た
活
動
さ
れ
て
い
ま 

す
か
。

【藤
】

三
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
持
つ
た
お
母 

さ
ん
を
支
え
る
子
育
て
広
場
と
い
う
の
を
、

るんびに学園の外観

大
阪
府
の
補
助
金
を
も
ら
い
な
が
ら
や
つ 

て
お
り
ま
す
。

二
十
年
ほ
ど
前
に
開
校
し
た 

お
寺
の
日
曜
学
校
に
来
て
い
た
子
ど
も
の
お 

母
さ
ん
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
お
世
話
し
て 

い
ま
す
。
例
え
ば
引
っ
越
し
て
き
た
若
い
世 

代
の
方
が
た
は
、
隣
近
所
と
の
付
き
合
い
が 

希
薄
で
す
ね
。
そ
う
い
う
お
母
さ
ん
が
初
め 

て
子
ど
も
を
産
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、
ご
主
人 

は
会
社
に
行
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
昼 

間
は
独
り
ぼ
つ
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で 

す
。
そ
う
す
る
と
、
不
安
で
不
安
で
た
ま
ら 

な
い
。
そ
れ
が
育
児
ス
ト
レ
ス
と
な
り
、
虐 

待
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
の
で
、
孤
独
な 

お
母
さ
ん
た
ち
を
対
象
に
、
お
寺
へ
遊
び
に 

お
い
で
よ
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
開
所
し
ま 

し
た
。
そ
こ
で
は
子
育
て
経
験
の
あ
る
少
し

先
輩
の
人
た
ち
が
、

「
そ
れ
は
こ
う
し
た
ら 

い
い
の
よ
」
と
か
、
「子
ど
も
を
預
か
る
か
ら
、
 

あ
な
た
は
の
ん
び
り
し
な
さ
い
よ
」
と
相
談 

に
の
る
わ
け
で
す
。

——
時
代
の
要
請
に
ぴ
っ
た
り
は
ま
っ
た
子
育 

て
支
援
事
業
だ
と
思
い
ま
す
。
運
営
形
態
に 

つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

【藤
】

お
寺
の
目
の
前
に
小
さ
な
借
家
を
一 

軒
借
り
て
や
つ
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
が 

三
、
四
人
い
て
、N
P
O
法
人
で
や
っ
て
い 

ま
す
。

二
十
一
年
前
か
ら
始
め
た
中
高
生
育 

成

の

た

め

の

集

団

「る
ん
び
に
太
鼓
」
がN
 

P
O

を
取
つ
て
い
て
、
そ
こ
が
運
営
し
て
お 

り
ま
す
。
開
所
日
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま 

で
で
、
月
に
一
回
は
お
寺
の
本
堂
で
い
ろ
ん 

な
先
生
た
ち
に
来
て
も
ら
っ
て
、
お
話
を
聞 

く
会
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
お
母
さ
ん
た 

ち
と
一
緒
に
き
た
子
ど
も
た
ち
は
、

ス
タ
ッ 

フ
が
見
て
お
る
ん
で
す
。
本
当
は
お
寺
で
や 

れ
た
ら
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
狭
い
お
寺
で 

す
し
、
警
戒
す
る
人
も
い
ま
し
て
こ
の
よ
う 

な
形
に
な
り
ま
し
た
。

——
青
少
幼
年
を
対
象
と
し
た
活
動
が
主
で
す 

ね
。
そ
の
活
力
が
ど
の
よ
う
に
醸
成
さ
れ
て 

い
っ
た
の
か
、
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
。 

【藤
】

私
が
生
ま
れ
た
の
は
昭
和
十
七
年 

で
、
物
心
つ
い
た
の
が
終
戦
後
な
ん
で
す 

よ
。
食
べ
る
も
の
も
な
い
中
で
、
兄
や
姉
た 

ち
は
そ
れ
が
非
常
に
つ
ら
か
っ
た
よ
う
で
す 

け
ど
、
私
は
最
初
か
ら
何
も
な
い
わ
け
で
す 

か
ら
、
そ
ん
な
に
つ
ら
い
こ
と
で
も
な
か
つ 

た
。

こ
れ
は
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
と
思
い 

ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
生
ま
れ
た
の
は
寺
で
す
け 

れ
ど
も
、
五
男
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
最
初
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か
ら
お
寺
の
跡
を
継
ぐ
必
要
は
な
か
っ
た
の 

で
私
は
無
限
の
可
能
性
の
中
か
ら
一
つ
を
選 

べ
る
と
い
う
自
由
が
あ
り
ま
し
た
。
小•

中• 

高
校
で
は
、
成
績
も
そ
こ
そ
こ
で
挫
折
を
経 

験
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
後
は
、
高
校
で
模 

擬
試
験
代
わ
り
に
受
け
た
防
衛
大
学
に
受 

か
っ
て
し
ま
い
入
学
し
ま
し
た
。
本
当
は
お 

医
者
さ
ん
に
な
り
た
く
て
、
医
学
部
を
受
け 

た
ん
で
す
け
ど
、
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

何
か
命
を
賭
け
て
や
れ
る
よ
う
な
も
の
と
い 

う
か
、
そ
ん
な
も
の
を
ず
っ
と
探
し
求
め
て 

い
た
ん
だ
ろ
う
と
、
思
い
ま
す
。

——
防
衛
大
学
で
の
生
活
は
い
か
が
で
し
た
か
。
 

【藤
】
 

毎
日
が
、
新
鮮
な
こ
と
ば
っ
か
り
で 

し
た
。
戦
車
だ
と
か
、
い
ろ
ん
な
も
の
に
乗 

せ
て
も
ら
い
ま
し
て
、
落
下
傘
訓
練
だ
と
か
、
 

目
隠
し
し
て
銃
を
組
み
立
て
た
り
し
ま
し 

た
。
で
も
、
考
え
て
み
た
ら
、
射
撃
練
習
の

的
は
大
の
形
を
し
て
い
る
わ
け
で
、
国
を
守 

る
っ
て
こ
と
は
、
人
の
命
を
そ
こ
な
う
事
に 

も
な
る
の
だ
と
気
づ
き
、
そ
れ
が
シ
ョ
ッ
ク 

で
防
衛
大
学
は
中
退
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
 

龍
谷
大
に
行
っ
て
一
か
ら
仏
教
を
勉
強
し
直 

そ
う
と
考
え
ま
し
た
。

——
仏
教
を
学
ん
で
何
か
発
見
は
あ
り
ま
し
た 

か
。

【藤
】
 

仏
教
を
勉
強
し
て
理
屈
が
わ
か
っ
て 

く
る
と
、
頭
の
中
だ
け
で
わ
か
っ
た
よ
う
な 

錯
覚
に
陥
り
、

周
り
に
か
み
つ
い
て
ば
か 

り
い
る
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
先
輩
た
ち
は 

何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
じ
や
な
い
か
と
。
す 

る
と
自
分
の
周
り
か
ら
人
が
離
れ
て
い
く
。
 

な
ん
で
だ
ろ
う
と
悩
み
ま
し
た
。
自
分
に
は 

仏
法
が
か
え
っ
て
邪
魔
を
し
て
い
る
の
で
は 

な
い
か
と
思
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
そ
こ
で 

行
き
詰
ま
り
、
卒
業
論
文
も
う
ま
い
具
合
に 

進
ま
ず
、
結
局
薬
を
飲
ん
で
自
殺
未
遂
を
や 

る
わ
け
で
す
。
何
か
そ
の
こ
ろ
、

ニ
ヒ
リ
ズ 

ム
に
陥
つ
て
い
る
と
言
い
ま
し
よ
う
か
、
虚 

し
さ
と
言
い
ま
し
よ
う
か
。
生
き
る
意
味
な 

ん
て
ど
こ
に
も
見
い
だ
せ
な
い
と
感
じ
て
い 

ま
し
た
。

一
生
懸
命
に
探
し
回
っ
た
ん
だ
け 

れ
ど
も
、
ど
こ
に
も
な
い
じ
や
な
い
か
と
そ 

ん
な
気
が
し
て
い
ま
し
た
。
薬
を
飲
ん
で
三 

日
目
に
発
見
さ
れ
て
、
結
局
死
ね
ず
、
そ
の 

後
故
郷
へ
戻
っ
て
、

一
年
間
本
堂
の
裏
の
小 

部
屋
に
閉
じ
こ
も
り
ま
し
た
。
そ
し
て
じ
つ 

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
生
き
る
気
力
も
な
い 

し
、
そ
う
か
と
い
っ
て
、

こ
れ
し
た
い
と
い 

う
の
が
何
も
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
ぼ
う
つ 

と
座
っ
た
ま
ま
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い 

く
う
ち
に
、
親
鸞
の
如
来
に
任
せ
る
と
い
う 

他
力
の
表
現
で
し
よ
う
か
、

「任
せ
る
」
と

い
う
意
味
の
言
葉
を
何
と
な
く
考
え
て
、
「任 

せ
る
」

っ
て
い
う
ん
だ
け
ど
、
具
体
的
に
何 

を
ど
う
任
せ
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
と
考
え
ま 

し
た
。

計
ら
い
を
捨
て
る
と
か
、
言
葉
で
は
い
ろ 

い
ろ
言
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
何
を
計
ら
つ 

て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
。
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て 

い
く
う
ち
に
、
あ
あ
、
そ
う
だ
。
死
ぬ
と
き 

は
死
ね
ば
い
い
。
生
き
る
か
死
ぬ
か
、

こ
つ 

ち
が
ば
た
ば
た
す
る
こ
と
は
な
い
ん
だ
と
。
 

な
る
よ
う
に
な
る
と
。
何
か
サ
ア
つ
と
光
が 

差
し
込
ん
で
き
て
、
た
ぶ
ん
悟
り
の
よ
う
な 

体
験
を
し
た
ん
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
ん 

な
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

——
挫
折
を
経
て
の
新
し
い
一
歩
で
す
ね
。
 

【藤
】
 

え
え
。
何
を
見
て
も
楽
し
く
つ
て
半 

年
ほ
ど
ル
ン
ル
ン
の
毎
日
を
送
り
ま
し
た
。
 

そ
ん
な
と
き
に
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
相
談
を 

受
け
ま
し
た
。
後
輩
の
女
の
子
が
、
小
学
校 

の
六
年
生
か
ら
担
任
の
先
生
に
犯
さ
れ
続
け 

て
い
る
と
言
う
ん
で
す
。
そ
れ
で
、

「も
う 

私
は
他
の
大
と
は
結
婚
で
き
な
い
」
と
悩
ん 

で
い
た
の
で
す
。
こ
の
話
を
聞
い
た
と
た
ん
、
 

今
ま
で
の
ル
ン
ル
ン
が
吹
き
飛
ん
で
、
頭
に 

血
が
上
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
夜
、
加 

害
者
の
担
任
の
と
こ
ろ
に
押
し
掛
け
て
、
「て 

め
え
」
な
ん
て
言
っ
て
脅
し
上
げ
て
や
り
ま 

し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
大
と
か
か
わ
り
始
め 

た
き
っ
か
け
な
ん
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
大
の 

こ
と
を
一
片
も
考
え
て
い
な
い
。
自
分
の
こ 

と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。
自
分 

が
ど
う
生
き
る
か
ば
っ
か
り
探
し
求
め
て
い 

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
、
 

現
実
に
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
る
じ
ゃ
な
い 

か
と
思
っ
た
と
き
に
、
と
て
も
放
っ
て
お
け

な
く
な
っ
た
の
で
す
。

——

慈
悲
の
発
動
と
で
も
い
う
の
で
し
ょ
う 

か
。
利
他
に
目
ざ
め
た
瞬
間
で
す
ね
。
 

【藤
】

一
年
間
で
す
が
、
ラ
ジ
オ
大
阪
で
悩 

み
事
相
談
の
デ
ィ
ス
ク
ジ
ョ
ッ
キ
ー
を
し
て 

い
た
と
き
に
は
、
本
当
に
い
ろ
ん
な
悩
み
事 

が
持
ち
込
ま
れ
、
世
の
中
に
は
悩
ん
で
い
る 

人
が
大
勢
い
る
こ
と
を
改
め
て
知
り
ま
し 

た
。
そ
の
後
、
茨
木
の
お
寺
に
入
寺
し
た
の 

で
す
が
、
最
初
は
誰
も
お
寺
に
来
な
い
も
の 

だ
か
ら
、
誰
も
来
な
い
と
な
れ
ば
、
こ
っ
ち
か 

ら
動
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
 

き
っ
と
こ
の
周
り
に
も
、
夜
で
も
眠
ら
れ
な 

い
大
た
ち
が
い
っ
ぱ
い
い
る
に
違
い
な
い
と 

思
い
、
電
話
帳
に
広
告
を
だ
し
て
、
悩
み
事
相 

談
を
始
め
た
の
で
す
。
悩
み
事
が
あ
っ
た
ら 

ご
相
談
く
だ
さ
い
と
、
た
っ
た
そ
れ
だ
け
の 

こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
結
構
い
ろ
ん
な
悩
み 

が
よ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

仏教精神に基づき子どもたちの育成に力を注ぐ
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——
ど
の
よ
う
な
相
談
が
多
い
の
で
し
よ
う
。 

【藤
】

子
ど
も
が
家
の
中
で
バ
ッ
ト
を
振
り 

回
し
て
い
て
、
い
つ
殺
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な 

い
と
い
う
よ
う
な
家
庭
内
暴
力
の
相
談
と 

か
、

子
ど
も
に
関
す
る
相
談
が
八
割
ほ
ど 

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

——
相
談
に
対
す
る
フ
オ
ロ
ー
な
ど
は
ど
う
し 

ま
し
た
か
。

【藤
】

そ
の
子
ど
も
に
会
い
に
行
く
ん
だ
け 

れ
ど
も
、
な
か
な
か
会
え
な
い
こ
と
も
し
ば 

し
ば
あ
り
ま
し
た
。
や
っ
と
お
寺
に
来
る
よ 

う
に
な
っ
て
、
お
寺
に
い
る
と
き
は
い
い
ん 

だ
け
ど
も
、
そ
の
子
が
家
に
戻
れ
ば
、
結
局 

変
わ
ら
な
い
ん
で
す
。
両
親
が
喧
嘩
ば
か
り 

し
て
、
お
父
さ
ん
は
外
に
女
作
っ
て
、
お
母 

さ
ん
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
。
被 

害
者
は
子
ど
も
の
ほ
う
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
、
今
の
環
境
か
ら
子
ど
も
を
引
き
離 

し
て
、
別
の
場
所
で
子
ど
も
が
立
ち
直
っ
て 

い
く
よ
う
な
方
法
が
な
い
も
の
か
と
考
え
始 

め
た
の
で
す
。
そ
れ
が
現
在
の
和
太
鼓
の
グ 

ル

ー

プ
(

る
ん
び
に
太
鼓)

だ
っ
た
り
、
情師 慶 大 藤

緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設(

る
ん
び
に
学
園) 

に
な
り
ま
す
。

——
若
い
僧
侶
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り 

ま
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。
 

【藤
】

私
は
僧
侶
な
の
に
お
釈
迦
さ
ん
が 

お
つ
し
や
っ
た
か
ら
正
し
い
ん
だ
と
か
、
親 

鸞
が
言
っ
た
か
ら
正
し
い
と
か
、
な
か
な
か 

そ
う
い
う
ふ
う
に
思
え
な
い
の
で
す
。
 

逆
に
今
、
お
釈
迦
さ
ん
が
い
た
ら
、
道
元 

禅
師
が
い
た
ら
、
親
鸞
聖
人
が
い
た
ら
、
 

何
を
お
つ
し
や
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
す
。 

お
釈
迦
さ
ん
が
い
た
時
代
、
祖
師
方
が
い
た 

鎌
倉
時
代
に
な
か
つ
た
よ
う
な
問
題
が
今
起 

こ
っ
て
き
て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
の
真
っ
た
だ 

中
で
生
き
て
い
る
の
は
私
た
ち
な
わ
け
で
す 

か
ら
そ
こ
を
考
え
ま
す
。

こ
ん
な
言
い
方
が
い
い
の
か
ど
う
か
分
か 

り
ま
せ
ん
け
ど
も
、
お
釈
迦
さ
ん
や
道
元
禅 

師
の
お
つ
し
や
っ
て
き
た
こ
と
を
飲
み
込
ん 

で
と
言
い
ま
し
よ
う
か
、
現
代
の
問
題
に
ど 

う
取
り
組
む
か
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
 

——

現
代
の
問
題
に
即
し
た
形
で
、
仏
教
を
ど 

う
伝
え
て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。
 

【藤
】
 

こ
ち
ら
の
伝
え
た
い
こ
と
を
聞
か
せ 

る
と
い
う
発
想
じ
や
な
く
て
、
逆
に
こ
っ
ち 

が
、
相
手
の
気
持
ち
を
わ
か
ろ
う
と
す
る
こ 

と
だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
は
わ
か
る
わ
け
が 

な
い
ん
で
す
。
だ
け
ど
、
わ
か
ら
な
い
ん
だ 

け
れ
ど
も
、
心
の
苦
し
み
を
わ
か
ろ
う
と
し 

て
聞
い
て
い
た
ら
、
い
ろ
ん
な
も
の
が
出
て 

く
る
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
。
そ
う
し
た 

ら
相
手
は
、
何
か
わ
か
っ
て
も
ら
っ
た
よ
う 

な
気
が
し
て
、
救
わ
れ
て
い
く
よ
う
な
気
が 

す
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
お
釈
迦
さ
ん
の 

お
説
法
の
話
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。
あ

る
け
れ
ど
も
、
本
当
は
お
説
法
の
前
に
、
い
つ 

ぱ
い
聞
い
て
い
ら
っ
し
や
っ
た
ん
じ
や
な
い 

か
と
い
う
気
が
す
る
ん
で
す
。

そ
う
、
そ
う
。
若
い
僧
侶
の
方
に
は
、
お

寺
で
悩
み
事
相
談
を
や
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
 

こ
れ
は
本
当
に
相
談
が
い
っ
ぱ
い
来
ま
す
。
 

そ
こ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
活
動
の
ア
イ
デ
ィ 

ア
、
今
後
の
ヒ
ン
ト
が
出
て
く
る
ん
じ
や
な 

い
で
し
よ
う
か
。
自
分
の
こ
と
だ
け
を
考
え

る
と
行
き
詰
ま
り
ま
す
、
他
人
の
こ
と
を
考

え
る
よ
う
に
な
る
と
、
失

敗
(

マ
イ
ナ
ス) 

も
プ
ラ
ス
に
転
じ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
が
菩

薩
行
な
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

社会福祉法人るんびに苑とは

厚生労働省の指定治療施設として、情緒障害児が家庭生活及び学 

校生活に積極的に戻れるよう「心のケア」「生活のケア」を医療 

面から心理治療を施す「るんびに学園」を開園しております。

NP0法人るんびに太鼓とは

青少年の健全育成を目指しています。“青少年の蘇りの場”づく 

りのために、和太鼓を通じて子育て支援を行っております。

URL http://www.runbini.org/

い
ん
た1
み
つ
し
ょ
ん 

我
が
刀
折
れ
矢
尽
き
て
はr

め
て
見
性 

す
る
と
い
う
が
、
藤
師
も
、
若
い
頃
の
い 

わ

ゆ

る

「自
我
の
危
機
」
を
経
て
、

「
お
任 

せ
体
験
」

が
あ
っ
た
と
い
う
。
自
力
と
言 

お
う
が
他
力
と
言
お
う
が
、
表
現
型
が
違 

•
う
だ
け
で
、
葛
藤
を
経
な
け
れ
ば
ブ
レ
イ 

ク
•

ス
ル
— I

な
い
と
い
う
構
造
は
同,
 

な
の
だ
ろ
う
。

藤
師
は
、
ご
自
身
の
活
動
の
根
本
を 

コ
ー 

ヒ
リ
ズ
ム
」
 

だ
と
お
っI

や
っ
て
い
た
。
 

I

かI
、

そ
れ
は
妄
念
か
ら
生I

た
ニ
ヒ 

リ
ズ
ム
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

お 

任

せI

てI

ま
え
ば
、

阿
弥
陀
如
来
が
、
 

為
す
べ
き
こ
と
を
為
さI

め
て
下
さ
る
に 

違
い
な
い
。

「枯
木
竜
吟
」

こ
う
ル 
ビ
を
振
る
と
ピ
ツ 

タ
リ
く
る
か
。
師
の
穏
や
か
な
面
差I

や 

語
り
口
は
、
慈
愛
に
満
ち
て
い
て
、
決I
 

て
ア
ナ
ー
キ
ー
で
も
パ
ン
ク
で
も
な
い
。
 

人
生
を
究
極
的
に
意
味
づ
け
る
も
の
は
、
 

人
知
に
よ
っ
て
は
測
り
難
い
。

四
句
分
別 

は
皆
是
妄
想
。

猫
も
杓
子
も
み
な
釈
子
。

ど
う
せ
お
い 

ら
は
不
肖
な
釈
子
。

で
も
三
千
年
の
そ
の 

立
日
、

ル
ン
ビ
ニ
の
無
憂
の
樹
の
オ
レ
ン
ジ 

の
花
の
下
の
放
光
は
、

褪
せ
る
こ
と
な
き 

ス

ピ

リ

チ

ュ

ア

ル•

ユ
ニ
テ
ィ
ー
。
蓮
の

う
て
な
で
ウ
ロ
ウ
ロ
と
彷
徨
い
続
け
て 

い 

た
こ
と
に
気
づ
い
た
日
に
は
必
ず
や
、
窮

子
の
面
目
現
れ
ん
。
 

放
下
。
放
下
。

(
貴)
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2Si
そ

う

せ

い

イ
ン
フ

史

因

区

大

同
事
行
を
と
お
し
て
次
の
世
代
を
考
え
る

四

国
地

区

曹

洞

宗

青

年

会(

四
国
曹
青) 

が
主
催
す
る
四
国
曹
青
管
区
大
会
が
四
月 

二
十
七
日(
木)

、
愛
媛
県
松
山
市
の
道
後
グ 

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
四
国 

管
区
内
の
宗
侶
、
寺
族
、
青
年
会
員
な
ど
約 

五
十
名
が
参
集
し
ま
し
た
。

近
年
、
地
球
規
模
で
繰
り
返
し
起
こ
っ
て 

い
る
大
自
然
の
災
害
、
国
内
で
各
地
を
襲
つ

〇

オ
メ 1

シ
ョ
ン

〇

18

そ
の
他
、
環
境
破
壊
、
差
別
、
青
少
年
犯
罪
、
 

自
殺
者
の
増
加
等
現
代
社
会
に
は
さ
ま
ざ
ま 

な
問
題
が
蔓
延
し
て
い
ま
す
。
宗
門
で
信
仰 

生
活
の
実
践
と
定
め
て
い
る
「同
事
行
」
の 

視
点
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
問
題
を
考
察
す
る 

た
め
、

『
同
事
行
を
と
お
し
て
次
の
世
代
を 

考
え
る
』
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
管
区
大
会
を
開 

催
し
ま
し
た
。

主催者挨拶四国曹青会長•舛田豊範師

基調講演 九州曹青会長•小島宗彦師

豪
雨•

大
雪
等
の
災
害
、

開
会
に
先
立
ち
、
四
国
曹
青
の
舛
田
豊
範 

会
長
を
導
師
に
仏
祖
諷
経
が
厳
修
さ
れ
ま
し 

た
。
引
き
続
き
、
会
長
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
、
 

そ
し
て
、
四
国
管
区
長
宇
野
尚
英
老
師
な
ら 

び
に
全
国
曹
洞
宗
青
年
〈一
天
云
長
宮
寺
守
正
師 

よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
九
州
曹
洞
宗
青
年
会
会
長
小
島 

宗

彦

師

よ

り

「被
災
者
の
声
」
と
題
し
て
ご 

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
阪
神•

淡
路
大 

震
災
に
は
じ
め
て
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参 

加
し
た
小
島
師
は
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
、
 

九
州
地
方
を
襲
つ
た
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
際 

し
救
済
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。
平
成
十
六 

年
の
佐
賀
県
突
風
災
害
、
平
成
十
七
年
九
月 

の
台
風
十
四
号
な
ど
で
す
。
師
は
、
救
済 

活
動
を
行
う
中
で
被
災
者
と
接
し
て
感
じ
た 

彼
ら
の
苦
悩
を
私
た
ち
に
語
つ
て
く
れ
ま
し 

た
。
そ
れ
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
報
道
で
伝 

え
き
れ
な
い
被
災
者
の
生
の
声
で
す
。
参
加 

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

次
に
平
成
十
六
年
の
台
風
二
十
一
号
に
て 

被
災
さ
れ
た
慶
正
寺
御
住
職
長
岡
一
路
老 

師
、
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
小
島
宗
彦
師
、
 

泰
平
寺
寺
族
星
野
節
子
氏
、
松
山
市
仏
教
会 

事

務

局

長(

黄
東
宗
安
城
寺
御
住
職)

片
井 

祥
雲
禅
師 
(
*
)

、

四
国
曹
青
舛
田
会
長
を 

パ
ネ
ラ
ー
に
迎
え
討
論
会
を
開
催
し
ま
し 

た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
—
の
伊
藤
和
大
副
会 

長
が
、
パ
ネ
ラ
ー
の
紹
介
を
し
た
後
、
大
会

討論会では活発な意見が交わされた

テ

ー

マ
で

あ
る
『同
事
行
を
と
お
し
て
次
の 

世
代
を
考
え
る
』
に
つ
い
て
各
パ
ネ
ラ
ー
よ 

り
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各

パ

ネ

ラ

ー

よ

り

「寺
院
は
そ
の
特
性
を 

利
用
し
て
、
避
難
所
と
し
て
の
活
用
が
で
き 

る
」
、
「場
所
と
し
て
の
提
供
だ
け
で
は
な
く
、
 

僧

侶

自

身

が

『心
の
避
難
所
』
を
担
う
必
要 

が
あ
る
」
、

「い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災 

害
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
寺
院
を
コ
ミ
ュ 

ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
確
立
し
、
地
域
の
人
び 

と
と
普
段
か
ら
の
交
流
を
も
つ
こ
と
が
必
要 

で
あ
る
」
、

「寺
院
は
葬
儀
と
法
事
だ
け
で
は 

な
く
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
集
え
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る
よ
う
な
公
民
館
的
な
場
所
に
す
る
必
要
が 

あ
る
」
、

「大
の
苦
し
さ
や
悲
し
さ
を
共
感
す 

る
た
め
に
は
、
僧
侶
自
身
が
そ
れ
を
受
け
入 

れ
る
力
が
必
要
に
な
る
。
先
ず
自
分
を
磨
く 

こ
と
が
、
同
事
行
の
出
発
点
で
あ
る
」
な
ど 

と
活
発
な
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。 

本
土 

一
真
副
会
長
が
閉
会
挨
拶
を
行
い
、
 

大
会
日
程
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

懇
親
会
の
席
で
、
宗
議
会
議
員
の
佐
伯
逸 

雄

老

師

よ

り

「宗
門
が
信
仰
生
活
の
実
践
と 

定

め

て

い

る

『
同
事
行
』
に
つ
い
て
、
青
年 

会
が
取
り
上
げ
て
、
研
究
し
て
く
れ
る
に
と 

は
と
て
も
あ
り
が
た
い
」
と
お
褒
め
の
ご
挨 

拶
を
い
た
だ
く
な
ど
た
い
へ
ん
好
評
で
、
有 

意
義
な
大
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

四

国

曹

青

事

務

局

長

高

木

一

晃 

(
*
)
 

黄
窠
宗
で
は
、
老
師
は
認
可
を
受
け 

た
僧
侶
の
み
が
使
え
る
敬
称
で
あ
る
た
め
、
 

一
般
的
に
住
職
に
は
禅
師
の
敬
称
を
使
う
。熱心に耳を傾ける会場

I

北
海
道
管
区
大1

去
る
五
月
二

十
五
日(

木)

二
一
十
六
日 

(

金)

、

函
館
国
際
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
第 

二
十
三
回
曹
洞
宗
北
海
道
青
年
会
函
館
大
会 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
函
館
に
お
い
て
管
区 

大
会
が
開
か
れ
る
の
は
十
五
年
ぶ
り
の
こ
と 

で
、
地
元
教
区
で
は
準
備
委
員
会
、
実
行
委 

員
会
を
結
成
し
、

一
年
半
以
上
に
わ
た
っ
て 

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
北
海
道
中
よ
り 

百
二
十
名
以
上
の
会
員
が
函
館
に
集
結
し
ま 

し
た
。
地
域
が
広
い
と
い
う
北
海
道
の
特
性 

上
、
函
館
ま
で
二
日
か
け
て
き
て
い
た
だ
い 

た
会
員
の
方
も
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
北 

海
道
管
区
長
、
北
海
道
第
一
宗
務
所
長
、
地

元
教
区
長
の
各
老
師
を
含
む
来
賓
の
方
が 

た
、
ま
た
全
曹
青
よ
り
宮
寺
会
長
、
門

脇• 

大
坂
両
副
会
長
に
も
御
出
席
い
た
だ
き
、
開 

会
記
念
式
典
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

記
念
式
典
終
了
後
の
総
会
に
引
き
続
い
て 

は
、

「
死
そ
し
て
生
を
考
え
る
研
究
会
」
代 

表
の
田
代
俊
孝
氏
に
よ
る
記
念
講
演
が
「ひ 

と
、
ほ
と
け
、
い
の
ち
〜
科
学
の
む
こ
う
に 

あ
る
も
の
〜
」
と
題
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

田
代
氏
は
浄
土
真
宗
の
僧
侶
で
あ
る
と
同
時 

に
同
朋
大
学
の
教
授
で
も
あ
り
、

「ビ
ハ
ー 

ラ
運
動
」(

仏
教
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
夕
— 

ミ
ナ
ル
ケ
ア)

の
第
一
大
者
で
す
。
ど
の
よ 

う
に
生
き
、
ど
の
よ
う
に
死
を
迎
え
る
か
と

い
う
問
題
は
我
々
と
も
無
縁
で
は
な
く
、
参 ビハーラ運動の第一人者、田代俊孝氏による記念講演

加
者
の
関
心
が
高
か
っ
た
た
め
か
、
講
演
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
反
動
で
、
 

予
定
時
間
を
オ
—
バ
ー
し
て
事
務
局
が
冷
や 

冷
や
す
る
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。 

記
念
撮
影
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親 

会
で
は
函
館
名
物
の
巴
太
鼓
な
ど
も
披
露
さ 

れ
、
会
員
は
大
い
に
交
流
を
深
め
て
い
た
よ 

う
で
す
。
遠
く
て
普
段
な
か
な
か
会
え
な
い 

仲
間
が
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
、
旧
交
を
懐
か 

し
ん
で
い
る
場
面
も
そ
こ
か
し
こ
で
見
ら
れ

ま
し
た
。

こ
う
し
て
今
回
の
函
館
大
会
は
成
功
裡
に 

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
関
係
各
位
の
御
協
力
に 

対
し
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員 

は
最
後
に
全
員
で
万
歳
三
唱
し
、
次
回
大
会 

開
催
地
、
十
勝
地
方
で
の
再
会
を
誓
っ
て
い 

ま
し
た
。

事

務

局

永

井

正

人

合

掌
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蓮

池

隆

広

現

在

一

般

に

「東
南
ア
ジ
ア
」
の
語
で
括 

ら
れ
る
地
域
は
、
し
ば
し
ば
大
陸
部
と
島
嶼 

部
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
宗
教
を
見
て
い
く 

う
え
で
も
こ
の
分
類
は
有
用
で
す
。
大
陸
部 

に
分
類
さ
れ
る
国
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
タ
イ
、
 

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
す 

が
、

こ
れ
ら
地
域
で
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
中 

国
経
由
の
大
乗
仏
教
を
主
に
信
仰
し
て
い 

る
ほ
か
は
、
上
座
仏
教
国
と
し
て
知
ら
れ
て 

い
ま
す
。
島
嶼
部
に
目
を
移
す
と
、
世
界
最 

大
の
ム
ス
リ
ム
人
口
を
抱
え
る
イ
ン
ド
ネ
シ 

ア
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
国
教
と
す
る
マ
レ
ー
シ 

ア
、
ブ
ル
ネ
イ
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
国
が
広
が
つ 

て
い
ま
す
。

一
方
で
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ア
ジ 

ア
随
一
の
キ
リ
ス
ト
教
国
で
す
し
、
イ
ン
ド 

ネ
シ
ア
か
ら
の
分
離
独
立
を
果
た
し
た
ば
か 

り
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
も
キ
リ
ス
ト
教
が
中
心 

で
す
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
多
数
を
占
め 

る
華
人
系
の
人
び
と
の
あ
い
だ
で
中
国
系
宗 

教
が
行
わ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、

マ
レ
ー
系 

を
中
心
と
し
た
ム
ス
リ
ム
、
イ
ン
ド
系
の
ヒ 

ン
ド
ウ
ー
教
徒
も
見
ら
れ
ま
す
。
 

歴
史
的
に
見
る
と
、

四
〜
五
世
紀
頃
か 

ら
、
大
陸
部
、
島
嶼
部
と
も
に
、
広
い
地
域

で
イ
ン
ド
文
明
が
受
容
さ
れ
、
ヒ
ン
ド
ウ
ー 

教
や
大
乗
仏
教
を
奉
じ
る
王
国
が
成
立
し
ま 

す
。
有
名
な
ボ
ロ
ブ
ド
ウ
ー
ル
や
ア
ン
コ
ー 

ル
ワ
ッ
ト
な
ど
の
寺
院
の
建
設
も
こ
う
し
た 

な
か
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
十
一
〜 

十
四
世
紀
頃
に
、
大
陸
部
に
ス
リ
ラ
ン
カ
か 

ら
上
座
仏
教
が
伝
わ
り
、
島
嶼
部
で
は
、
 

十
三
〜
十
五
世
紀
頃
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
が
漸 

進
的
に
受
容
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
フ
イ
リ 

ピ
ン
は
、
南
部
を
除
い
て
イ
ン
ド
の
影
響
も

イ
ス
ラ
ー
ム
の
影
響
も
受
け
ぬ 

ま
ま
、
十
六
世
紀
か
ら
三
百
年 

以
上
に
わ
た
る
ス
ペ
イ
ン
の
植 

民
地
支
配
の
も
と
で
カ
ト
リ
ッ 

ク
へ
の
改
宗
が
進
ん
で
い
き
ま 

す
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
長
期
に 

わ
た
っ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民 

地
支
配
を
受
け
、
カ
ト
リ
ッ
ク 

が
広
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
他
の

東
南
ア
ジ
ア
地
域
も
、
英
領
ビ
ル
マ
、
英
領 

マ
ラ
ヤ
、
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
、
蘭
領
東
イ
ン 

ド
と
、
タ
イ
を
除
い
て
西
欧
列
強
の
植
民
地 

と
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、

こ
れ
ら
地
域
で
の 

キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
は
一
部
に
留
ま
り
ま 

し
た
。

さ
て
、

こ
う
し
た
マ
ク
ロ
な
宗
教
地
図
か 

ら
、

も
う
少
し
そ
の
具
体
相
へ
と
視
線
を 

移
動
し
て
い
く
と
、
宗
教
文
化
の
重
層
性
が 

顕
著
に
表
れ
て
き
ま
す
。
東
南
ア
ジ
ア
地
域 

は
、
き
わ
め
て
多
数
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
を 

擁
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
根
差
し 

た
信
仰
や
儀
礼
の
体
系
を
か
た
ち
づ
く
っ
て 

き
ま
し
た
。
比
較
的
小
規
模
な
社
会
で
の
生 

活
を
続
け
て
き
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
に
は
、
 

近
年
ま
で
土
着
の
精
霊
信
仰
な
ど
が
濃
厚
に 

存
在
し
て
い
ま
す
し
、
早
く
か
ら
外
来
の
文 

明
や
世
界
宗
教
に
接
し
て
、
そ
れ
ら
を
土
着 

の
基
層
信
仰
と
融
合
さ
せ
な
が
ら
取
り
入
れ 

て
い
っ
た
地
域
も
あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な 

レ
ベ
ル
で
の
シ
ン
ク
レ
テ
イ
ズ
ム
こ
そ
が
東 

南
ア
ジ
ア
の
宗
教
文
化
を
特
徴
づ
け
て
い
る 

と
も
言
え
る
で
し
よ
う
。

以
下
で
は
、
特
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
中
心 

に
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
世
界
で
最 

大
の
群
島
国
家
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
 

オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
だ
っ
た
地
域
が
独
立
し 

て
成
立
し
た
国
で
す
が
、

二
百
と
も
三
百
と 

も
言
わ
れ
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
か
ら
成
り
、
 

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
言
語
や
文
化
や
社
会
構
造 

を
持
っ
て
い
ま
す
。
現
在
総
人
口
二
億
人
を 

超
え
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
住
民
の
九
割
近
く 

は
ム
ス
リ
ム
で
す
が
、

こ
う
し
た
文
化
的
多 

様
性
を
反
映
し
た
シ
ン
ク
レ
テ
イ
ズ
ム
に
つ 

い
て
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
 

人
類
学
者
ク
リ
フ
ォ
—
ド
・
ギ
ア
ー
ツ
が
、
 

ジ
ャ
ワ
人
の
宗
教
の
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ッ
ク
な 

様
相
を
、

ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
な
ア
バ
ン
ガ
ン
、
 

敬
虔
な
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
サ
ン
ト
リ
、
ヒ
ン 

ド
ウ
ー
的
要
素
の
強
い
プ
リ
ヤ
イ
の
三
類
型 

で
既
述
し
た
の
は
有
名
で
す
が
、
基
層
に
あ 

る
精
霊
信
仰
の
う
え
に
、
ヒ
ン
ド
ウ
ー
教
や 

仏
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
キ
リ
ス
ト
教
と
外
来 

宗
教
が
重
層
的
に
受
容•

混
淆
さ
れ
て
い
つ 

た
こ
と
は
ジ
ャ
ワ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
諸
地
域 

の
宗
教
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
た
び
に
繰
り
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返
さ
れ
て
き
た
、
い
わ
ば
常
識
と
も
な
っ
て 

い
ま
す
。
ジ
ャ
ワ
を
例
に
と
る
と
、

ス
ラ
マ 

タ
ン
と
い
う
供
食
儀
礼
や
ド
ウ
ク
ン
と
呼
ば 

れ
る
呪
医
の
存
在
と
い
っ
た
精
霊
信
仰
的• 

呪
術
的
世
界
も
あ
れ
ば
、
影
絵
芝
居
ワ
ヤ
ン 

で
は
古
代
イ
ン
ド
の
叙
事
詩
「
マ
ハk
バ
ー 

ラ
タ
」
の
世
界
が
演
じ
ら
れ
る
な
ど
、
芸
能 

や
文
化
の
な
か
に
イ
ン
ド
文
化
の
影
響
は
い 

ま
だ
に
色
濃
く
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
 

ワ
ヤ
ン
で
描
か
れ
る
世
界
は
イ
ン
ド
そ
の
ま 

ま
で
は
な
く
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
含
む
さ
ま
ざ 

ま
な
要
素
が
混
淆
し
な
が
ら
ジ
ャ
ワ
化
し
た 

も
の
で
あ
り
、
ジ
ャ
ワ
の
世
界
観
や
価
値
観 

の
表
現
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
。 

し
か
し
、
-

方
で
、
シ
ン
ク
レ
テ
イ
ズ
ム 

を
強
調
し
す
ぎ
る
こ
と
に
は
注
意
も
必
要 

で
す
。

通

常

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

で

「
宗

教
」
 

(
a
g
a
m
a
)

と
言
っ
た
と
き
に
指
す
の
は
、
 

イ
ス
ラ
ー
厶
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、

カ
ト 

リ
ッ
ク
、
ヒ
ン
ド
ウ
ー
教
、
仏
教
と
い
っ
た 

公
認
宗
教
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
う
し
た
文
脈 

で
は
、
民
間
信
仰
や
王
宮
的
伝
統
と
い
っ
た 

も
の
は
、
あ
く
ま
で
地
域
文
化
や
慣
習
で 

あ
っ
て
、
宗
教
と
は
別
物
で
あ
る
と
考
え
ら 

れ
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
イ
ス 

ラ
ー
ム
の
実
践
の
さ
れ
方
は
中
東
に
お
い
て 

も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
中
東
か
ら
地
理
的
に 

隔
た
り
の
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ 

ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
み
を
、
特
に
混
淆
的
だ 

と
か
寛
容
だ
と
か
の
言
葉
で-

か
ら
げ
に
特 

徴
づ
け
る
の
は
ど
う
か
と
い
う
の
も
あ
り
ま 

す
。
実
際
、
ジ
ヤ
ワ
に
せ
よ
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
せ
よ
、
東
南
ア
ジ
ア
に
せ
よ
、
視
点
を 

置
く
場
所
や
着
目
の
対
象
に
よ
っ
て
、
土
着 

的
な
も
の
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
的
な
も
の 

ま
で
、
多
様
な
イ
ス
ラ
ー
ム
の
あ
り
方
が
見 

え
て
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
現
在
進
行 

形
で
変
化
し
続
け
て
い
る
も
の
で
も
あ
り
ま 

す
。
社
会
の
変
化
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
、
 

い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
、
人
や 

情
報
や
言
葉
の
移
動•

伝
達
の
回
路
や
速
度 

も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
 

「イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
厶
」

「東
南
ア 

ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
」
と
い
っ
た
括
り
で
そ 

の
特
徴
を
述
べ
る
と
い
う
の
は
ま
す
ま
す
難 

し
く
な
つ
て
い
ま
す
。

東
南
ア
ジ
ア
世
界
は
、
国
に
よ
つ
て
、
仏 

教
、
イ
ス
ラ
ー
厶
、
キ
リ
ス
ト
教
と
多
数 

派
の
宗
教
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
日
本
社 

会
と
比
べ
、

一
般
に
宗
教
と
い
う
も
の
が
社 

会
的
政
治
的
に
持
つ
て
い
る
意
味
は
強
い
と 

言
え
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
宗
教
の
問
題
は
セ 

ン
シ
テ
イ
ブ
で
も
あ
り
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ 

ア
の
国
章
は
、
ヒ
ン
ド
ウ
ー
の
聖
鳥
ガ
ル
ー 

ダ
を
か
た
ど
っ
た
も
の
で
、
そ
こ
に
は
建
国 

五

原

則
(

パ
ン
チ
ャ
シ
ラ)

が
各
々
シ
ン
ボ 

ル
で
表
さ
れ
、
古
い
ジ
ャ
ワ
文
学
か
ら
と
ら 

れ

た

「多
様
性
の
中
の
統-

」
と
い
う
言
葉 

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
民
の
大
半
が
ム
ス 

リ
ム
で
あ
り
な
が
ら
、
建
国
以
来
イ
ス
ラ
ー 

ム
を
国
教
化
す
る
こ
と
な
し
に
国
民
統
合
を 

図
つ
て
き
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ら
し
く
、
文
化 

的

多

様

性•

重
層
性
を
示
唆
す
る
よ
う
な
シ 

ン
ボ
ル
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
近
年
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
政
治
的
に
も
社
会
的 

に
も
イ
ス
ラ
ー
ム
の
伸
長
が
見
ら
れ
ま
す 

し
、
宗
教
が
絡
ん
だ
紛
争
や
暴
力
も
起
こ
っ 

て
い
ま
す
。
も
し
我
々
が
そ
う
し
た
動
向
に 

注
目
し
、
理
解
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ 

れ
ぞ
れ
異
な
る
事
象
を
「イ
ス
ラ
ー
ム
」
の 

語
で
括
っ
て
単
純
化
す
る
こ
と
な
く
、
個
 々

の
背
景
や
文
脈
を
丁
寧
に
見
て
い
く
必
要
が 

あ
り
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
限
ら
ず
、
東 

南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
多
様
な
宗
教
の
あ
り 

方
、
そ
し
て
そ
の
共
存
と
相
克
に
注
意
を
向 

け
る
こ
と
は
、
我
々
に
と
っ
て
も
重
要
な
示 

唆
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
よ
う
。
た
だ
、
 

そ
の
た
め
に
は
我
々
の
視
線
に
も
繊
細
さ
が 

求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

〇
蓮

池

隆

広
(

は

す

い

け

た

か

ひ

ろ) 

-

九
六
九
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程 

単
位
取
得
退
学(

宗
教
学)

。
現
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

の
宗
教
を
研
究
。
二0
〇
〇
年
〜
二
〇
〇
二
年
に 

ジ
ャ
カ
ル
タ
に
滞
在
。
財
団
法
人
国
際
宗
教
研
究
所 

研
究
員
。
武
蔵
野
美
術
大
学
非
常
勤
講
師
。

寺院用仏具•仏壇•製造販売 はう Aう
曹洞宗梅花流法具販売指定店ノ :

上放支

6 4 4
5 5 0
6 6 6
7 2 1
8 11

0(0258)33- 5 
0(025)280-1 
0(049)227- 7 
0(027)324-3 
0(026)222-3

〒940-0825新潟県長岡市高畑町617番地 
〒950-0941新潟市女池2丁目2-11 
〒350-0036川越市小仙波2丁目20-1 
〒370-0046群馬県高崎市江木町1179-2 
〒380-0911長野市稲葉1980-1

本店•工場 
新潟店 

JII越店 
高崎営業所 
長野営業所
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出
 

能

 

チ

ベ

ッ

ト

仏

教

に

お

け

る

空

と

そ

の

修

習

法 

ま

ん

だ

ら
(5) 
文
殊
師
利
大
乗
仏
教
会
野
村
正
次
郎

•

諸
宗
兼
学
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教 

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
を
中
心 

と
し
、

モ
ン
ゴ
ル
、

ロ
シ
ア
の
一
部
に
ま 

で
普
及
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
異
な 

る
三
つ
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
る
。
ま
ず
僧 

侶
の
生
活
や
行
動
の
面
に
つ
い
て
は
小
乗
仏 

教
の
伝
統
を
採
用
し
、
厳
密
な
戒
律
主
義
を 

と
っ
て
い
る
。
思
想
面
に
つ
い
て
は
大
乗
仏 

教
の
後
期
中
観
思
想
の
伝
統
を
採
用
し
、
仏 

教
論
理
学
を
重
視
し
、
極
め
て
論
理
的
な
教 

義
体
系
を
築
い
て
い
る
。
ま
た
日
常
的
な
儀 

礼
や
観
想
法
な
ど
実
践
的
な
側
面
に
つ
い
て 

は
、
無
上
瑜
伽
タ
ン
ト
ラ
を
中
心
と
し
た
密 

教
の
伝
統
を
継
承
し
、
日
常
的
に
曼
荼
羅
の 

諸
尊
を
信
仰
し
た
り
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
祈 

祷
な
ど
が
儀
軌
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
 

こ
う
し
た
諸
宗
兼
学
の
姿
勢
は
、
チ
ベ
ツ 

ト
の
僧
院
が
形
成
さ
れ
た
過
程
で
、
イ
ン
ド 

の
大
僧
院
を
模
倣
し
た
こ
と
に
由
来
し
て
い 

る
。
イ
ン
ド
の
大
僧
院
が
諸
宗
兼
学
で
あ
っ 

た
こ
と
は
は
、
三
蔵
法
師
玄
奘
の
報
告
に
も 

明
ら
か
で
あ
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
は
そ
の 

黎
明
期
よ
り
ヴ
イ
ク
ラ
マ
シ
ー
ラ
、
ナ
ー
ラ 

ン
ダ
ー
と
い
っ
た
イ
ン
ド
の
大
僧
院
に
国
家 

事
業
と
し
て
留
学
生
を
派
遣
し
、
多
く
の
イ 

ン
ド
人
学
僧
を
招
聘
し
、
仏
教
を
受
容
し
て 

い
っ
た
。
こ
う
し
た
過
程
で
こ
の
よ
う
な
諸 

宗
兼
学
の
姿
勢
が
培
わ
れ
、
そ
れ
が
今
日
で 

も
基
本
的
な
仏
教
観
と
し
て
浸
透
し
て
い
る
。 

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
伝
統
的
解
釈
で
は
、
す 

べ
て
の
衆
生
は
空
が
分
か
ら
な
い
こ
と
に

よ
っ
て
輪
起
の
苦
海
を
彷
徨
っ
て
い
る
と
さ 

れ
る
。
釈
尊
が
こ
の
世
に
出
現
し
た
そ
の
最 

大
の
目
的
と
は
、
衆
生
済
度
の
た
め
に
空
を 

説
く
こ
と
で
あ
っ
て
、
仏
教
の
中
心
思
想
は 

空
思
想
に
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
小
乗 

で
あ
れ
、
大
乗
で
あ
れ
、
顕
教
で
あ
れ
、
密 

教
で
あ
れ
、
何
ら
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

さ
ま
ざ
ま
な
異
な
る
伝
統
が
生
ま
れ
た
の 

は
、
所
化
の
能
力
に
応
じ
て
、
空
を
理
解
す 

る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
知
を
釈
尊 

が
説
か
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
真
実
と
し
て
の 

空
性
そ
れ
自
体
が
変
化
す
る
わ
け
で
は
な 

い
。
釈
尊
が
説
か
れ
た
八
万
四
千
の
す
べ
て 

の
法
蘊
は
、
ひ
と
り
の
人
間
が
後
生
の
一
大

事
に
め
ざ
め
た
の
ち
仏
の
境
位
に
至
る
ま
で 

歩
む
べ
き
過
程
で
あ
り
、
た
と
え
段
階
的
に 

レ
ベ
ル
が
低
い
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ 

は
実
践
し
な
く
て
よ
い
も
の
と
し
て
捨
て
去 

ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

•

空
思
想
で
体
系
化
さ
れ
る
す
べ
て
の
教
義 

イ
ン
ド
後
期
の
僧
院
仏
教
に
あ
っ
た
こ
う 

し
た
仏
教
観
は
更
に
チ
ベ
ッ
ト
に
お
い
て
体 

系
化
が
進
み
、
極
め
て
論
理
的
な
空
思
想
を 

中
心
と
し
た
教
義
体
系
が
形
成
さ
れ
る
こ
と 

と
な
っ
た
。
初
代
ダ
ラ
イ•

ラ
マ
、
パ
ン
チ
エ 

ン
•

ラ
マ
の
直
接
の
師
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト 

仏
教
最
大
宗
派
ゲ
ル
ク
派
の
宗
祖
と
な
っ
た

ツ
オ
ン
カ
パ
は
、
イ
ン
ド
仏
教
の
論 

理
学
を
縦
横
無
尽
に
使
い
、
徹
底
的 

な
戒
律
主
義
に
基
づ
く
空
思
想
を
中 

心
軸
と
す
る
仏
教
の
体
系
化
を
行
つ 

て
い
る
。

ツ
ォ
ン
カ
パ
に
よ
れ
ば
、

「空
」
 

と
は
決
し
て
論
理
や
こ
と
ば
を
超
越 

し
た
真
実
な
の
で
は
な
く
、
仏
の
論 

理
や
言
葉
で
正
し
く
語
ら
れ
こ
と
が 

可
能
な
も
の
で
あ
る
。

「す
べ
て
の 

も
の
が
言
語
に
よ
つ
て
規
定
さ
れ 

る
」
と

い

う

こ

と

が

「縁
起
」
の
意 

味
で
あ
り
、

「言
語
に
よ
っ
て
規
定 

さ
れ
な
い
、
対
象
そ
れ
自
体
の
側
か 

ら
成
立
し
て
い
る
も
の
が
無
い
」
と 

い

う

こ

と

が

「空
」
の
意
味
で
あ
る 

と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
ツ
オ
ン
カ
パ
の
空
思
想
に
特
徴
的
な 

理

論

に

「否
定
対
象
の
確
認
」
と
い
う
も
の 

が
あ
る
。
こ
れ
は
空
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
 

ま
ず
そ
れ
に
先
行
し
て
「X
に
つ
い
て
空
で 

あ
る
」
と

い

わ

れ

る

そ

の

「X
」
を
理
解
し 

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
で 

あ
る
。
た

と

え

ば

「
こ
こ
に
蛇
は
い
な
い
」
 

と
い
う
命
題
を
理
解
す
る
時
に
、
そ
の
「蛇
」
 

が
如
何
な
る
も
の
な
の
か
分
か
ら
な
い
と
、
 

「蛇
が
無
い
」

「蛇
に
つ
い
て
空
で
あ
る
」
と 

い
う
こ
と
も
理
解
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と 

と
同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
空
を
理
解
す
る
、
 

と
い
う
こ
と
は
、
通
常
我
々
が
も
っ
て
い
る 

知
に
一
体
ど
の
よ
う
な
欠
陥
が
あ
る
の
か
、
 

と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
つ 

て
、
そ
の
意
味
で
空
思
想
と
は
極
め
て
宗
教 

的
で
内
省
的
な
自
己
批
判
の
営
み
に
ほ
か
な 

ら
な
い
。

彼
に
よ
れ
ば
、
空
の
認
識
と
我
々
が
生
来 

有
し
て
い
る
無
明
と
は
、
ひ
と
つ
の
主
語
に 

対
し
て
二
つ
の
対
立
し
た
命
題
を
捉
え
て
い 

る
と
い
う
対
立
関
係
が
あ
る
。

こ

れ

は

「熱 

い
」
と

捉

え

る

知

と

「熱
く
な
い
」
と
捉
え 

る
知
と
同
様
に
、
ど
ち
ら
か
ひ
と
つ
の
選
択 

肢
し
か
な
い
形
式
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
 

ツ
オ
ン
カ
パ
か
ら
み
れ
ば
西
田
哲
学
の
よ
う 

な

「絶
対
矛
盾
の
自
己
同
一
性
」
や

「空
と 

は
有
と
無
を
超
越
し
た
第
三
の
次
元
で
あ 

る
」
と
い
っ
た
命
題
は
決
し
て
認
め
ら
れ
る 

も
の
で
は
な
い
。
空
を
理
解
す
る
知
と
我

 々

が
生
来
有
し
て
い
る
無
明
と
の
こ
の
対
立
関 

係
こ
そ
が
、

一
方
が
有
る
と
き
に
は
、
も
う 

-

方
が
起
こ
り
得
な
い
と
い
う
図
式
を
可
能 

に
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
に
空
性
を
修 

習
す
る
こ
と
が
、
輪
廻
の
根
本
原
因
で
あ
る 

無
明
を
断
じ
て
成
仏
す
る
こ
と
を
可
能
に
し 

て
い
る
。
そ
し
て
対
象
と
し
て
の
空
は
仏
教 

全
体
を
通
底
す
る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら 

れ
、
そ
の
空
を
理
解
す
る
知
の
レ
ベ
ル
の
差 

に
さ
ま
ざ
ま
な
仏
教
思
想
の
差
が
も
と
め
ら 

れ
て
い
る
。
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•

空
を
理
解
す
る
知
の
基
本
形 

対
象
と
し
て
の
空
は
す
べ
て
の
仏
教
に
共 

通
の
も
の
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
理
解
す
る 

知
も
ま
た
二
種
類
し
か
な
い
と
限
定
さ
れ
て 

い
る
。
ひ
と
つ
は
推
理
で
あ
り
、
ひ
と
つ
は 

直
観
で
あ
る
。
こ
れ
は
仏
教
論
理
学
の
伝
統 

的
枠
組
み
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
も
の
で
あ 

る
。
三
昧
に
よ
り
空
を
理
解
す
る
場
合
で
あ 

れ
、
論
理
に
よ
っ
て
空
を
理
解
す
る
場
合
で 

あ
れ
、
そ
の
両
方
と
も
が
正
し
い
空
の
理
解 

と
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
 

空
性
そ
の
も
の
に
対
す
る
三
昧
が
安
定
し 

て
い
な
い
最
初
の
段
階
で
は
、

「あ
る
も
の 

が
空
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
と
そ
の
「空
」
 

で
あ
る
部
分
と
を
区
別
で
き
な
い
の
で
、
ま 

ず
は
推
理
に
よ
つ
て
空
性
を
理
解
す
る
こ
と 

を
修
習
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
具
体
的
に 

は

ま

ず

「私
と
は
そ
れ
自
体
で
独
立
し
て
存 

在
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
人
無 

我
の
空
性
を
示
す
命
題
を
「す
べ
て
の
も
の 

は
縁
起
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
そ
れ
を
帰
結 

さ
せ
る
論
証
因
を
も
と
に
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ 

の
命
題
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
を
思
索
し
、
最
終 

的
に
確
定
を
導
き
だ
す
。
人
無
我
に
対
す
る 

推
理
に
確
定
が
起
こ
れ
ば
、
次
に
そ
の
同
じ 

論

証

因

を

「私
を
構
成
し
て
い
る
五
蘊
は
そ 

れ
自
体
で
独
立
し
て
存
在
し
て
い
る
も
の
で 

は
な
い
」
と
い
う
法
無
我
に
適
用
す
る
。

こ 

れ
ら
の
作
業
を
何
度
も
繰
り
返
す
こ
と
で
、
 

空
性
、
す

な

わ

ち

「そ
れ
自
体
で
独
立
し
て 

存
在
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
こ 

と
の
イ
メ
ー
ジ
が
よ
り
鮮
明
に
心
に
現
れ
る 

よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
作
業
は 

結
跳
趺
坐
し
て
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
し
、
 

問
答
や
経
典
の
学
習
な
ど
を
通
し
て
培
う
こ 

と
も
で
き
る
。

こ
う
し
た
推
理
を
繰
り
返
す
と
「X
はY
 

に
つ
い
て
空
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
か
ら
「Y 

に
つ
い
て
空
で
あ
る
」
と
い
う
述
語
部
分
の 

み
の
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る 

よ
う
に
な
り
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
も
次
第
に
明

瞭
に
な
り
、
あ

る

瞬

間

に

「X
は
」
と
い
う 

主
語
を
考
え
な
く
と
も
、
心
に
そ
の
イ
メ
ー 

ジ
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
瞬
間
こ 

そ
が
空
を
現
観
す
る
瞬
間
で
あ
り
、
こ
の
と 

き
に
空
に
対
す
る
直
観
が
起
こ
っ
た
と
さ
れ 

る
。
そ
れ
以
降
、
無
数
に
転
生
し
、
通
常
は 

三
阿
僧
祇
劫
と
い
う
永
い
時
間
を
か
け
て
、
 

こ
の
空
に
対
す
る
三
昧
を
繰
り
返
さ
れ
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
そ
の
作
業
を
通 

じ
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
煩
悩
障
と
所
知
障
と 

を
順
々
に
断
じ
、
菩
薩
の
初
地
か
ら
第
十
地 

に
順
に
い
た
り
、
最
終
的
に
毎
刹
那
毎
に
一 

切
の
対
象
と
そ
の
空
性
が
如
実
に
理
解
で
き 

る

「
一
切
相
智
」
を
得
て
、
仏
位
を
究
竟
す 

る
の
で
あ
る
。
敢
え
て
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
は
「頓 

悟
派
」•

「漸
悟
派
」
の
ど
ち
ら
な
の
か
と
問 

え
ば
、
基

本

的

に

「漸
悟
派
」

で
あ
る
と
い 

え
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
修
習
法
に
よ
っ
て 

い
る
。

•

密
教
に
よ
る
ス
ピ1

ド
ア
ッ
プ 

顕
教
で
説
か
れ
る
空
の
知
を
修
習
し
成
仏 

す
る
に
は
永
い
時
間
が
必
要
で
あ
る
が
、
密 

教
の
修
行
を
す
れ
ば
、
そ
れ
を
高
速
化
す
る 

こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
無
上
瑜
伽
タ
ン 

ト
ラ
の
二
次
第
を
修
習
す
れ
ば
、
最
低
で
三 

年
三
ヶ
月
以
内
、
最
長
で
も
十
八
回
転
生
す 

る
間
に
成
仏
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
れ
は
密
教
で
説
か
れ
る
空
に
対
す
る
知 

が
、
顕
教
の
そ
れ
に
比
べ
よ
り
微
細
で
、
よ 

り
強
力
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
由
来
し
て
い 

る
。無

上
瑜
伽
タ
ン
ト
ラ
の
修
習
法
は
「生
起 

次
第
」
と

「究
竟
次
第
」
と
呼
ば
れ
る
二
つ 

の
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
。

ま
ず
生
起
次
第
に
お
い
て
は
、

通
常
の 

我
々
の
イ
メ
ー
ジ
を
捨
て
、
自
ら
が
成
仏
す 

る
過
程
、
曼
荼
羅
の
諸
尊
が
自
ら
を
取
り
囲 

む
過
程
を
何
度
も
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
具
体
的 

に
は
、
死

有•

中

有
•

生
有
の
過
程
を
仏
の 

法

身
•

応

身•

色
身
を
成
就
す
る
過
程
と
重

ね
あ
わ
せ
何
度
も
イ
メ
ー
ジ
し
、
最
終
的
に 

は
、
芥
子
粒
ほ
ど
の
大
き
さ
の
微
細
な
空
間 

に
曼
荼
羅
の
諸
尊
と
曼
荼
羅
が
観
想
で
き
る 

よ
う
に
な
る
。
そ
れ
が
完
成
す
る
と
修
行
者 

は
倶
生
の
大
楽
を
成
就
し
「究
竟
次
第
」
と 

呼
ば
れ
る
即
身
成
仏
プ
ロ
セ
ス
へ
と
移
行
す 

る
。
究
竟
次
第
で
は
、
通
常
死
後
に
成
就
す 

る
中
有
の
身
体
の
代
わ
り
に
「幻
身
」
と
呼 

ば
れ
る
身
体
を
成
就
し
、
そ

の

後

「光
明
」
 

と
呼
ば
れ
る
段
階
で
、
死
の
瞬
間
に
見
え
る 

死
の
光
明
と
空
性
を
現
観
す
る
智
と
を
合
体 

さ
せ
て
仏
の
境
地
へ
と
赴
く
の
で
あ
る
。
 

•

ま
と
め

こ
う
し
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
修
習
法
は
そ 

の
大
部
分
が
空
の
修
習
を
中
心
と
し
て
い 

る
。
仏

教

の

根

本

真

理

と

し

て

「
一
切
法 

空
」

は

自

己

内

省

的

な

「
否
定
対
象
の
確 

認
」
な
ど
の
作
業
を
通
じ
て
理
解
さ
れ
る
。
 

こ
の
点
を
禅
的
に
見
る
の
な
ら
ば
、
チ
ベ
ッ 

ト
仏
教
の
空
思
想
も
ま
た
「脚
下
照
顧
」
の 

精
神
か
ら
何
ら
は
ず
れ
た
も
の
で
も
な
い
。 

こ
れ
ら
の
空
観
法
は
き
わ
め
て
細
か
い
理
論 

や
過
程
の
組
合
わ
せ
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
 

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
的
な
色
彩
の
つ
よ
い
日
本
仏 

教
や
禅
の
手
法
と
異
な
つ
て
い
る
よ
う
に
見 

え
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も 

仏
教
の
伝
搬
過
程
の
違
い
な
ど
に
由
来
す
る 

も
の
で
、
単
な
る
文
化
の
違
い
で
あ
る
。
近 

年
我
が
国
の
チ
ベ
ッ
ト
学
者
の
な
か
に
は
、
 

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
日
本
仏
教
と
の
優
劣
を
つ 

け
た
り
、

「禅
は
仏
教
で
は
な
い
」
と
い
う 

主
張
を
唱
え
る
者
も
居
る
。
し
か
し
こ
れ
は 

単
な
る
仏
法
へ
の
不
敬
や
無
知
か
ら
生
じ
た 

も
の
に
過
ぎ
な
い
。
紀
元
前
に
釈
尊
が
説
か 

れ
た
仏
教
が
い
ま
も
な
お
チ
ベ
ッ
ト
、
日
本 

と
い
う
ふ
た
つ
の
地
で
息
づ
い
て
い
る
こ
と 

自
体
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ 

釈
尊
の
偉
大
さ
と
尊
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い 

だ
ろ
う
か
。
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陽聖安山船雲慶祥通安徳安台園 
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一宗桃龍大常長然瑞一藤法宝常海永長 
乗徳原泉仙安栄正龍信雲鏡幸潮昌源 
寺鹿寺院寺寺寺院寺 弘寺寺院尻院寺
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様様様様様様様様様様様様様様様様
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山
崎雲東海祥儀長長森松寶高龍慶宗金長祖高重海東総 
大竜善龍雲林久昌巌林應岩湖昌徳龍福光根俊蔵禅寧 
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東善明円洞松光満増龍正大孤利養石成三井井慈事観福種龍円源医宗耕二嶽部江信洞弘十林養大霊
林住光光光久明願参巣林雲雲生勝雲因完義雲福音泉福雲応光王德月
寺寺寺寺寺院寺寺寺院寺院寺寺寺院寺自臣寺院寺寺寺寺寺院寺院寺

正憲月香雲徳輪叟雲泉山
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杉上上岡道慶千鳳善信潮泉賢西長長米雙弥存海聖養 
勝一尚蕙心雲手林昌光音龍忠金福福山照陀光蔵光徳
道祥道樹寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺院寺寺寺寺院 
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内乗新光洞長瑞善大弘谷法慈二善 
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玉日總本法相西完龍安龍清弘常万円永二宝妙一延普同雲梅大福龍妙住正譲金長永昌興
雲光覺願蔵円光全雲栖覚光長徳松光昌泉義 
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師泉応音円松沢久雲 
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浩雲命明蔵太皐泉岸泉泉澤法尊谷祥音泉立泉光広福安徳田仙喜雲楽日洞照雲泉善光光 
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藤称三南宝海竜長光遠東常宗耕興広常玉将円正広高正宝源東 
寛名光陽珠蔵泉松明応川堅松雲国徳泉泉軍城福沢金音積勝顕 
大尋寺寺院寺尋等寺寺燒寺寺院寺等尋尋寺寺寺寺尋寺寺寺寺 
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愛知県第一曹洞宗青年会
豊

知

県

第

一

曹

洞

宗

青

年

会(

以
下
、
 

藥
-

愛
一
曹
青)

は
、
名
古
屋
市
と
そ
の 

周
辺
の
愛
知
県
第
一
宗
務
所
管
内
の
青
年
宗 

侶
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

愛
一
曹
青
は
、
昭
和
五
十
二
年
に
前
身
団 

体

で

あ

る

「禅
心
会
青
年
部
」
を
継
承
し
発 

足
し
ま
し
た
。
通
常
行
事
と
し
て
は
二
祖
三 

仏
忌
を
中
心
と
し
た
法
要
研
修
、
禅
の
集
い
、
 

花
ま
つ
り
行
事
の
開
催
、
寒
行
托
鉢
、
そ
の
他 

各
種
研
修
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
花
ま
つ
り 

行
事
は
昭
和
五
十
六
年
よ
り
毎
年
行
な
っ
て 

い
る
も
の
で
、
今
年
は
名
古
屋
大
須
の
万
松 

寺
様
に
お
い
て
幼
稚
園•

保
育
園
児
た
ち
が 

描
い
た
絵
を
約
千
枚
展
示
し
「花

ま

つ

り• 

子
ど
も
絵
画
展
」
を
開
催
し
、
幅
広
い
年
齢 

層
の
方
に
お
参
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
禅
の 

集
い
は
毎
年
秋
に
管
内
寺
院
を
会
場
に
開
催 

さ
れ
、
と
く
に
会
員
が
作
る
精
進
料
理
は
た 

い
へ
ん
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
寒 

行
托
鉢
は
毎
年
十
二
月
、

『
歳
末
助
け
合
い 

運
動
』
と
し
て
、
名
古
屋
の
繁
華
街•

栄
周
辺 

に
お
い
て
托
鉢
や
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
す
。
 

皆
さ
ま
に
い
た
だ
い
た
浄
財
は
「歳
末
助
け 

合
い
募
金
」
に
全
額
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

、

年
度
、
愛
一
曹
青
は
設
立
三
〇
周
年
を 

ォ

迎
え
る
に
あ
た
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
記 

念
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
の
事
業
で 

は
、
テ

ー

マ

を

「い
の
ち
の
と
も
し
び
」
と 

し
、
檀
信
徒
だ
け
で
な
く
、
今
ま
で
布
教
の 

対
象
と
し
て
は
難
し
か
っ
た
十
〜
四
十
代
の 

一
般
の
方
に
向
け
た
布
教
の
方
法
を
検
討• 

実
践
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
私
た
ち 

の
活
動
を
き
っ
か
け
に
、
世
界
の
現
実
を
知 

り
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
て 

も
ら
い
、
今
こ
こ
に
生
き
て
い
る
意
味
を
見 

出
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

「若
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
布
教
と
は
何 

か
」
、

こ
れ
が
一
番
わ
か
る
で
あ
ろ
う
青
年 

僧
が
知
恵
と
力
を
出
し
合
い
、
こ
れ
ま
で
あ 

ま
り
取
り
組
ん
で
こ
な
か
っ
た
難
問
に
挑
戦 

し
、
個
々
の
資
質
の
向
上
を
は
か
る
と
と
も 

に
、
仏
の
教
え
の
実
践
に
繋
げ
て
い
き
た
い 

と
考
え
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
展
開
中
で
す
。 

①

ス
リ
ラ
ン
カ
で
の
診
療
所
設
立 

ス
リ
ラ
ン
カ
の
ウ
エ
ラ
ワ
ャ
県
ラ
ン
デ
ニ 

ア
地
区
に
診
療
所
を
設
立
し
ま
す
。
設
立
に 

あ
た
っ
て
は
財
団
法
人
プ
ラ
ン•

ジ
ャ
パ
ン

の
特
別
寄
付
制
度
で 

資
金
を
提
供
し
、
建 

設
地
の
選
定
、
建
設 

業
者
の
入
札
、
建
設 

工
事
な
ど
の
業
務
を 

委
託
し
ま
す
。
建
設 

後
は
く
現
地
の
保
健 

衛
生
局
か
ら
ス
タ
ッ 

フ
、
医
療
品
、
医
療 

用
備
品
や
維
持
管
理 

費
な
ど
が
提
供
さ
れ 

る
こ
と
に
な
っ
て
い 

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

この5分で起こっていること。

愛知県第^曹洞示青年会http://aiichi.net

世
界
で87
人
が
飢
え
と
貧
困
亠

t
 _

万
れ
る
は
ず
」

ま
た300
人
の
子
供
が
餓
え
綿 

る
病
気
の
た
め
に
、こ
の
覇
吋
亡#

「
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

I

 

L

エ
イ
ズ
でT
n 

・
カ•
*

で7.5
人
*
 

靈
で
51
人

自
殺
で8.5
人
が
亡
く
な
っ
て
い

A
専
遵£

も
、と
も
し2

•
 

联

S
#

心
運
以
外
に
も
、あ
か
り
を̂

こ
の
3r
ラ
そく

：XT

約5
分
簡
徙
し
ま
す0 

こ
のM
い
だ
、
 

、 

も
よ
ッ
と
堂
て
み
ま
せ
ん
か
？/

26

いま、世界で5分の/ 

間に起こっている 

様々なことを紹介し 

ます。

鶴豊H年会が整成しましむ

UJte083矯
httpcZ/aBchtneV 畳ご質＜。きS

パソコンや携帯電話 

で、5分で起こって 

いる事の詳しい解説 

や、スリランカ診療 

所の現在の状況、青 

年会活動等を見る事 

ができます。，

「いのちのともしび」ろうそく見取図
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地
域
住
民
八
三
〇
世 

帯
、
三
九
八
〇
人
に

恩
恵
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。

②

冊

子

『
愛

語

の

た

め

の

ヒ

ン

ト(

仮)

』

の
製
作

檀
務
の
折
に
、
青
年
僧
が
檀
信
徒
の
方
が 

た
と
話
を
す
る
と
き
に
少
し
で
も
そ
の
話
の 

材
料
に
な
れ
ば
と
思
い
、
製
作
す
る
こ
と
と 

し
ま
し
た
。
仏
教
に
関
す
る
事
柄
だ
け
で
な 

く
、
世
界
の
お
も
な
宗
教
に
つ
い
て
も
基
本 

的
な
部
分
を
中
心
に
解
説
し
、
宗
教
と
は
ど 

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
考
え
て
い
く
こ 

と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

③

「
い
の
ち
の
と
も
し
び
」
ろ
う
そ
く
配
布 

五
分
間
で
燃
え
尽
き
る
ろ
う
そ
く
を
、
 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
紙
で
包
装
し
、
檀
信 

徒
の
方
が
た
や
一
般
の
方
が
た
に
配
布
し
ま 

す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
ろ
う
そ
く
が
燃
焼

し
て
い
る
五
分
間
に
世
界
で
起
き
て
い
る
こ 

と
や
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
な
ど
を
記
載 

し
、
世
界
の
現
状
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う 

と
と
も
に
、
自
分
を
省
み
て
も
ら
い
た
い
と 

い
う
意
図
か
ら
作
成
し
ま
し
た
。
ろ
う
そ
く 

の
貼
り
付
け•

折
り
込
み
作
業
は
会
員
の
手 

で
行
い
、
五
万
個
配
布
を
目
標
に
製
作
中
で 

す
。
ま
た
、

「
い
の
ち
の
と
も
し
び
」
ホ
ー 

ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
のQ
R

コ
ー
ド
を
包 

装
紙
に
記
載
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
今
回 

の
事
業
や
青
年
会
活
動
を
紹
介
し
て
い
き
ま 

す
。

、

ま
愛
一
曹
青
で
は
、

三
〇
周
年
記
念 

し

事
業
の
成
功
を
目
指
し
、
全
会
員
で 

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
通
し
て 

更
に
飛
躍
で
き
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。



風供養
「私のお墓の前で、泣かないでください。そこに私は 

いません。死んでなんかいません。千の風になって、あ 

の大きな空を吹きわたっています」。既にご存知の方も 

多いと思うが、これは「千の風になって」という詩の一 

節。この詩に触れたとき、不意打ちをくらったかのごと 

く心が動揺し、涙が流れるのは、この詩が逝きし者から 

のメッセージのように聴こえるから。「いつも、あなた 

のことを見守っているよ」とささやく、風の声が聴こえ 

るような気がする。

5月下旬、ある方の葬儀に随喜した。会場は松本市内 

の御寺院。喪主は、峠の向こうの街の大きな病院にて要 

職を務める医師であり、他界されたのはその方のお母様 

であった。病院関係者からの供華やら弔電やらがどっさ 

り届くような大きな葬儀になるのだろうなと勝手に思い 

込んでいた。しかし、枕経、通夜、葬儀の間、参列した 

のは一緒に生活をしていたご家族と、最も近い親族のみ 

であり、最高でも総勢12名ほどであった。葬儀会場には、 

病院や関連業者からの供華は一切無く、季節の花をふん 

だんに取り入れた花祭壇に、位牌と遺影が供えられ、沢 

山の花に囲まれた棺の中で故人は静かに眠っていた。要 

職にありながら、それを家には持ち込まない喪主の姿に、 

家族を大切に思う喪主の優しさと強さを感じた。喪主は 

役職としてではなく、故人の息子として、ゆっくりとお 

別れをしたかったのだろう。

葬儀開始前に馬頭琴の献奏。これは喪主家からのリク 

エスト。まさにモンゴルの風の音。そして、導師よりI■千

長野県東昌寺副住職飯島惠道

の風になって」の詩が紹介され、「故人は肉体的な苦し 

みを離れ、今は、風になって大空を思いのままに吹き渡つ 

ているのではないか。風に頰をなでられたとき、お母様 

のことを思い出してあげてほしい。」と葬送の言葉が送 

られた。 ,

弔辞の段では、喪主が故人に対してお別れの言葉を述 

べた。台本は無くぶっつけ本番のスピーチ。「あなたは、 

今、風になって、行き":邛ったところに自由に赴いてい 

るのかもしれませんね。それなら、私たちは、寂しが 

るばかりではなく、苦しみから解放されてよかったね、 
やっと楽になれたね、と藁わなければならないというこ 

とですよね。」と語った。導師から投げかけられたお別 

れの言葉に対して、喪主は見事に返球。このような"心 

の対話"のある葬儀に随喜させていただけたことを嬉し 

く思った。

かくして、この度の葬儀は「風供養」となった。一方 

通行ではない双方向の葬儀。千の風は喪の作業に風穴を 

あけてくれるかもしれない、そんなことを感じた。

◊筆者フロフィール◊

飯島惠道（いいじまけいどう）

長野県松本生まれ。尼寺育ち。生と死、命をキー 

ワードに、僧侶としての活動の中で、看護師資格を 

いかせる現場を模索中。

と き たび

こころの時代にこころの旅を

国内団参•海外仏跡巡拝の事なら経験豊かなビーエス観光へお申し付け下さい。

日 ビーエス観光グループ
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島
根
県
出
雲
市 

常
光
寺
寺
族 

シ

ラ

ヴ

オ

ン
•

プ

ッ

タ

ワ

ン

私
が
母
国
の
ラ
オ
ス
で
、
シ
ャ
ン
テ
イ
国 

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ラ
オ
ス
事
務
所
職
員
と 

し
て
活
動
を
し
て
い
た
方
丈
と
出
会
い
、
結 

婚
し
て
日
本
に
参
り
ま
し
た
の
は
、
平
成
九 

年
春
の
こ
と
で
し
た
。

ラ
オ
ス
で
は
、
「
結
婚
す
る
な
ら
日
本
女 

性
が
一
番
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
 

日
本
の
女
性
は
家
庭
に
入
る
と
、
夫
に
絶
対 

服
従
し
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で 

す
。
ラ
オ
ス
の
友
達
は
心
配
し
て
、
「
日
本 

で
は
女
性
を
奴
隸
の
よ
う
に
扱
つ
て
い
る
よ 

う
だ
け
れ
ど
、
あ
な
た
大
丈
夫
？
」
と
か
、
「
い 

つ
で
も
ラ
オ
ス
に
帰
っ
て
お
い
で
」
と
心
配 

し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
日
本
に
来
て
ま
も
な
く
十
年
、
 

方
丈
の
住
職
地
で
あ
る
常
光
寺
に
参
り
ま
し 

て
か
ら
は
四
年
に
も
な
り
ま
す
。
 

あ
る
程
度
の
日
本
語
は
理
解
で
き
て
い
た 

つ
も
り
で
し
た
が
、
最
初
の
内
は
出
雲
地
方 

の
方
言
が
理
解
で
き
ず
、
お
檀
家
さ
ま
の
お 

じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
が
笑
顔
で
話
し
か 

け
て
下
さ
っ
て
も
、
何
を
お
つ
し
や
っ
て
い 

る
の
か
判
ら
な
い
た
め
、
た
だ
笑
顔
で
相
槌 

を
打
つ
だ
け
で
し
た
。
そ
れ
で
も
徐
々
に
会 

話
が
通
じ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
、
こ
の 

自
然
豊
か
な
風
土
の
人
び
と
な
ら
で
は
の
優

し
さ
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

方
丈
は
畑
を
つ
く
っ
て
お
り
ま
す
が
、
 

時
々
お
檀
家
さ
ま
が
畑
を
の
ぞ
い
て
は
、
方 

丈
の
畑
に
無
い
野
菜
を
お
寺
に
持
つ
て
き
て 

く
だ
さ
る
の
で
す
。
持
ち
込
ま
れ
た
さ
ま
ざ 

ま
の
野
菜
で
、
お
台
所
が
ま
る
で
畑
の
よ
う 

に
な
る
こ
と
も
あ
る
し
、
漁
師
さ
ん
は
外
国 

人
で
あ
る
私
を
気
遣
っ
て
か
、
魚
を
捌
い
て 

お
刺
身
に
し
て
台
所
に
置
い
て
行
か
れ
ま 

す
。
ま
た
ご
本
尊
様
へ
の
お
供
え
が
、
私
共 

の
子
ど
も
の
数
だ
け
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
ぞ 

れ
の
好
み
に
合
わ
せ
て
あ
る
な
ど
、
そ
の
気 

遣
い
に
は
つ
く
づ
く
敬
服
し
て
お
り
ま
す
。
 

古
い
し
き
た
り
が
あ
り
、
外
国
人
の
私
に 

は
理
解
で
き
な
い
慣
習
も
多
々
あ
り
ま
す 

が
、
本
当
に
ラ
オ
ス
で
聞
い
て
い
た
よ
う
な 

「奴
隸
扱
い
」
を
受
け
て
い
た
ら
、
こ
こ
ま 

で
日
本
に
い
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
は
ず 

で
す
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
つ 

て
い
ま
す
。

ラ
オ
ス
の
仏
教
と
日
本
の
仏
教
と
の
一
番 

の
違
い
は
、
や
は
り
檀
家
制
度
の
あ
る
な
し 

だ
と
思
い
ま
す
。

ラ
オ
ス
の
お
坊
さ
ん
は
、
毎
朝
の
托
鉢
で 

生
活
し
、
村
人
の
喜
捨
で
伽
藍
を
維
持
し
、

教
育
の
場
と
し
て
あ
る
い
は
独
居
老
人
の
施 

設
と
し
て
集
落
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在 

で
す
。
日
本
で
は
、
お
檀
家
様
に
よ
っ
て
住 

職
の
生
活
は
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
住
職 

は
お
檀
家
様
の
意
向
に
絶
え
ず
配
慮
が
必
要 

で
し
ょ
う
し
、
ま
た
、
お
寺
は
集
落
の
施
設 

と
い
う
よ
り
お
檀
家
の
施
設
と
し
て
存
在
し 

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
一
長 

-

短
で
、
ど
ち
ら
が
よ
い
の
か
私
に
は
わ
か 

り
ま
せ
ん
が
、
社
会
的
な
活
動
は
、
日
本
の 

お
坊
さ
ん
の
方
が
制
約
な
く
取
り
組
め
る
と 

思
い
ま
す
。

そ
こ
で
日
本
の
お
坊
さ
ん
に
お
願
い
が
あ 

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
教 

育
で
す
。

私
は
、
保
育
士
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
が
、
 

日
本
の
子
ど
も
た
ち
が
す
ば
ら
し
い
感
性
を 

持
っ
て
る
の
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
あ
る
時
こ 

ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

一
生
懸
命
ヘ
リ
コ
プ
タ1
の
絵
を
描
い
て 

い
た
男
の
子
が
、
い
き
な
り
そ
の
絵
を
私
の 

所
へ
持
っ
て
き
て
、
「プ
ッ
タ
ワ
ン
先
生
、
 

寂
し
く
な
っ
た
ら
こ
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
ラ 

オ
ス
に
帰
っ
て
、
そ
し
て
ま
た
こ
の
ヘ
リ
コ 

プ
タ|

で
帰
っ
て
き
て
ね
」

と
言
つ
て
く 

れ
た
の
で
す
。
な
ん
と
い
う
優
し
さ
で
し
よ 

う
。こ

の
子
た
ち
の
こ
の
優
し
い
心
が
、
決
し 

て
曇
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
お
坊
さ
ん
た
ち 

に
は
そ
れ
ぞ
れ
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た 

い
と
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
。

28

日本古来の伝統の技を伝承し、最新技術と調和する。 

魚津の設計と施工

神社•仏閣専門建築

㈱魚津社寺工務店
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今
年
の
一
月
の
事
で
あ
る
。
近
く
の
市
内
で
ご 

不
幸
が
出
来
、
通
夜
に
伺
っ
た
。
読

経•

通
夜
説 

法
を
行
い
、
袈
裟
を
外
し
て
か
ら
後
席
に
つ
い
た
。
 

ふ
と
気
が
つ
く
と
、
そ
こ
に
は
子
ど
も
の
姿
が
見 

え
な
い
。
故
人
は
七
十
五
歳
の
お
爺
ち
ゃ
ん
。
私 

位
の
若
い
ご
夫
婦
が
五
組
、
何
気
な
く
遺
族
に
「こ 

こ
の
家
に
は
孫
が
い
な
い
の
？
」
と
尋
ね
る
と
、
 

す

か

さ

ず

「五
月
慵
い
か
ら
、
友
達
の
家
に
預
け 

て
き
た
ん
で
す
。」
と
。
私
は
何
の
こ
と
や
ら
目
が 

点
に
な
り
、

「子
ど
も
達
に
き
ち
ん
と
祖
父
の
死
を 

見
せ
な
さ
い
。」
と
話
し
た
。

デ
ス•

エ
デ
ュ
ケ
イ
シ
ョ
ン(

死
の
準
備
教
育) 

は
、
ラ
イ
フ•

エ
デ
ュ
ケ
イ
シ
ョ
ン(
生
へ
の
教
育) 

に
も
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
る
。
『葬
儀
の
場
に
於
い 

て
、
「生
老
病
死
」
の
話
を
す
る
こ
と
の
む
ず
か
し 

さ
は
、
こ
の
辺
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
』
と
、
先
日
、
 

北
海
道
大
会
で
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
田
代 

俊
孝
氏
は
話
さ
れ
て
い
た
。
『
「常
に
悲
し
み
を
懐 

い
て
心
遂
に
醒
悟
す
」
の
ご
と
く
、
実
は
人
は
そ 

の
死
別
の
悲
し
み
を
媒
介
と
し
て
、
自
己
存
在
の 

実
存
的
危
機
に
目
覚
め
る
契
機
を
与
え
ら
れ
て
い 

る
。
そ
の
実
存
レ
ベ
ル
の
目
醒
め
へ
と
人
が
赴
く 

た
め
に
は
、
悲
し
み
は
安
易
に
処
理
さ
れ
て
は
な 

ら
な
い
し
そ
の
処
理
の
方
向
性
が
、
見
守
ら
れ
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。』
と
も
話
さ
れ
た
。
私
達
、
僧 

侶
に
は
そ
の
役
割
が
大
い
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

単
な
る
儀
式
と
し
て
葬
儀
を
執
り
行
う
の
で
は
な 

く
、
き
ち
ん
と
宗
教
を
成
立
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け 

な
い
と
諭
さ
れ
た
。

翌
日
の
葬
儀•

告
別
の
場
で
、
五
人
の
可
愛
い 

孫
達
が
、
親
に
抱
か
れ
お
爺
様
の
頰
を
撫
で
な
が 

ら
、
花
を
添
え
る
姿
が
見
ら
れ
た
事
は
、
 

言
う
ま
で
も
な
い
。
常
に
生
死
に
接
す
る 

私
達
だ
か
ら
こ
そ
、

デ
ス•

エ
デ
ュ
ケ
イ 

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
説
く
必
要
が
あ
る
の 

だ
ろ
う
。

全
国
曹
洞
宗
青
年
会
会
長宮

寺

守

正

①でり

1什，

表紙は現段階のものであり、実際のものとは若干異なる場合がござ 

います。予めご了承ください。

若
心

企画•発行人ゆうがん芸術作品集『般若心経0』

逮瞬

私に会うまで仏教に触れたことが無かったと言う人がたくさん 

いました。

そこで、仏教をまず知ってもらう。仏教と出会うきっかけを作 

る新しい方法はないものかと考えていました。音楽や絵画、アー 

トからだと抵抗無く仏教に興味をもてるのでは？ と思い出来た 

のがこの芸術作品集『般若心経O』。

『般若心経0』は今までの専門書とは違った視点から生まれた、 

I■般若心経」をテーマにしたアートブックです。身近に感じられる、 

飾っておきたい（'般若心経」の本を作りたいという想いから生ま 

れた企画です。

多くの青年僧侶の他に、グラフィックデザイナー、写真家、仏 

画家、日本画家、キャンドル作家、陶芸家などが作品を提供。ま 

た同収のCDにはジャズ、シンセサイザー、ホーミー、エレキギ 

ター、口琴奏者などの作品が収録されています。

全80頁（CD付）。平成18年8月1日発売予定。定価2,400円。

ご購入•お問い合わせはhttp:〃www.hannya-zero.netまで

四
月
二
十
六
日
に
奈
良•

東
大
寺
で
厳
修
さ
れ
た
千
僧
法
要
を
取 

材
に
行
っ
た
都
合
で
、
そ
の
前
後
日
は
京
都
で
の
留
錫
と
な
っ
た
。
 

日
本
の
正
史
上"

古
都"

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
両
都
市
で
あ
「
 

る
が
、
街
中
を
僧
形
で
い
る
と
、
 

と
に
か
く
よ
く
声
を
掛
け
ら
れ
る
。
 

「何
宗
の
方
で
す
か
？
」
と

か

「こ
の
法
要
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ 

る
の
で
す
か
？
」
等
々
。
ち
よ
っ
と
話
し
込
む
と
、
身
の
上
話
や
悩 

み
相
談
を
受
け
か
ね
な
い
勢
い
。
京
都
で
は
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
〃
着 

物
割
引"

と
い
う
思
い
が
け
な
い
恩
恵
も
受
け
た
。
 

奈
良
も
京
都
も
、
街
の
景
観
自
体
は
時
代
に
よ
っ
て
移
ろ
っ
た
だ
一
 

ろ
う
が
、
千
五
百
年
以
上
も
の
間
、
変
わ
ら
ず
に
寺
社
建
築
を
中
心 

と
し
た
都
市
計
画
が
行
わ
れ
続
け
て
き
た
。
そ
し
て
人
び
と
は
代
々
宀 

発
願
を
繋
ぎ
続
け
、
神
仏
は
そ
れ
を
見
守
り
続
け
て
き
た
。
そ
ん
な 

関
係
を
積
み
重
ね
た
歳
月
の
機
微
が
街
中
に
満
ち
て
い
た
。
恐
ら
く 

国
内
外
の
多
く
の
観
光
客
は
、
古
都
の
そ
う
い
う
風
情
を
感
じ
に
来 

る
の
だ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
近
年
の
宗
教
離
れ
の
風
潮
は
古
都
に
も
そ
れ
な
り
の 

波
風
を
立
て
、
神
仏
の
眼
差
し
に
気
づ
か
ず
に
日
々
を
や
り
過
ご
す 

人
び
と
も
増
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
色
ん
な
意
味
で
神
仏
や 

寺
社
建
築
が
人
び
と
の
生
活
や
需
要
と
直
結
し
て
い
る
分
、
そ
の
進 

度
は
私
の
故
郷
に
比
べ
て
も
緩
や
か
な
よ
う
に
感
じ
た
。
 

近
年
、
自
坊
の
界
隈
に
高
速
道
路
のI C
が
出
来
た
の
に
伴
っ
て
、
】
 

急
速
に
都
市
開
発
が
進
み
、
田
畑
は
す
べ
て
埋
め
立
て
ら
れ
、
そ

こ

2  

に
住
宅
や
商
業
施
設
が
次
々
と
建
ち
並
ん
で
い
る
。
町
の
人
口
は
前 

回
の
国
勢
調
査
よ
り
二
千
八
百
人
増
え
た
。
過
疎
化
の
著
し
い
島
根 

で
は
異
例
の
こ
と
だ
。

つ
い
五
年
前
ま
で
は
、
平
ら
か
な
田
園
に
囲
ま
れ
た
中
で
、
大
き 

I

な
放
物
線
を
上
空
に
伸
ば
す
屋
根
の
屹
立
と
左
右
に
伸
び
る
駐 

』

車
場
の
白
壁
が
、
町
に
お
寺
の
あ
る
風
景
を
提
供
し
て
い
た
の 

車

だ
が
、
最
近
は
そ
れ
も
す
っ
か
り
隅
に
追
い
や
ら
れ
、
や
が
て 

囲

臭
い
も
の
に
蓋
で
も
さ
れ
る
よ
う
に
街
中
に
埋
没
し
て
し
ま
う. 

注

か
も
し
れ
な
い
。

瀋
 

そ
ん
な
先
行
き
へ
の
不
安
を
覚
え
る
最
中
で
の
古
都
で
の
取 

躍

材
だ
っ
た
が
、
不
思
議
と
志
気
を
新
た
に
し
て
帰
路
に
着
い
た
。

一

「そ
う
せ
い
」
に
対
す
る
ご
意
見•

ご
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
 

〇

あ

て

先

〒

三

六

九

—
〇
三
〇
一

埼
玉
県
児
玉
郡
上
里
町
金
久
保
七
〇
一

陽
雲
寺
内
そ
う
せ
い
サ
ロ
ン
係 

F
A
X

〇
四
九
五
丄
二
三
—
八
二
五
五 

武
田
ま
で 

メ
—
ル

16
f
h
—k

o
h
o
@
m
b
p
・

n

一

f
f
y
.
c
o
m
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「祈
り
の
う
ち
に
今
を
生
き
る
」
 

森

の

イ

ス

キ

ア

主

宰

佐

藤

初

女
さ

ん

み
ち
の
く
津
軽
の
地
に
、
悩
め
る
人
び
と
が 

集
う
イ
ス
キ
ア
の
森
が
あ
る
。
霊
峰
岩
木
山
の 

麓
に
清
々
し
く
手
を
差
し
伸
べ
る
よ
う
に
佇
ん 

で
い
る
。
そ
こ
に
は
、
人
び
と
が
一
つ
の
目
標
に 

向
か
い
、
同
じ
く
悩
め
る
人
を
優
し
く
包
み
込 

む
懐
の
深
さ
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
食
事
と
会
話 

を
も
っ
て
癒
さ
れ
る
空
間
が
あ
る
。
そ
の
人
が 

去
る
際
に
は
、
イ
ス
キ
ア
の
鐘
の
音
が
麓
に
響 

き
、
そ
の
人
を
愛
お
し
く
も
優
し
く
見
送
る
姿 

が
あ
っ
た
。
 

(

対
談
者•

白
澤
雪
俊
師) 

【白
澤
】

キ
リ
ス
ト
教
の
学
校
で
は
校
訓
を 

「敬
神
愛
人
」
と
掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り 

ま
す
が
、
仏

教

で

は

「仏
祖
の
兄
弟
は
自
己
よ 

り
も
親
し
む
べ
し
」
と
言
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も 

人
を
尊
ぶ
と
い
う
点
で
は
、
共
通
し
て
い
る
と 

思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
奉
仕
精
神
は
我
々
で
い 

う
布
施
行
と
も
通
ず
る
と
思
い
ま
し
た
。 

【佐
藤
】

そ
う
で
す
ね
、
奉
仕
も
他
人
を
敬
う 

こ
と
も
共
通
し
て
い
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。
特 

に
食
べ
る
と
言
う
こ
と
は
、
い
の
ち
を
い
た
だ 

い
て
生
き
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
皆
が
食
べ
な 

け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
の
で
、
根
本
は
共
通 

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
か
ら
四
年
前
に
、
 

と
あ
る
僧
堂
に
伺
っ
た
時
に
、
懐
石
料
理
を
い 

た
だ
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
老
師
様
か
ら
拝 

聴
し
た
、
道
元
禅
師
様
と
老
典
座
と
の
問
答
の 

話
を
聞
き
、
キ
リ
ス
ト
も
聖
書
の
中
で
、
人
び
と 

と
一
緒
に
食
事
を
共
に
し
た
こ
と
な
ど
が
沢
山

出
て
き
ま
す
。
や
は
り
、
食
事
は
重
要
な
も
の 

で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
ど
の
宗
教
も
尊
敬
し 

て
親
し
く
し
て
い
き
た
い
と
思
つ
て
お
り
ま
す
。
 

【白
澤
】

そ
う
で
す
ね
、
私
も
キ
リ
ス
ト
教
の 

教
え
と
仏
教
の
教
え
に
尊
敬
と
い
う
共
通
点
の 

多
さ
に
安
心
し
ま
す
。

【佐
藤
】

私
は
、
以
前
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
で
お 

寺
の
坐
禅
会
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し 

た
。
い
つ
も
欠
席
が
ち
の
お
子
さ
ん
も
、
そ
の 

時
ば
か
り
は
参
加
す
る
の
で
す
。
申
し
込
み
し 

て
い
た
人
数
が
増
え
て
き
ま
す
。
和
尚
さ
ん
に 

「
す
み
ま
せ
ん
、
ま
た
増
え
ま
し
た
」
と
、
三 

回
も
伝
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ 

で

和

尚

さ

ん

は

「何
も
心
配
す
る
こ
と
は
な
い 

ん
で
す
よ
。
た
だ
柄
杓
一
杯
の
水
を
入
れ
る
と 

お
粥
は
増
え
る
の
で
す
か
ら
」
と
、
仰
い
ま
し 

た
。
そ
の
時
私
は
、
聖
書
の
中
で
キ
リ
ス
ト
が 

五
つ
の
パ
ン
と
二
匹
の
魚
を
何
千
人
に
ご
馳
走 

し
た
事
、
お
酒
が
な
い
と
き
に
増
や
し
た
事
を 

思
い
だ
し
、
皆
一
緒
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
自
分

に
枠
を
作
ら
ず
「
ひ
と
り
で
も
沢 

山
の
人
に
食
べ
さ
せ
た
い
」
と
い
う
願
い
が
、
 

人
を
敬
う
心
と
奉
仕
の
心
が
共
通
し
て
い
る
と 

考
え
ま
し
た
。
私
も
こ
の
事
が
き
っ
か
け
で
、
 

一
切
れ
ず
つ
と
決
め
る
の
で
は
な
く
、
分
か
ち 

合
つ
て
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

動
の
祈
り
と
静
の
祈
り

【佐
藤
】
 

私
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
カ
ト
リ
ッ
ク

信
徒
で
す
が
、
礼
拝
は
必
ず
教
会
で
行
う
こ
と 

が
常
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
私
は
、
 

来
客
を
お
い
て
教
会
に
行
っ
た
方
が
い
い
の
か
、
 

こ
こ
で
皆
さ
ま
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が
良
い 

の
か
大
変
悩
み
ま
し
た
が
、
私
は
一
緒
に
過
ご 

す
こ
と
を
選
び
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
誰
か
が 

「今
日
は
日
曜
日
な
の
ね
」
と
話
せ
ば
、
誰
か 

が
オ
ル
ガ
ン
を
弾
い
て
聖
歌
を
歌
っ
た
り
、
悩 

み
を
話
し
た
り
し
て
過
ご
し
ま
す
。
聖
書
で
は
、
 

キ
リ
ス
ト
が
マ
リ
ア
と
マ
ル
タ
を
訪
ね
た
時
、
 

マ
リ
ア
は
キ
リ
ス
ト
の
話
を
聞
き
、

マ
ル
タ
は 

お
も
て
な
し
を
し
て
い
た
と
あ
り
ま
す
。
昔
は 

マ
リ
ア
の
方
が
正
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
 

今
は
お
も
て
な
し
に
心
を
注
ぐ
マ
ル
タ
の
方
も 

尊
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

【白
澤
】

そ
う
で
す
ね
、
我
々
も
坐
禅
に
関
し 

ま
し
て
、
作
務(

動)

と
坐
禅(

静)

に
優
先
順
位 

を
つ
け
る
風
潮
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
に 

通
じ
て
お
り
ま
し
て
良
く
理
解
で
き
ま
す
。
 

【佐
藤
】
 

偏
っ
て
良
い
悪
い
も
の
で
は
な
く
、
 

一
つ
に
な
っ
て
初
め
て
祈
り
に
な
る
と
思
い
ま 

す
。
希
に
教
会
で
は
、
日
曜
の
祈
り
の
催
促
が 

あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
事
に
悩
む
人 

が
こ
こ
を
訪
れ
る
事
も
あ
り
ま
す
。
あ
ま
り
堅 

く
考
え
ず
、
教
会
へ
行
っ
た
か
ら
良
い
、
行
か 

な
い
か
ら
悪
い
で
は
な
く
、
今
こ
こ
で
行
う
こ 

と
が
、
人
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ 

る
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
来
た
人
が
、
 

出
会
い
や
き
つ
か
け
で
何
か
を
感
じ
て
受
洗
す 

る
人
も
い
ま
す
。
料
理
や
行
動
を
見
て
何
か
を 

気
づ
い
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
は
こ 

れ
を
、

「言
葉
を
越
え
た
行
動
が
魂
に
響
く
」
 

と
自
身
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
お
り
ま
す
。

い
の
ち
の
移I
替
え 

【白
澤
】

佐
藤
さ
ん
は
、

ふ
き
の
と
う
を
ス 

コ
ッ
プ
で
取
る
よ
り
、
小
さ
な
枝
で
雪
を
穿
つ 

て
取
る
方
が
ふ
き
の
と
う
は
痛
が
ら
な
い
、
と 

い
う
取
り
方
を
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
 

【佐
藤
】

は
い
。
今
頃
の
じ
や
が
い
も
等
も
、
 

芽
を
出
す
と
実
は
沈
む
の
で
す
、
そ
れ
を
無
理 

に
抜
く
か
ら
痛
ん
で
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。



す
べ
て
に
命
が
あ
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
行
き 

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
命
が
あ
る
と
思
え 

ば
扱
い
が
変
わ
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
 

調
理
す
る
心
は
、
物
理
で
も
あ
る
し
科
学
に
も 

な
る
と
思
い
ま
す
。
味
見
等
は
科
学
で
、
煮
た 

り
焼
い
た
り
す
る
の
は
物
理
で
あ
る
と
思
い
ま 

す
。
そ
し
て
人
の
心
と
生
き
方
が
調
理
に
な
つ 

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
人
の
生
き
方
が
味 

に
な
つ
て
行
く
と
思
い
ま
す
。
味
つ
け
の
方
は
、
 

典
座
の
精
進
料
理
で
は
い
か
が
で
し
よ
う
か
？ 

【白
澤
】

精
進
料
理
で
は
、
味
付
け
は
六
味
と 

い
い
、

一
般
で
言
う
五
味
に
「淡
い
」
と
い
う 

味
付
け
一
つ
が
付
け
足
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
要 

す
る
に
、
人
参
な
ら
人
参
の
味
、
大
根
な
ら
大 

根
の
味
な
ど
素
材
を
生
か
す
調
理
で
す
ね
。
 

【佐
藤
】

私
も
、
あ
ま
り
食
材
が
何
か
解
ら
な 

い
よ
う
な
調
理
は
し
な
い
よ
う
に
し
て
お
り
ま 

す
。
で
き
る
だ
け
食
材
の
命
を
活
か
せ
る
よ
う 

に
、
あ
ま
り
加
工
せ
ず
食
材
の
形
を
残
す
料
理 

を
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【白
澤
】
 

そ
う
で
す
ね
、
私
た
ち
人
間
は
、
お 

お
よ
そ
日
に
三
度
の
食
事
を
い
た
だ
き
ま
す
の 

で
、
佐
藤
さ
ん
の
話
さ
れ
る
よ
う
な
事
か
ら
、
仏 

教
的
な
こ
と
や
キ
リ
ス
ト
教
的
な
こ
と
へ
と
話 

を
進
め
た
方
が
、
堅
い
話
を
す
る
よ
り
通
じ
や 

す
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
よ
う
か
？

【佐
藤
】
 

わ
た
し
は
、
今
ま
で
は
、
心
心
と
言
つ 

て
お
り
ま
し
た
が
、
心
よ
り
深
い
魂
に
響
き
あ 

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【白
澤
】
 

食
事
と
心
と
は
、
繋
が
っ
て
お
り
ま 

す
か
ら
ね
。

【佐
藤
】

食
べ
る
こ
と
位
ス
ト
レ
ー
ト
に
心
を 

伝
え
る
も
の
は
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ 

の
食
べ
る
人
が
美
味
し
い
と
思
え
ば
、
心
の
扉 

が
徐
々
に
開
く
よ
う
に
話
し
出
し
て
き
ま
す
し
、
 

話
し
て
い
く
う
ち
に
今
ま
で
胸
に
詰
ま
つ
た
も 

の
が
吐
き
出
さ
れ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
こ
に
新 

し
い
も
の
が
入
っ
て
、
自
分
の
道
が
発
見
さ
れ 

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
早
い
時
間
で
伝
わ
る
と 

思
い
ま
す
。
食
べ
る
こ
と
は
一
つ
で
す
か
ら
、
 

そ
れ
以
外
な
い
で
す
か
ら
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
 

【白
澤
】

そ
れ
が
見
返
り
の
な
い
霊
的
な
喜
び 

と
仰
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

【佐
藤
】
 

は
い
。
そ
こ
に
神
仏
を
感
じ
る
と
い 

う
、
信
仰
心
が
芽
生
え
る
事
が
大
事
で
あ
る
と 

思
い
ま
す
。
神
仏
が
全
て
を
見
て
い
る
の
で
す 

が
、
ど
こ
に
神
様
が
働
く
か
は
解
り
ま
せ
ん
の 

で
、
全
て
の
行
動
に
心
が
け
が
な
け
れ
ば
い
け 

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
瞬 

間
が
大
事
な
の
で
す
。
そ
れ
が
祈
り
で
も
あ
り 

ま
す
し
、
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
事
と
同
じ
だ
と 

考
え
て
お
り
ま
す
。

お腹独飜

イ
ス
キ
ア
の
名
の
由
来 

イ
ス
キ
ア
と
は
、
イ
タ
リ
ア
の
南
西
に 

あ
る
火
山
島
の
名
前
で
あ
り
、
昔
ナ
ポ
リ 

の
大
富
豪
の
子
息
の
青
年
が
、

一
人
の
娘 

と
愛
の
満
ち
足
り
た
時
に
、
ど
う
し
よ
う 

も
な
い
虚
脱
感
と
倦
怠
感
に
襲
わ
れ
、
そ 

れ
以
後
全
て
が
退
屈
に
な
り
、
そ
の
中
頭 

を
よ
ぎ
っ
た
少
年
時
代
の
記
憶
に
イ
ス
キ 

ア
島
が
浮
か
び
、
そ
こ
で
も
う
一
度
活
き 

活
き
と
し
た
自
分
を
取
り
戻
し
た
い
と
願 

い
訪
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
自
分
自 

身
を
見
つ
め
直
し
、
新
た
な
力
を
得
て
現 

実
の
生
活
に
立
ち
戻
っ
た
と
い
う
の
で 

す
。
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
と
の
願 

い
が
こ
の
名
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〇

佐

藤

初

女
(

さ

と

う

は

つ

め) 

，
九
二
一
年
青
森
県
生
ま
れ
。
森
の
イ
ス
キ
ア
主
宰
。
 

そ
の
活
動
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト 

協
会
賞
、
第
四
十
八
回
東
奥
賞
な
ど
を
受
賞
。
『
朝
一 

番
の
お
い
し
い
に
お
い
』
『心
咲
か
せ
て
』
『お
む
す
び 

の
祈
り
』
な
ど
著
書
多
数
。

鶴曜即録，品4戾居



『十七条板袈裟』 よこ1995mm X たて1200mm

これは、1995年の阪神淡路大震災を神戸で体験し、10年目の節目にその想いをカタチにした作品である。 

袈裟をモチーフにした68個それぞれのスペースを、窓や扉、時間や場所に見立て、鍵や取っ手を付けた。 

そこに大小さまざまなクギをヒトやモノにたとえ、木切れに何万とクギを打ち付けた作品である。今ま 

で出会った、そして、これから出会うヒトやモノ。楽しかったこと、忘れてはいけないこと、大切な思 

い出は取っ手のある引き出しに収めて。期待膨らむ未来の扉の鍵を開けて…。

世間は「空」、そこで出会う「縁」、そのつむぎあいを大切にしていきたいものである。
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